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一　裁判官と使い魔







　良い天気、とはまさに今の空を指して言うのだろう。

　雲一つない快晴、風も穏おだやかで気温も心ここ地ち好よい。

　あとは馬車の振しん動どうによって起こる背中と尻しりの鈍にぶい痛みさえ無ければ、九く字じ陸りく也やの旅は良好であると言えた。

「なぁ……おっちゃん。まだ国には着かないのか？」

　行商の品が所ところ狭せましと置かれている荷台から、陸也はやや苛いら立だち交じりに御ぎよ者しや台だいで馬を操あやつっている中年の男性に尋たずねる。

「そんなにすぐ着くと思わないでくれよ、兄ちゃん。こっちは普ふ段だんとは違ちがう道を使って国に向かってんだ。もう少しだから我が慢まんしてくれ」

「チッ……我慢しようにもケツと背中が限界なんだよ」

　舌打ちと共に空を仰あおぐが、背中と尻から伝わる振動が軽減されるはずもなく、陸也の苛立ちは収まらない。

　そんな陸也に対たいして声を掛かける人物がいた。

「陸也、彼かれの言う通りです。こうして乗せてもらってるだけでも十分なんですから、ここは我慢しないとダメです」

　たしなめるような言葉を耳にして、陸也は不ふ機き嫌げんそうにそちらへと顔を向ける。

　陸也の対面で脚あしを抱かかえるようにして座すわっている少女。

　見た目は十代の半ばといったところだが、成長途と中ちゆうであるのか背せ丈たけは百五十をなんとか超こえた程てい度どであり、世間一いつ般ぱんでは小こ柄がらな部類に入るだろう。

　整った顔立ちや白く細やかな肌はだだけでなく、それ以上に特とく徴ちよう的てきで目を惹ひく容姿。

　宝石にも似た緋あかい瞳ひとみと、腰こしまで伸のびた緋ひ色いろの髪かみ。

　その色合いは温かみのある夕焼けを体現しているようでもあれば、彼ひ岸がん花ばなのような悲ひ哀あいを彷ほう彿ふつとさせる印象も受ける。

「……緋ひ澄すみ、お前はあのおっさんからもらったクッションがあるから平気だろうけど、俺おれはずっと背中とケツが痛いてぇんだ。我慢にも限度ってもんがある」

「馬車に乗って一時間程度しか経たっていないでしょう。堪こらえ性しようがないにも程ほどがあります」

　少女……緋澄は目を伏ふせながら溜ため息いきをつくが、クッションを譲ゆずる気はないのか膝ひざを抱えたまま動こうとはしない。

「そもそも兄ちゃんは裁判官様の使い魔で、つまりは魔ま法ほう使つかいってことなんだろ？　多少の痛みくらい屁へでもないだろうが」

　運転のために顔を前に向けながらも、商人は目だけで陸也の首元を見てくる。

　太陽光を鈍く反射する銀の首輪。

　その首輪は『裁判官』に使し役えきされている魔法使いを意味している。

「痛ぇもんは痛ぇんだよ。チッ……こいつだけ優ゆう遇ぐうしやがって」

「そりゃ仕方ないってもんだ。裁判官様は優遇する、たとえ俺じゃなかったとしても、他ほかの奴やつらだってそうしてただろうよ」

　商人の言葉は、近くにいた陸也にしか聞こえないように声量が絞しぼられていた。

　裁判官……それは世界中にあるどの国の統治者よりも強い権力を持ち、ある使命のために国々を巡めぐる存在。

　唯ゆい一いつ、魔法という罪を祓はらうことができる存在。

「なぁ、兄ちゃん。滅めつ多たに訊きけることじゃないから興味本位で訊きたいんだが……魔法とか、魔法使いってのはどんな感じなんだ？」

　御者台からそう訊かれ、陸也は少しだけ思案してから商人に言葉を返す。

「逆に訊くが、おっちゃんには俺がどんな風に見える？」

「どんな風って……普ふ通つうの人間にしか見えねぇが」

「ああ、そうだ。魔法使いだなんて言われていても、見た目は普通の人間と変わらない」

「それじゃ、魔法使いと人間の違いってのはなんなんだ？」

「そんなの言葉通りさ。魔法使いは『魔法』が使えるんだよ」

　一つ間を置いてから、陸也は言葉を続ける。

「人間が魔法使いへと覚かく醒せいした時、人を超こえた身体能力と世界の法則を捻ねじ曲まげる力を世界から与あたえられる。その代だい償しようとして……世界から《法》が科せられるのさ」

「法が科せられるって……どういうこった？」

「人が罪を犯おかしたら相応の罰ばつがある。それと同じで魔法使いは魔法っていう罪深い力を使うため、代償として世界から《法》という罰をこなさなくちゃいけない。そして……その《法》をこなせなかったら、魔法使いはこの世界から消しよう滅めつする」

　硬かたい声こわ音ねで陸也は商人へと告げる。

「……そう聞くと怖こわいもんだな。《法》をやり忘れたら死ぬってんなら、忘れっぽい俺だったらいつ死んでもおかしくねぇな」

「それだったら毎日その《法》をこなしてればいいだけの話だ。《法》に回数制限があるわけでもねぇし、毎日やってりゃ習慣や癖くせみたいになるから忘れることもねぇぜ」

「そいつは良い事聞いたな。俺が魔法使いになったときは兄ちゃんの言葉を思い出してみることにするぜ。それまでに忘れちまうだろうけどよ！」

　そんな商人の言葉に陸也は苦く笑しようする。

「だけど、その《法》ってのは何をすりゃいいんだ？」

「そうだな。与えられる《法》はそれぞれだが、『一週間に一回陽ひの光を浴びる』『一日一回手を洗う』『特定の食物を一週間に一回食べる』とか、だいたい期限付きで何かをしろってところが共通している点だな」

「なんでぇ、無理難題を与えられてるわけじゃねぇのか」

「そうはいっても、さっきの条件だって状じよう況きよう次し第だいじゃ難題さ。地下に住んでたら太陽の光を浴びられないし、水が貴重な国で手を洗ったりはできない。そういった国で魔法に目覚めちまったら、その魔法使いはどうすることもできず死ぬしかない」

「……なるほど、な。死ぬことしか選べないってのはなんとも辛つらいもんだ」

　そう声の調子を落とした商人だったが、ふと思い出したように顔を向けてくる。

「そもそも、魔法に目覚めるってのはどういうもんなんだ？」

「魔法に目覚めるきっかけってことか？　まぁ、そこは詳くわしく解明されてねぇが……一説だと、強い想おもいってやつが一線を越えた時、そいつは魔法に目覚めるんだとよ」

「へぇ……よくわからねぇが、兄ちゃんもそれで魔法使いになったってことか？」

　そんな商人の言葉に対して、陸也はすぐに返答しなかった。

　やがて、まるで興味がないといった風に陸也は呟つぶやく。

「さぁな。俺にはわからねぇことだよ」

　そんな陸也の言葉が聞こえたのか定かではないが、商人は首を後ろへと向けたまま怪け訝げんそうな表情を作っていたものの、やがて前へと向き直った。

「……陸也、さすがにおしゃべりが過ぎるというものです」

　そんな抑よく揚ようのない声と共に足を小こ突づかれ、会話は中断されることになった。

「いいじゃねぇか。要所は適当にボカしたし、こうして次の国まで運んでもらってる駄だ賃ちんだと思えば安いもんだろ」

「まったく……あなたは本当に変なところで適当ですね」

　呆あきれるような溜息と共に、緋澄は膝を抱える。

「おいおい兄ちゃん、裁判官様の機き嫌げんを損そこねるんじゃねぇって」

「そこで俺に文句が来るのかよ……」

「一番近くにいるんだから仕方ねぇだろ。それに使い魔は何事にも主あるじを最優先にするもんじゃねぇのか？　俺との話はいいから、兄ちゃんは機嫌取りでもしとけって」

「それとこれとは話が別べつってやつだ。使い魔ってのはたしかに主の安全を第一に優先するが、安全な時に何を優先するかは使い魔の性格次第さ」

　言いながら、陸也はクッションに腰こし掛かけている緋澄へと目をやる。

　裁判官とは魔法使いの持つ《法》という罪を祓い落とし、元の人間へと戻もどすことができる唯一の存在である。

　だが……権力を持ち、特別な力を持っていても、人間であることに変わりはない。

　だからこそ卓たく越えつした身体能力、そして魔法を扱あつかうことができる魔法使い……つまり、使い魔がその身を護衛するために同どう伴はんしている。

　魔法使いのみならず国家にすら多大な権力を行使できる裁判官と、人間と魔法使いに対して武力で渡わたり合あうことができる使い魔と呼ばれる存在。

　それが裁判官……正式名めい称しよう、魔法権限保持者の一いつ般ぱん的てきな組み合わせとなっている。

「それにしても……旅人かと思って拾ったら、裁判官様だったとはたまげた話だ」

「拾ったとか犬いぬ猫ねこみたいに言うんじゃねぇって」

「悪い悪い。そんなつもりは毛頭ねぇさ。それより……なんでまた、裁判官様が殺さつ人じん鬼きの出回ってるって噂うわさの国に向かってるんだ？」

　和なごやかな空気で進んでいた馬車だったが、不意に商人は強こわ張ばった声音で尋ねてくる。

　その話は陸也たちが一つ前に立ち寄った国の人間からも聞いていた。

　この先で無差別に殺人を繰くり返かえし、国を震しん撼かんさせている殺人鬼がいる、と。

　商人の言葉によって陸也はわずかに眉まゆ根ねを寄せたが、すぐに表情を和やわらげる。

「その殺人鬼が魔法使いって可能性もあるからこそ、行く必要があるんだよ。その噂を知って国を避さけようとしてたおっちゃんは巻き込む形になったけどな」

「いや、裁判官様を見つけて無視するってのは……まぁ、俺も気が引けるんでな。俺自身が国に入るってわけでもないし、危険はないから別に構いやしねぇさ」

　ただ、と商人は苦々しい表情と共に忠告する。

「全すべての国が裁判官を歓かん迎げいするってわけじゃねぇのを、頭に入れておいた方がいい。強大な権力を持つ裁判官を恐おそれたり、魔法使いである使い魔をよく思わない国もある。そんな奴らの手で殺された裁判官もいるって噂は平和なこの付近でも耳にするくらいだ」

　真しん剣けんな声で告げた商人に対して、陸也は声を上げて笑ってみせた。

「おいおい、おっちゃん。俺たちは裁判官御一行様だぜ？　忠告なんざ無用ってもんだ」

「いや、そりゃそうかもしれねぇが……俺が見た中じゃ、あんたらは一番若い裁判官様たちだ。だから一応歳とし食った人間から忠告しておこうと思ってよ」

「俺たちだってそれを覚かく悟ごの上でやってんだ。不要な気き遣づかいしてるとハゲちまうぜ」

　軽い笑えみを商人に向けてから、陸也は空を仰ぎ見みる。

「さて……待っているのは子羊か、咎とが人にんか、あるいはその両方か」

　先ほどまでは見えなかった雲の群れを眺ながめながら、陸也は呟く。

　どこまでも獰どう猛もうな笑みを浮うかべながら。




　　　　　◇




　国を囲む城じよう壁へき前の門まで送ってくれた商人に礼を言ってから、門番である兵士による入国審しん査さを受け、陸也と緋澄はちょうど昼時を過ぎた頃ころ合あいに国の中へと入った。

「国としては……たしかに栄えてるが、ある意味で予想通りってところか」

　目の前にはレンガ造りの建築物が広がり、大きな通りには行き交う馬車と人力車の他に、内燃機関を組み込んだ車の姿も見える。

　この大陸における国の発展具合は極きよく端たんに差がある場合もあり、今回訪おとずれた国も今まで見てきた国と比べて多少先進的であると言えるが、飛とび抜ぬけているというほどでもない。

「広場を行き交う人々の姿を見る限り、治安が悪い国のようには見えませんね。これなら犯罪発生率も低いと思います」

　通行人の格好を眺めていた緋澄もそう推察し、陸也は大きく安あん堵どの息を漏もらす。

「いやはや、ようやくまともな国に来たって感じだな。少し前に立ち寄った場所は町どころかド田舎いなかの村って感じだったし、宿も飯も無ければ食しよく糧りようすら買えない、寝ねる場所は家か畜ちくに食わせる藁わら束たばの中みたいなところで最悪だった」

「それは仕方ないことでしょう。国同士が離はなれていたら発展も遅おくれますし、先ほどの行商人しか立ち寄らないような閉へい鎖さ的てきな国もあります。この国は他よりもずいぶん技術が進んでいるようですから、その影えい響きようが周辺国に出ていた節もありました」

　そう言われて陸也は思い返すと、目的地に近づくにつれて村から町、そして小規模でも国という体てい裁さいをしっかり取っていたように記き憶おくしている。

「とりあえず旧式とはいえ車もあるみてぇだし、まともな場所ってことでいいだろう」

「ですね。安全であるなら何か美味おいしい物でも食べたいところです」

「お前がそう言うなら別に構わねぇけどよ。俺としては適当に涼すずめる場所だったらどこでもいい。どうにもこの格好は暑くて敵かなわねぇんだ」

　襟えり元もとをバタつかせながら、陸也は自身の格好へと目をやる。

　気候としては穏やかなものだが、黒を基調としたスーツに灰色のシャツという組み合わせもあってか、ネクタイとボタンを外していても太陽光が容よう赦しやなく身体からだを暖めてくるという状じよう況きようである。

「ったく……いっそ適当なシャツとズボンだけでいいってのによ」

「それはさすがにラフ過ぎるでしょう。服装くらいちゃんとしていないと、陸也の人相じゃチンピラ風ふ情ぜいにしか見えなくなりますよ」

「チンピラで結構だ。……というか、お前は上着までしっかり羽織ってるのになんで汗あせ一つかいてねぇんだよ」

　陸也のように上下黒というわけではないにしろ、緋澄の服装にも黒が多い。

　袖そでの無い純白のブラウスに赤を基調としたチェックのネクタイ、そしてネクタイと同色のスカートから伸びる細い脚は白のニーソックスに包まれている。その服装だけなら涼しげで、国が違えば女学生として見られたかもしれない。

　しかし、羽織っている緋澄の体格には少し大きい男物の黒ジャケット、革特有の艶つやを持った黒の編み上げブーツは重じゆう厚こうさと威い圧あつ感を放ち、それら二つの中で小さな頭に載せられている黒のキャスケットはどこか浮いた存在のように思えてくる。

　だが、それら三つの黒を身に付けている緋澄はまるで気にした様子もなく言う。

「裁判官はあらゆる事こと柄がらに左右されない、何色にも染まらない黒を身に付ける義務があります。別に気温が異常に高いということもありませんし、陸也が暑がりなだけです」

「単にお前が鈍いか、体温が低いとかじゃねぇのか」

　言いながら、陸也は緋澄の白い首筋へと両手を当ててみる。人らしい温かみは感じられるが、やはり体温は低い方なのかひんやりとしていた。

「あの、くすぐったいのでやめてもらえませんか」

「文句ならこのどうしようもなく暑い状況に言ってくれ。あー、ったく。こんなに暑いとやる気も何もあったもんじゃねぇよ」

「いえ、やる気についてはわかりますが私の頭の上に顎あごを乗せる意味はなんですか」

「文句ならちょうどいい位置にあるお前の頭に言うんだな」

「……成長が止とまった自分の身体に文句を言うより、無む駄だに背の高いあなたに文句を言う方が建設的だと思いますけど」

　言外に背が低いと言われたことに腹を立てたのか、緋澄は不服そうな表情を作りながら頭を動かして陸也を押おし退のけようとするが、首筋を両手で押さえられているせいか上う手まく動かせないらしい。

「俺はお前の身体とやらに文句を言った方がいいと思うぜ？　背が伸びなかった分の栄養が半はん端ぱに胸にいったみたいだボォッ！？」

　動かせないと油断していたところ、緋澄の肘ひじが勢いよく陸也の鳩尾みぞおちへと刺ささる。手が塞ふさがっていて防ぼう御ぎよすらできなかったので、膝を折って悶もん絶ぜつするしかなかった。

「えっちな話は嫌きらいなんです」

「い、今の会話にお前が肘を入れるほどの成分があったか……？」

「胸の話は私的にアウトです。それに小さくもなく大きすぎない、ちょうどいいくらいの大きさが良いのです。半端と言われるのは心外です」

「つまり半端には半端なりの良さがあるってことか」

「いちいち半端とつけるのはやめてください。……まったく、あなたは本当に意味のない会話が好きですね」

「お前をからかうって意味はあったが……とりあえず、動き出す前に予定でも決めるか」

「そうですね。目的も無く動いていたら無駄に時間が掛かるでしょうし」

　この国を訪れた目的は観光や遊び回るためではない。

　裁判官の仕事は大まかに国の視察、および魔法使いの有う無むに関する調査を行うためであり、効率よくこなすために今後の行動予定を決めておかなくてはいけない。

　ということで――




「さっさと適当な宿を見つけて一ひと眠ねむりするぞ」

「城に向かいがてら、食べ歩きをしましょうか」




　二人の言葉が綺き麗れいに重なった。

「……おい待て。長旅で疲つかれてるんだから適当な宿で体力を回復させるのが優先だろ」

「陸也こそ何を言っているんですか。寝てしまったら予定が決められないでしょう」

「宿で寝るって予定を決めたじゃねぇか」

「その予定は未定にしておいてください。それと寝るのは行動に含ふくまれないと思います」

「チッ……お前の食べ歩きだって怪あやしいもんだろうがよ」

「だったら双そう方ほうにメリットがある行動にしましょう。ちょうどお昼も過ぎましたし、疲ひ労ろう回復のために甘あまい物を食べる、それなら陸也も構いませんよね？」

　緋澄の視線を追ってみると、屋台で彩いろどり鮮あざやかなクレープを売っているのが見えた。

「……仕方ねぇな。甘い物が食えるってんなら付き合って――ってもういないのかよ」

　返事をするよりも先に緋澄がクレープ屋の屋台で注文を始めていた。食が関かかわっているとなかなか行動が早い。

　しばらくして、店員からクレープを受け取った緋澄が陸也の下へと戻ってきた。

「お待たせしました。ここに留とどまっていても仕方ないですし、食べながら移動しましょう」

「……お前、それ全部食いながら移動するのか？」

「当然ですが、何か不都合でも？」

「いや……お前がいいならそれで構わねぇけど」

　片手に三個ずつクレープを持っている緋澄が陸也の言葉に対して不思議そうに首を傾かしげている。傍はたから見るとなんとも滑こつ稽けいな姿だが、心なしか歩調が弾はずんでいるようにも見えるので何も言わないでおくことにしよう。

「で、その中で一番甘いクレープってのはどれだ」

「少し待ってください……んむ。おそらく、このチョコバナナが一番甘いかと」

　緋澄はクレープの一つを小さな口へと運び、しっかりと味見をしてから陸也へとクレープを手て渡わたした。

「しかし、陸也は本当に甘い物が好きですね。まるで女の子のようです」

「いいじゃねぇか。糖分は俺にとっちゃガソリンみてぇなもんだしよ」

　女の子のようだと言われたのが少しだけ癇かんに障さわり、陸也は不ふ貞て腐くされながらクレープを口に含んだが……その瞬しゆん間かん、クレープを見つめて表情を険しくした。

「どうしました？　特に変な物は入っていないはずですが」

「……変な物は入ってないが、こいつには明らかに足りない物がある」

　そう答えてから陸也は懐ふところから小こ瓶びんを取り出し、中に入っていた角砂糖をごろごろとクレープに載せていく。

　生クリームの上が全て角砂糖で覆おおわれたところで、陸也は再びクレープを口に含み満足げに頷うなずいた。

「……よし、これでしっかり甘い」

「生クリームとカスタード、そしてチョコソースがこれでもかと使われていて、非常に甘い仕上がりになっているとメニューには書かれていたんですが」

「これくらいじゃ俺にとっては甘くねぇんだよ」

「……毎度思いますが、それだけ糖分を取ってよく太りませんね」

「摂せつ取しゆした糖分を消費すれば太るわけねぇだろ。なに言ってんだ？」

「先ほど『女の子のようだ』と言ったのは訂てい正せいします。むしろ陸也は女の子の敵です」

「へいへい敵で結構だ……それで、どうなんだ？」

　ボリボリとおよそクレープを食べるには似つかわしくない音を立てながら、陸也は緋澄に尋ねた。

　クレープをもふもふと食べ続けていた緋澄は口の中にある物を飲み込んでから、質問の意図を汲くみ取とって答える。
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「……んむ。食材の大きさはほぼ均一、生き地じに使われた小麦などの質は上物、そして使用されている水は緻ち密みつにろ過、もしくは浄じよう水すいされているといったところでしょうか」

「ほぉ、そいつはすげぇな。技術的には古ふる臭くさい見た目以上に進んでいるようだが――」

「だからこそ、妙みようであると言えます」

　そんな緋澄の言葉を聞きながら、陸也は壁かべに貼はられている新聞らしき紙切れを眺める。

　空白の人相書きの下に「連続通とおり魔、再度出現！」と大きく書かれている。

　行き交う人々の様子には僅わずかながら警けい戒かいにも似た色が含まれており、物々しい鎧よろいを着た憲兵らしき姿も多いように見える。

「気になる点についてはさておき、治安が良くて生活が豊かになっても、頭のネジが外れた存在というのはどこにでも出てくるものみたいですね」

「ネジの外れた人間なのか魔法使いなのかはわからんが、楽に事が進んでくれるなら別にどうでもいいさ」

「それには同意しますね。何事も気負わず、気楽にやるのが一番です」

「……俺たちの仕事は気楽にやるもんじゃねぇとは思うけどな」

　他愛たわいのない会話をしながらボリボリとクレープを食べていた時、陸也はあることに気が付いて緋澄に顔を向ける。

「それよりお前、ちゃんと城に向かってるんだよな？　門から裁判官が入国したって話とかは国王に伝わってるだろうし、面めん倒どうだが挨あい拶さつをしねぇと後で文句つけられるぞ」

「なるほど。私としては、ただクレープを食べながら国を眺めて散歩をしている気分だったので、特に気にしてはいませんでしたね」

　無表情に首を傾げている緋澄と一度顔を合わせてから、陸也は現状を把は握あくした。

「…………迷子じゃねぇか」

「迷子ですね」

　片や額に手を当て、片や動じることなくクレープを口に運びながら呟いた。

「おい、どうすんだ。地図があっても現在地がわからないんじゃどうしようもねぇぞ」

　入国の際に門兵から地図を渡されてはいたが、土と地ち勘かんのない陸也たちには現在地がわからないため、どのような道順で城へと向かえばいいのか見当もつかない。

「陸也、先ほど言ったようにこんな時こそ気楽にいきましょう」

「迷子の原因であるお前に言われるとすっげぇ腹立つな……」

「今まで気づかなかった陸也も同罪です。それに、道がわからなければ誰だれかに道を訊けばいいだけの話でしょう」

「誰かって……ここでか？」

　適当に歩いている内に人気のない路地に入ってしまっていたらしく、陸也たち以外に通行人の姿は見えない。昼間で多くの人間が仕事に出てしまっているのか、周囲から人の気配らしきものは感じ取れない。

「チッ……仕方ねぇな、大通りに出て適当な奴を捕つかまえるぞ」

「あなたが言うと犯罪者の発言に聞こえるから不思議ですね。……それと、大通りへと出る必要はないみたいです」

　最後のクレープを飲み込んでから、緋澄はある方向を指さした。

　見れば、一台の内燃自動車が陸也たちへと向かって走ってきている。横道ということもあって速度は出ておらず、手を振ふれば反応を示してくれるだろう。

　しかし、陸也は車を眺めながらわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「……まぁ、それじゃちょっと道を訊くか」

　一度頭を振ってから、陸也はこちらに近づくにつれ速度を落としている車へと手を振って合図をする。

　そして……車は陸也たちの前で止まり、運転手が窓を開けた。

「おい。道を尋ねたいんだが――」

　陸也の問とい掛けに対して返ってきたのは、言葉ではなかった。

　言葉の代わりに向けられた、鈍く光る物体。

「乗れ。抵てい抗こうするようなら容赦なく殺す」

　サングラスを掛けている運転手は低い声でそう短く告げた。

　溜息と共に両手を上げる陸也は隣となりにいる緋澄へと話しかける。

「なぁ、緋澄……さっき治安が悪い国のようには見えないって言ってたよな？」

「私は過去を振り返らない性しよう分ぶんなので忘れました」

　銃じゆうを突つき付つけられた状態のまま、陸也と緋澄はおとなしく車の後部座席へと乗り込む。

　面倒事が嫌いという人間には、何かしらの面倒事が起こるものである。
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　陸也たちが押し込まれた後部座席の後ろには別の男が二人待機していた。

　いずれもサングラスを身に付けているが、下手に後ろを向けないので表情は窺うかがえない。

　しかし頭に押し付けられている硬く冷たい感かん触しよくと、男たちから感じ取れる雰ふん囲い気きからは、表社会で汗あせ水みず垂らして労働をしている人間とは到とう底てい思えない。

　銃を突き付けている寡か黙もくな二人を余よ所そに、運転手は事を為なした喜びからか饒じよう舌ぜつだった。

「へっ……まったくチョロい仕事だ。こんなガキ二人を誘ゆう拐かいするだけで大金が手に入るとは、俺にもツキが回ってきたか」

　放っておけば鼻歌でも歌い出しそうな口調で、運転手はそんな言葉を口にした。

「逆に……お前らはツイてなかったみたいだな、裁判官様よぉ？　国へ来たばかりに、こんな目に遭あうハメになってんだからよ」

　一いつ瞬しゆん、陸也が眉を動かしたことに運転手は気づかない。

「こっちだって好きで来たわけじゃねぇんだ。というかおっさん、さっきの質問の続きだ。この国にある城までの道を教えろ」

「おいガキ……今の状況がわかってんのか？」

　横おう柄へいな物言いの陸也に対し、運転手はミラー越ごしに怪訝な表情を見せる。

　誘拐されている状況下、しかも銃を突き付けられているというのに、陸也は腕うでと脚を組んでふんぞり返っている。その上「道を教えろ」などと口にするのだから当然だろう。

「……ふむ。これはなかなかいいクッションです。車自体は高級な仕様のようですが、乗り手が下品というのがこの上なく残念ですね」

　緋澄もノンキな様子でクッションを軽く押しながらその感触を楽しんでいた。

　およそ緊きん張ちようとは程ほど遠とおい態度を取っている陸也たちだが、その様子を見て運転手は憤いきどおるわけでもなく、ニヤついた笑みを浮かべている。

「……お前らが余よ裕ゆうでいられるも今の内だ」

　運転手が片手を上げた直後、背後の男たちが銃をより強く突き付ける。

「……こいつに入ってる弾だん丸がんは弾だん頭とうに炸さく薬やくが仕込まれている。いくら頑がん丈じような使い魔だとしても、こいつを頭に打ち込まれたら……ボン、だ」

　一度拳こぶしを握にぎってから、運転手はその手を大きく開いた。

「ふむ。使い魔は魔法使いとして頑丈な身体を持っているとはいえ、脳を破は壊かいされてはさすがに死にます。銀の首輪も使い魔が逃とう走そうや裏切りによって裁判官を殺害した際に脳を破壊する目的としてはめられていますし、頭が足りなさそうな人々だと思っていましたが、しっかりと対策をしているんですね」

「お、おう……さすが聡そう明めいな裁判官様は理解が早いじゃねぇか。大事な使い魔が跡あと形かたもなく消し飛ぶのを見たくなかったら、おとなしくしていた方が身のためだぜ？」

　クツクツと喉のどを鳴らしながら運転手は笑う。

「ということで、おとなしくしてないとあなたが爆ばく発はつ四散して血肉と臓物を撒まき散ちらしながら、車の内装を愉ゆ快かいな芸術作品に変えるらしいです」

「そいつは見事な魔改造っぷりだな。好んでそんな内装にする奴は精神がイカれてるとしか思えねぇってもんだ」

「おや、あなたならそういった内装を喜ぶかと思いましたが」

「改装前に死んでるんだから喜びようがねぇだろ。それなら爆発の直前に、助けてくれなかった非情な相方に抱だきついて道連れにした方が気分も晴れるってもんだ」

「ふむ。死の直前すらセクハラに及およぶとは、陸也はある意味で男性の鑑かがみですね」

「前言撤てつ回かいだ。不ふ名めい誉よ極きわまりないから道連れは勘かん弁べんしてやる」

「てめぇら少しは黙だまって座ってろッ！！」

　構うことなく喋しやべり続けていた二人に業ごうを煮にやし、運転手の怒ど号ごうが車内に響ひびき渡る。

　そして……引ひき鉄がねを起こす金属の擦こすれる音が陸也たちの背後から聞こえた。

「ガキが……調子に乗るんじゃねぇぞ」

　背後の男が低い声を発し、その声音は若じやつ干かんの興奮と緊張を帯びている。

「……なぁ、おっさん。あんたに良いことを一つ教えてやるよ」

　だが、陸也は腕を組んだまま口こう端たんを吊つり上あげる。

「魔法使いってのは、大たい概がいの奴らが元々人間ってこともあっておとなしいもんだ。魔法使いだから争いを好むなんてこともねぇし、血を見たら人間と同じように怯おびえる。だから魔法使いは《法》をこなしながら人間の中で生活して、おとなしく目立たないようにする。人間に危害を加えて異い端たん者しや扱あつかいになったら、それこそ居場所が無くなっちまうからな」

　だからこそ、人間の中に紛まぎれている魔法使いを判別するのは、《法》に該がい当とうすると思おぼしき行動を見み極きわめるか、魔法を使っている姿を見ることでしかできない。

　しかし、使い魔はそんな魔法使いたちのように、人の中に紛れている存在ではない。

「知の象しよう徴ちようである裁判官に対を為なす存在として、暴力で全てを制する力の象徴である使い魔はその例外と言える。そんな争いと血を好む異端者ってのは――」

　ぶぢゅり、と不快で水分の多い音が車内に響いた。

「――たとえば、こんな奴のことを言うんだろうな？」

　愉快そうに、姿勢を変えることなく背後へと突き出だされた陸也の右みぎ腕うで。

　黒服のサングラスを突き破やぶり、その奥おくに存在する柔やわらかいガラス体を貫つらぬいている人差し指。

「ヒ、ギィ……ッ！！　ァァああああああああああああああああッ！！」

　現状を認にん識しきして遅れてやってきた激痛と、唐とう突とつに光を失ったことで、男は堪こらえ切れずに悲痛な叫さけびを車内へ響かせる。

「――――貴様ッ！！」

　痛みに喘あえぐ相方を無視し、緋澄へと銃を向けていたもう一人の黒服が陸也へと照準を定めた瞬間、止やまない悲鳴の中で火薬の炸さく裂れつする軽かろやかな音が鳴った。

　鼻につく硝しよう煙えんの香かおりと撒き散らされた血の匂においが密閉されている車内に充じゆう満まんし、銃じゆう弾だんは後部の窓へと突き刺さり大きなヒビを入れる。

　しかし、飛び散った血ち飛沫しぶきは車内を悪あく趣しゆ味みな内装に変えるには至らない量であった。

「……まったく、あなたは本当に血の気が多いですね」

　まるで子供をたしなめるように言いながら、緋澄は銃じゆう口こうから煙けむりの上のぼっている銃を黒服へと再び向け、再度発はつ砲ぽうする。

　パン、パン、と短い炸裂音と共に鉛えん弾だんは黒服の無事であった腕と脚を抉えぐり取り、その度に苦く悶もんを帯びた悲鳴が短く響く。

「別にいいじゃねぇか。こっちの方が手っ取り早いんだしよ」

　片かた眼めを押さえて悶絶している男の腕を容赦なくへし折り、骨が軋きしみ折れる音が悲鳴の中に交じってくる。

　一瞬にして、車内が地じ獄ごく絵図へと変わっていく。

「てめぇの言っていた通り、たしかにツイてるみたいじゃねぇか。運転手じゃなかったら、今いま頃ごろそこに転がってる木偶でく共みたいになってたんだからよ」

　持ち主の手から放ほうり出された銃を拾い上げ、陸也と緋澄が運転手に向けて銃を突き付けたことで、情けなく短い悲鳴が運転席から上がる。

「見た目が子供だと思って甘く見たのかもしれませんが、私たちは裁判官と使い魔まだということをお忘れなく。裁判官は人間であり、魔法使いのような強きよう靭じんな身体を持ち合わせてはいませんが……銃とその身だけで圧あつ倒とうできる戦せん闘とう能力はありますので」

　銃口を寸分違たがわず運転手の頭へと向けながら緋澄は淡たん々たんと語った。

「さて……てめぇには道以外にも色々尋たずねることができたが、その前にもう一つだけ良い事を教えてやろうじゃねぇか」

　わざとらしく撃鉄の音を響かせてから、陸也は運転手へと告げる。

「裁判官と使い魔ってのは生せい殺さつ与よ奪だつの権利を持っている。それはどの国であっても、普通の人間や魔法使いであっても、殺したところで罪に問われない。裁判官は過あやまちを犯さない存在であり、そんな殺しすら必要な行動だったとして……正義と見なされる」

　歯を鳴らしながら震ふるえている運転手の頭に、先ほどまでの陸也たちと同様に硬く冷たい金属の塊かたまりを押し付け、その首へと手を掛ける。

「俺たち裁判官はウソつきが大だい嫌きらいなんだ。もし適当なことを抜かしたら……頭を吹ふき飛ばされるか、その首を食いちぎられる覚悟でいろよ」

　どこまでも残ざん酷こくに、どこまでも愉快そうに、地獄の中で愉ゆ悦えつに浸ひたっている悪あく魔まの笑みを模したかのように笑い掛かける。

　その笑みと共に首へ力が込められた瞬間、運転手は恐きよう怖ふに押し潰つぶされ、ただ命いのち乞ごいのために支し離り滅めつ裂れつな言葉を喋り続け……やがて気を失った。

「チッ……根こん性じようねぇな。これくらいで気を失ってんじゃねぇよ」

　気絶した運転手に代わって車を適当な場所に停とめ、激痛と出血によって気を失っている黒服たちを拘こう束そくし終えたところで、巡じゆん回かいしていた憲兵に事情を説明して確保へと向かってもらった。ついでに現在地から城へと向かう道を教わったので、迷子からも脱だつ却きやくである。

「まったくとんだ災難ってもんだな」

「自分から災難に首を突っ込んでおいてよく言いますね……」

　言いながら、緋澄は横目で陸也を睨にらむ。

「車にいる人間が普通じゃないとわかったからって、わざわざ誘拐ごっこに付き合う必要はなかったでしょうに」

「さすが相棒、よくわかってるじゃねぇか。あんな人気のないところで低速で近づいてくる車がいたら怪しさ満点だし、車体に鉄板仕込んでますみたいな厚みがあるんだ。勘かん付づくなって方が無理だろうがよ」

「私が言いたいのはそういうことではなく……情報収集をするなら、なるべく危険な真ま似ねは避けてください。私の胆きもが冷えます」

「そういうセリフは怖がりながら可愛かわいらしさを振りまいて言うもんだろうが」

「陸也が怪け我がすると思って心配したんだからー、次はあんな無む茶ちやしないでよねー。はい、今のでよろしいですか。もし可愛いと思ったのなら素す直なおに褒ほめてくれていいですよ」

「終始棒読みと最後の言葉で台無しだ。お前は寒気がするほど役者に向いてないらしい」

「棒読みも一定の需じゆ要ようがありますし、つまるところ最後の言葉が無ければ可愛かった、と。婉えん曲きよくながらも賛辞されたという方向で捉とらえておきましょう」

「無駄に前向きだな……」

「いえいえ、それほどでも」

　相方とのやり取りに溜ため息いきをつきながらも、陸也は先ほど運転手が喋った情報を整理する。

「とりあえずロクな情報でもなかったが……少なくとも俺おれらをよく思ってねぇ連中がいることだけはわかったな」

「それもそうでしょう。国家以上に権力を持つ存在が練り歩いているとなれば、向こうも気が気ではないでしょう。表向き裁判官は正義とされていても、さながら私たちは厄やつ介かい者ものといったところです」

「厄介者、ねぇ……。そんな生なま温ぬるい存在と認識してる時点で、鼻で笑っちまうな」

　喉を鳴らしながら陸也は言葉とは裏腹に笑みを浮かべる。

「さて、道もわかったことだしこのまま城にでも行くか。しっかりと挨拶してやろう」

「ですね。次は迷わずに済みそうですし、きっちりと挨拶をしましょうか」

「……迷った原因はお前が勝手に歩いたせいだからな？」

「過去のことは忘れましょう。気楽にいきましょう、気楽に」

「だからお前が言うんじゃねぇっての」

　溜息をつきながら、陸也たちはのんびりとした歩調で遠くに見える城へと歩き出した。
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　地図を見ながら最短の道を歩いたおかげもあってか、陸也と緋澄は特に苦労することなく国の中央にある城へと辿たどり着つくことができた。

　城門にいた憲兵に裁判官であることを告げたところ、やはり入国した時点である程てい度どの話が通っていたらしく、王への謁えつ見けんは即そく時じ行われる運びとなった。

　そして、謁見の間に通された二人は玉座に座すわる人物を見る。

「よくぞ我わが国くにへと参られましたな。裁判官殿どの」

　恰かつ幅ぷくの良い身体を無駄に豪ごう奢しやな玉座に深く沈しずめながら、国王は緋澄へと視線を向けて挨拶をした。

「よもや、これほど若い……それも女性が裁判官であるとは思いもしておりませんでした」

「私たち裁判官は素質次第で性別年ねん齢れいを問わないものです。私たちのように若い裁判官もいれば、アルビオ陛下が想像した心身の成熟した裁判官も当然います」

　言こと葉ば遣づかいを変えるどころか頭を下げることもせず、緋澄は国王……アルビオへと言う。

　今回訪れた国は王政であり、強大な権力を持つ王に対たいして先のような態度を取れば牢ろうに放り込まれても文句は言えないが、アルビオはつまらなそうな表情を作るだけで咎とがめる様子は見られない。

　王への無礼ですら不問になるほど、裁判官は絶対的な権力を持つ存在であるということでもある。

「私は緋澄、そしてこちらの男は九字陸也と申します」

「ヒスミ様……と。我々の国としては聞き馴な染じみのない名前ですな」

「我々は二人とも海を越こえて遠く離れた東の地である出身なので、聞き馴染みがなくて当然といったところでしょうか」

「なるほどなるほど、だから使い魔が黒くろ髪かみ黒目……と。あまり見ない容姿でしたが、それほど遠方の出身であれば納なつ得とくですな」

　一瞬だけ陸也に視線を向けたアルビオだったが、即そく座ざに緋澄へと視線を戻す。

「さて……まずは、歓迎の意を込めて祝しゆく宴えんでも開いた方がよろしいかな？」

「いえ、不要です。私たちがこの国を訪れたのは、自分たちの仕事を遂すい行こうするためです。祝宴の豪ごう勢せいな食事はとても……とても魅み力りよく的てきですが、仕事を優先させていただきます」

「ふむ。裁判官は何かと多た忙ぼうだとは聞きき及んでおりますしな」

　表面上残念そうに取り繕つくろったアルビオは、緋澄へと視線を向けながら「ですが」と言葉を続けた。

「……もし差さし支つかえなければ、《銀鎚ガベル》を拝見させてもらってもよろしいですかな？　身分を疑うわけではないのですが、なにせ私が国を治めてから裁判官が訪れるのは初めてでして。一度実物を見せていただきたいのです」

「ええ、構いません。裁判官を騙かたる恐れ知らずな人間はいないと思いますが、国を治める人間の前で身分を示さないのも無作法だと思いますしね」

　言いながら、緋澄は上着の懐からある物を取り出す。

　鎖くさりに繋つながれている、精せい緻ちな細工の施ほどこされた手の平に載る程度の小さな銀ぎん鎚づち。

「ほう……これが、裁判官の持つ《銀鎚ガベル》というものですか」

「ええ。裁判官のみが持つことを許される、罪の理非を明らかにして唯ゆい一いつ魔ま法ほうという罪を祓はらうことが可能である道具です。これでよろしいでしょう？」

「いやはや、珍めずらしい物を見せていただき感謝します。歳を取っていたとしても、好こう奇き心しんというやつはいまだ衰おとろえないものでして」

　口くちの端はしを上げてアルビオが笑みを作ったのを見て、緋澄は無表情のまま銀鎚を懐へと戻もどしてから話を戻すことにした。

「さっそく本題へと入らせていただきますが、私たちは近きん隣りん国こくで殺さつ人じん鬼きの噂うわさを耳にし、その正体が魔法使いである可能性が高いと判断してこの国を訪れました。今回の謁見はその御ご挨あい拶さつです」

「……その件については、我々も頭を悩なやませているものです。恐怖に怯える民たみのために、事件の解決にご協力いただけるのであれば、我が国は裁判官殿への協力は惜おしまず尽じん力りよくさせていただくつもりですとも」

　緋澄に対して軽く頭を下げながら答えたアルビオだったが――

「いや、あんたらの協力は一いつ切さい必要ねぇから」

　退たい屈くつそうに欠伸あくびをしながら答えたのは陸也だった。

「大量殺人が起きているのに、いまだ犯人を捕まえられない無能共なんざ足手まといもいいところだ。裁判官への協力に尽力するなら、最初から犯人探しに尽力しろって話だろ」

　裁判官の使い魔とはいえ、あまりにも無礼極きわまりない言葉遣いを耳にしたからか、アルビオは眉根を寄せて陸也へと視線を向けた。

「……すみませんが、私は裁判官殿と会話をしております。使い魔の方は静せい粛しゆくにしていただけると助かるのですが」

「あ？　俺だって裁判官御ご一いつ行こう様なんだぜ。椅い子すでふんぞり返るしか能がなさそうな王よりは発言権あるだろうがよ」

「貴様、陛下に向かって――！！」

　歯はに衣きぬ着きせぬどころか、主に対する侮ぶ辱じよくに近い言葉を聞いて、大臣が腰こしに提さげている剣けんへと手を掛ける。

　それを見て、陸也は笑みを浮かべた。

「おい……そこの大臣だか護衛だかわからんヒゲ野や郎ろう。得物に手を掛けるってことは裁判官への敵対行こう為いと見て構わねぇってことだな？」

　そんな言葉によって手を止めた臣下だったが、陸也は構わず続ける。

「魔ま法ほう権限保持者……裁判官の持つ生殺与奪の権利は誰にでも当てはまる。それは国民や貴族などの上流階級のみならず、国王だって例外じゃない。裁判官に敵対するっていうのは、国ごと潰されても文句は言えないってことだ……無能な王に頭の足りない臣下、技術は発展しても物を考える力は退化したんじゃねぇのか？」

　鼻で笑う陸也に対して、アルビオは忌いま々いましそうに表情を歪ゆがめながら呟つぶやく。

「……裁判官の犬風情が、やかましく吠ほえおって」

「俺が犬ならてめぇらは犬以下だな。家畜の方がお前らよりマシだ」

　耳みみ聡ざとく呟きを聞いていた陸也は売り言葉に買い言葉で返してから、笑えみと共にアルビオを睨みつける。

　そんな二人の様子を見ていた緋澄は溜息を一つ漏らしてから、背せ伸のびをして陸也の頭を軽く小こ突づいた。

「陸也、あまりはしゃがないでもらえますか」

「あぁ？　ふんぞり返ってる奴やつに好き放題言うのも俺たちの特権だろうが」

「いえ、好き放題言うのを咎めるつもりはありませんが、こちらの本意を伝える度に喧けん嘩かを売るのはやめてもらえますか。面倒事を増やしたところで時間の浪ろう費ひになりますので」

　陸也の言葉を否定することなく、緋澄は無表情のままアルビオへと向き直る。

「申し訳ありませんが、我々が今回アルビオ陛下へと謁見したのは、来訪した旨むねの挨拶以外の意はありません。従って調査への協力や助力なども一切不要です」

　今度こそ陸也の言葉をはっきりと肯こう定ていして告げた緋澄に対して、アルビオはただ表情を歪め押し黙る。

「私たちが調査するに当たって無む闇やみに大勢の人間を巻き込みたくないという意味もありますが、自分たちで得た情報以外は真実を見定める際に曇くもりが生じる可能性もあります。それ故ゆえに私たちは国や政府といった機関からの協力は全すべて断り、協力者を募つのる場合は私たち自身で選定するようにしているのです」

「それは……つまり、我々が虚きよ偽ぎの情報を裁判官殿にお渡わたしするとでも？」

「その可能性が皆かい無むである、と断言できる要素が私たちにはありません。また国から遣つかわされた人間による私たちの行動の監かん視し、並びに調査の進展具合などが外部へと漏もれないようにするための配はい慮りよでもあります」

　要約すると、緋澄はアルビオに対してこう告げている。

　お前たちは信用ならない、信用ならない奴らに協力という名目で監視されるのも、自分たちが調べた内容を把握されるのも御ご免めんだ、と。

「しかし、我々も裁判官殿たちの身に万が一の状況があることを考こう慮りよし、ある程度の動向を把握しておく必要が――」

「では、あなた方に私たちの動向を把握させたとしましょう。その情報が万に一つ漏れでもしたら……そうですね、例えば誘拐や脅きよう迫はくなどといった形で、私たちの仕事に支障が出たり、危険に晒さらされたりする可能性があります」

　誘拐、といった言葉を強調しながら緋澄は淡々と並べる。

「そして犯人確保に至っていない以上、情報収集などにも期待できません。なので、私たちがあなた方の協力や助力を受けることによる利点は何一つ存在しておりません」

　毅き然ぜんとした態度で言い放ち、緋澄の言葉に同調するように陸也も口を開く。

「俺たちは好き勝手にやる、だからお前たちは一切手出しせず関かん与よするな、ってことだ。わざわざこうして出向いてやったのは、お前らに敬意を払はらうためじゃなく、それをお前らに忠告するためだってのを理解しろ」

　横柄な態度を崩くずすこともなく、陸也はアルビオへ指を突き付ける。

「下手なことをすれば俺たちは国ごと潰しに掛かる。それをよく覚えておけ」

　それだけ告げると、陸也と緋澄は憤ふん怒ぬの表情を浮うかべているアルビオを無視し、踵きびすを返して謁見の間を後にした。
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　無む駄だに高価な調度品の数々に彩られている廊ろう下かを、陸也は鼻歌交じりに歩く。

「まったく……牽けん制せいどころかただの脅おどしじゃないですか」

「最初に喧嘩売ってきたのは向こうさんだぜ？　それなら買うのが道理だろ」

　一国の王に喧嘩を売ったにもかかわらず、陸也は上じよう機き嫌げんな様子で緋澄に語る。

「入国して早々、間ま抜ぬけ共を使って拉ら致ち紛まがいのことをしてきたんだ。俺たちをナメてるのなら、灸きゆうでも据すえてやるのが一番だ」

「言わんとしていることはわかりますが、まだ襲おそってきた彼かれらの背後に国の権力者がいると決まったわけではないでしょう」

「断定する材料は乏とぼしくても、そう推測できる材料はいくらでもある。俺たちを裁判官一行と知って襲って来たってことは間ま違ちがいなく国、もしくはそれに準ずる権力者が背後にいるってことだ」

　緋澄の言葉を否定してから、陸也は言葉を続ける。

「俺たちは入国時に兵士に裁判官であることを名乗りはしたが、国に入ってからは一度も名乗っていない。それなら兵士から伝達される最中で情報が漏れたってことだ。その情報を手に入れて、自分の飼い犬にエサをやれる人間となると下したっ端ぱであるわけがない」

　そんな会話の内容とは裏腹に、陸也は楽しげに笑う。

「どうにもこの国はキナ臭くせぇんだよ。あの王様も裁判官が国を訪おとずれたのは初めてだって言ってたが、国まで送ってくれた商人のおっちゃんは『俺が見た中じゃ一番若い裁判官』と言っていた。つまりこれまでに国の周辺で裁判官を見たことがあるってことだ」

「……ですね。仮にあの商人の方が別の国で裁判官を見たのだとしても、裁判官は最も寄よりの国には必ず立ち寄り、一定の情報を集める手て筈はずとなっていますし」

「そういうこった。情報通りこの国には俺たち以外の裁判官が訪れている。しかし王様は裁判官が初めて訪れたなんて抜ぬかしやがる。殺人鬼を捕まえるなんていう退屈な任務が、多少は面おも白しろくなりそうじゃねぇか」

「多少どころか、ものすごく楽しそうな顔をしているじゃないですか」

「好き放題に暴れ回れるって思うとそうなるもんだろ？」

「迷めい惑わく極きわまりない思考だと思いますが、退屈しないという点では同意しておきましょう」

　同意すると言いながらも、緋澄は大きく溜息をついた。おそらく「退屈はしないが面倒なことに変わりはない」という意味だろう。

「さて、これからどうしましょうか。陸也が多少やる気になっていますし、すぐに情報集めを始めますか？」

「それでも構わねぇが……胡う散さん臭くさい国の協力を蹴けったことだし、まずは協力者を適当に見み繕つくろう必要があるな。国の息が掛かってなくて、なおかつ俺らに逆らいそうにない弱そうな女子供、そしてトロそうな奴だと扱あつかいやすそうだ」

「その選定基準だけ聞くと外げ道どうみたいですね」

「普ふ通つうの人間と違う道を歩んでるんだから外道と大差ねぇさ。どちらにせよ協力者は早いところ見つけておいて損はないだろ？」

「そうですね。……ついでに言えば、陸也の言った条件に合いそうな協力者を見つけたのですが、いかがでしょう」

「なに言ってんだ、ここはまだ城内だぞ？」

　軽く廊下を見回してから陸也は緋澄の視線を追うものの、周囲に見えるのは兵士の訓練場らしき場所のみで、刀とう剣けんや銃じゆう器き、武術に励はげむ人間の姿がちらほらと見える。

「兵士でも協力者に使うってのか？　俺が言った条件からほぼ全部外れてるじゃねぇか」

「私が見ているのは兵士ではありません。あの子です、あの子」

　視線の先だけではわからないと判断したのか、緋澄は陸也へと示すように指をさす。

　その先には……兵士の訓練場の中には似つかわしくない、やや薄うす汚よごれている服を身に付け、くすんだ金きん髪ぱつをおさげに結ゆった少女が忙せわしなく動き回っていた。

「歳としの頃ころ合あいからして十歳を少し過ぎたあたり、といったところでしょうか。おそらく貧民街あたりから雇やとわれている子でしょう。国の息が掛かっている可能性が低く、逆らう力も無い女の子、そして――」

　瞬しゆん間かん、視線の先にいた少女が派手に地面へと転がり、抱かかえていた物をそこら中に放って散らかしていた。

「見るからにトロそうです」

「お前もなかなか酷ひどいことを言う奴だな」

「いえいえ、それほどでも」

　無表情のまま訓練場へと足を踏ふみ入いれる緋澄を見ながら、陸也は一つ溜息をついてからその後を追う。

　さっさと協力者を捕まえて城へと出ようと思いながら少女の下へと向かう二人だったが、そこには既すでに先客がいた。

「おい！　何度言えば気が済むんだ！！」

　少女の前には二人の男が立たち塞ふさがっていた。

　怒号を上げたらしい無ぶ精しようヒゲを生やした男は甲かつ冑ちゆうの肩かたに刃は引びきされている剣を担かつぎながら少女を睨み、その傍かたわらに立つまだ若い金髪の青年は腕を組んで眉まゆをひそめている。

　そんな男たちを前にして、少女は何度も頭を下げながら所在なさげに両手の指を絡からませていた。

「チッ……まともに仕事もできねぇってのか！？　ああッ！？」

「すみません、すみません……」

「だから『すみません』じゃねぇんだよ！　お前はそれしか言えねぇのかッ！？」

「え、えと……運ぶ量が、多すぎて、それで下が見えなくて転んじゃって……」

「それが仕事のできない理由になるわけねぇだろうがッ！！」

　地面に転がる篭こ手てを蹴り飛とばす男の剣けん幕まくに怯え、もはや口を開くこともできなくなった少女は瞳ひとみに涙なみだをにじませながら身体からだを震わせている。

　そんな様子を見かねてか、今まで無言でいた青年がようやく口を開いた。

「……もういいではありませんか、ゲイル殿。彼かの女じよも悪気があってミスをしたわけではないのですし、明らかに無茶な仕事を任せた我々にも責任があるのですから」

「あぁ？　俺より階級が上がったからって、ずいぶんと偉えらそうな口を利きくようになったじゃねぇか。先せん輩ぱいとして色々教えてやった恩を忘れたのか？　リソレ伍ご長ちようさんよ」

　ゲイルと呼ばれた無精ヒゲの男がそう口にした途と端たん、リソレと呼ばれた青年は歯は痒がゆそうな表情を作りながら再び押おし黙る。

　リソレに対してつまらなそうに舌打ちをしてから、ゲイルはやがて下げ卑びた笑みを少女へと向ける。
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「どうせ雑用すらまともにできないなら、いっそその身体で疲つかれた兵士たちに奉ほう仕しする方がマシなんじゃないのか？」

「え、と……奉仕、というのは？」

「そんなもん決まっているだろうが。まだ乳ちち臭くさい子供とはいえ、女であることに変わりはないんだ。その身体を使って兵士たちに癒いやしを与あたえろって言ってんだよ」

　そこまで言われたことで言わんとしていることを理解したのか、少女は一瞬顔を赤らめたかと思うと、すぐさま青ざめて首を横に激しく振る。

　しかしそんな少女の様子すらも嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる男の眼めには魅力的に映ったのか、唇くちびるを一度舐なめてから少女へと歩み寄る。

「別に減るものじゃねぇだろう？　役立たずが俺たちの役に立てるんだからな」

「それ以上はやめてください、ゲイル殿ッ！」

　ゲイルの行動を咎めるため、リソレがその肩を掴つかんだ瞬間――

　ベゴォッ、と甲冑のひしゃげる奇き妙みような音がするのと同時に、二人の男が真横に吹き飛ばされて倉庫らしき小屋の壁かべへと叩たたきつけられていた。

　倉庫に大穴を開けてから、陸也は鼻をつまみながら軽く手を振る。

「あー、臭ぇ臭ぇ。犯罪っぽい臭においだけでも臭ぇのに、邪じや魔ま臭くさいのと汗あせ臭くさいので見事に三さん拍びよう子し揃そろってやがる。これには俺も思わず脚あしが出るってもんだ」

「陸也、しばらく私に近づかないでくださいね。臭いが移ると困るので」

「てめぇの鼻に俺の靴くつを思い切り押し付けてやろうか」

「くちゃいのでやめへください」

　陸也の言葉に対して、緋澄はご丁てい寧ねいに鼻を摘つまみながら片手を振って拒きよ否ひする。

「ッ……なんだ、てめぇら！　国の憲兵に暴行を振るうなど反逆罪で――」

　瓦が礫れきの中から身を起こしたゲイルは怒いかりで顔を紅潮させていたが、目の前に突き付けられた銃を見てすぐさま血の気が引いていく。

「反逆罪、ですか。先ほど国王にも喧嘩を売ってきたところなので、こちらとしてはいくらでも売ってやろうという気分ですが？」

　淡々とした口調で陽光に反射する銃を男の額へと突き付けていた緋澄が、その銃をさらに力強く押し付けると同時に短い悲鳴が上がる。

「俺たちは裁判官だ。文句があるなら今すぐ死ね。何も無いならその臭い口を閉じて今すぐ目の前から消えろ」

　関節を鳴らしながら陸也が告げた瞬間、ゲイルは口を手で押さえながら何度も頷うなずき、一度も振ふり向むくことなくその場から走り去っていった。

　何が起こっていたのか上う手まく理解できていなかった少女はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたものの、慌あわてて陸也たちへと向き直りその頭を下げた。

「あ、ありがとうございました……その、何とお礼を言ったら」

「あぁ、礼は別にいらねぇよ、今からお前に身体で払ってもらうわけだしな」

「…………へ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてから、少女の小さな身体が宙へと浮く。

　そして、まるで荷物のように陸也は少女の身体を肩に担いだ。

「ま、まま待って！　えっと、なんでわたし担がれてるの！？」

　担がれた状態でジタバタと暴れる少女だが、二人はまるで気に留とめる様子もない。

「さて、目標達成したことだし、さっさと城から出るか」

「そうですね。これで食べ歩きがしやすくなりそうです」

「お願い、せめて反応だけでもして欲ほしいんだけど……」

　脱だつ力りよくしてすすり泣く少女を無視して、陸也たちは軽い足取りで城門へと向かって行った。
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　少女を肩に担いで町中を歩くことで、道行く人々の視線を欲しいままにしていた。

　そんなことを一切気にすることなく、陸也は担いでいる少女へと声を掛ける。

「そういやまだ名前訊きいてねぇな。おい、お前の名前はなんだ」

「そう……わたしはただ運うん搬ぱんされるだけの荷物、もしくは道具……」

「ニモツモシクハドウグってどこで区切っても名前っぽくならねぇな。悪いことは言わねぇから改名した方がいいぞ」

「……えと、もしかしてわたしに話はなし掛けてたの？」

「まさか相方の名前を今さら訊くなんてことするわけないだろ。この場で名前を知らないのはお前以外にいねぇだろうが」

「あぁ良かった……国の外から来た人みたいだったから、てっきり言葉が通じないのかと」

「ちゃっかり失礼なこと言ってんじゃねぇぞ。それでお前の名前はさっきのでいいのか」

　担がれているせいで陸也の表情は見えなかったが、雰ふん囲い気きに圧おされて少女は怯えながらも改めて自身の名前を口にする。

「し、シエル……です」

「そうか、呼びにくいしメンドくせぇからチビで十分だ」

「たった三文字なのに！？　そもそも呼ぶ気がないならなんで名前を訊いたの！？」

「そんなもん逃にげられた時の身み元もと確かく認にん用だ。それでチビ、ひとまずお前の家がどこにあるのかを教えろ」

「……その、できればその前に下ろして欲しいんだけど」

「お前が自分の家に案内する気になったら下ろしてやる。先に言っておくが、中まで入らせてもらうから適当な家を教えても無駄だ」

「うぅ……そもそも、あなたたちはなんなの……？」

　高圧的な陸也の態度にただ項うな垂だれるしかないシエルの言葉に答えたのは、その後ろを歩く緋澄だった。

「私たちはこの国を訪れている裁判官です。あなたに協力を要よう請せいしたくて、少々手て荒あらですがあの場所から連れ去らせていただきました」

「裁判官って……あの、魔法を唯ゆい一いつ消すことができるっていう？」

　不思議そうに緋澄を眺ながめてから、次にシエルは首を動かして陸也を見る。

「つまりお姉さんが裁判官で、この人は使い魔ってこと？」

「おいチビ、今俺らを見比べてから訊きやがったな」

「ひっ！？　ごめんなさい、なんとなくお姉さんの方がキリッとしてたから……」

「陸也、聞きましたか。私はキリッとしてるカッコイイ美人のお姉さんだそうです」

「脚きやく色しよくもそこまで加えると悲しくなってこねぇか」

「事実なので問題ありません。この子はなかなか見る目のある良い子です」

　言いながら、緋澄は抱えられているシエルの頭を撫なでる。先ほどの評価を褒め言こと葉ばとして受け取ったのか上機嫌らしい。

　どう反応すればいいかわからず戸と惑まどいながら頭を撫でられていたシエルだったが、やがて両手の指を絡ませながら不思議そうに二人へと尋ねる。

「えと……その裁判官さんたちが、どうしてわたしを？」

「私たちはあまり国からの協力を得ず、自分たちで選定した現地の人間に協力を仰あおぐ方針なのです。国の案内や細やかな情報の収集、それにあなたが適役だと判断した結果です」

「その……わたし、孤こ児じ院いんの生まれで今は貧民街に住んでるから、あんまり裁判官さんに協力できることはないと思うんだけど……」

「だからこそ、です。魔法使いとは犯罪者と似通った行動を取る節もあり、貧民街といった人の立ち寄りにくい場所に潜せん伏ぷくしていることもあります。そこに住んでいるあなたなら貧民街の構造にも詳くわしいでしょう？」

「う、うん……たしかに貧民街には長く住んでるし、危ない場所とかもわかるけど……細やかな情報収集、っていうのは？」

「国の情勢であったり、容疑者付近の人間関係やそれらに類るいする情報、といったところでしょうか。気を悪くしないで欲しいのですが、孤児院の出身で貧民街に住んでいるということは、他ほかの人間はあなたのことをあまり気に掛けようとはしません。それ故に人前で言えない話などを耳にしている可能性もあるので、収集しにくい情報を持っていることも多々あるのです」

「へぇー……なんだか、ちゃんと深い考えがあってすごいね！」

　緋澄の言葉を聞いて目を輝かがやかせるシエルを見ていた緋澄だったが、やがて陸也へと向き直った。

「……陸也、この可愛らしい子を私はどう愛めでればよいのでしょうか」

「とりあえずさっきみたいに頭でも撫でておけばいいんじゃねぇのか。お前のひけらかした知識が受け売りだったとしてもな」

「受け売りだとしても、私の手に入れた知識には変わりないので私のものです」

「へいへい、そいつはよかったな」

　呆あきれたように会話を放ほう棄きした陸也は再度シエルに声を掛ける。

「協力するって言うならお前に対して謝礼も出すし、危険が及およぶってんなら身も守ってやる。ついでにその間の費用……飯やらの諸もろ々もろ含ふくめてお前の分も全額出してやるぞ」

「そ、それって……美味おいしいごはんが食べられるってこと？」

「ああ。そこにいる奴は見た目の割によく食う奴だから、そのついでにお前が飯を食う機会はいくらでもあると思うぞ」

「やるっ！　協力します、はいっ！」

　ヨダレをすするような音の後、シエルは片手を挙げながら協力に応じた。やはりまだ子供であるせいか、食欲には勝てなかったらしい。

「そんじゃ、国の案内はお前の住んでる場所を拠きよ点てんにさせてもらうぞ。そうと決まればさっさと下りて案内をしろ。いくらチビでもずっと肩に担いでるのはメンドくせぇ」

「……わたし、重くないもん」

「別に重いとは言ってねぇだろ。むしろ軽すぎるくらいだ」

　不服そうに口を尖とがらせているシエルを下ろしていた時、緋澄が陸也の服の裾すそを引っ張っていることに気づいた。

「陸也、私も軽いですよ」

「あ？　いや、たしかに見た目からして細くてちっこいから軽いんだろうけどよ」

「ふむ。それはつまり私を抱だきかかえてみたいということですか。子供の前で大だい胆たん発言をするのはどうかと思いますが、そこまで言うなら今度抱かかえてくれてもいいです」

「抱える必要もないのにそんな無駄なことするわけねぇだろ」

「……シエルちゃんは抱えるのに私にはできないと？　まさか陸也が先ほどの憲兵同様にロリコンだとは思いませんでした」

「妙みような疑ぎ惑わくを向けんな……というかそこのチビも若じやつ干かん距きよ離り取ってんじゃねぇッ！！」

　いつの間にか距離を取っていたシエルは緋澄の傍そばに寄っており、緋澄もシエルの小さな身体を陸也から守るように腕うでの中へと抱いていた。理り不ふ尽じんとはこのことだろう。

「……とにかく、まずはお前の住んでる場所に案内してくれ。話を聞くだけなら歩きながらでもできるし、時間の無駄だ」

「えっと、それじゃ……こっち」

　歩き始めたシエルに先導され、陸也たちは人通りの多い道から裏道へと入り込んだ。

　歩きながらシエルは何かを訊きたそうに指を複雑に絡ませ、意を決したように陸也たちへと尋ねる。

「そういえば歩きながら話を聞くって言ってたけど……裁判官さんたちは――」

「陸也で構わねぇよ。そこの女は緋澄だ」

「それじゃ……緋澄さんと陸也さんが聞きたい話っていうのは？　国の中や貧民街の地理なら教えられるけど、それ以外はあんまり自信ないんだけど……」

「なに、この国の奴らだったら大たい概がい知ってるはずだ。あれだけ派手に新聞や貼はり紙がみで取り上げられてるわけだしな」

　陸也の言葉を聞き、シエルは少し考え込んでから思い当たったらしい人物の名を挙げる。

「……もしかして《切きり裂さきジャック》のこと？」

「あぁ？　なんだ、そのなんたらジャックって」

「陸也さんが言ったのって、国で騒さわがれてる殺人鬼のことでしょ？　犯人の手口が身体からだ中じゆうを切り刻むのと、最初の犯行声明で《切り裂きジャック》って名乗っていたことから、国中でそう呼ばれるようになったんだ」

「ジャックなんて名前がついてるからには、犯人は男ってことか？」

「んと、ジャックって名前はたしかに男性が多いけど……わたしたちの国だと、名無しの人間とか、実在しない架か空くうの人物に当てたりもするの。誰だれも犯人の姿を見たことがないっていうのもあるから」

　誰も姿を見たことがない殺人鬼。

　しかし、確実に犯行が繰くり返かえされていることから実在する人物であるのは間違いない。

「……あまり子供のシエルちゃんに訊くものではありませんが、身体中を切り刻むというのは、どのような状態を指すのでしょうか」

「わたしも貧民街の人から聞いただけだけど……心臓を一ひと突つきしてから、手足を切り落としてバラバラにするみたい。それと……もう一つ、調査してる兵士さんたちが話してるのを聞いたんだけど、《切り裂きジャック》は小指を必ず持ち帰ってるんだって」

「小指、ですか？」

「うん。右手か左手、必ずどちらか片方の小指を切り取ってるの。死体の近くを探しても小指だけは見つからないから犯人が持ち帰ってるんだろう、って」

　そんなシエルの言葉を聞きながら、緋澄は顎あごに手を当てて思考する。

「……死体の一部を収集する、ですか。なかなかの異常性せい癖へきですが、陸也としてはどう思いますか」

「ま、確実に頭のネジはぶっ飛んでるみてぇだな。その点だけ見れば理性的な魔法使いじゃなく、本格的に頭のイカれた人間の犯行ってことになるが……誰も姿を見たことがないってのが気になる」

　犯行とは回数を重ねるごとに難度が上がっていく。

　それも人目がない山や海などではない、町の中ともなれば人の目が完全に消えることはなく、犯行を継けい続ぞくして殺人を成功させるなどほぼ不可能に近い。

　しかし、その不可能を可能にする方法は存在している。

「……魔法、もしくは魔法使いに覚かく醒せいした際に得た身体能力なら可能だ。姿を消したり目もく撃げき者しやの記き憶おくを消したりするような魔法なら、目撃者がいないのも納得できる」

「仮に魔法がそれらの類たぐいでなかったとしても、魔法使いなら現場からの逃とう走そうは容易でしょうね。町の中ということもあって身を隠かくす場所には困らないでしょう」

　仮に犯行現場が人目のつかない行き止どまりの路地であったとしても、魔法使いであれば壁を蹴り飛んで屋根へと登ってそのまま逃走することもできるし、身を潜ひそめて混乱に乗じて逃げ出だすこともできる。

　バラバラ死体を見て驚おどろいている人間が、人間に可能な逃走経路以外をとっさに考慮できるとは考えにくいため、そして目撃者はいなくなるという寸法だ。

「詳しよう細さいがわからないとはいえ……こいつは、どうやら当たりってところだな」

　口元に笑みを浮かべながら陸也はそう判断した。

《切り裂きジャック》と呼ばれている殺人鬼は魔法使いで間違いない。

　あとはその身み柄がらを捕とらえるために調査を進めればいい。

「あの……今みたいな情報でよかったの？」

　不安そうな面おも持もちで、シエルは上うわ目め遣づかいになりながら陸也へと尋たずねる。自分がちゃんと役目を果たせたかどうか心配なのだろう。

「十分ってところだ。《切り裂きジャック》についても当たりだが、協力者についても当たりを引いたみたいだしな」

「わたしが……当たり？」

「ああ。質問に対して必要な情報を的確に答えるってのは、言うのは簡単だが難しいことでもある。お前は俺おれたちの質問をちゃんと理解して相応ふさわしい答えを出していたし、少なくともそこらへんを歩いている出で来き損そこないの大人より頭の出来は良いだろうよ」

　そう答えた陸也だったが、言われた当人であるシエルは呆ほうけたように陸也を見ていた。

「……なんだ、俺の賛辞じゃ不満だってか？」

「い、いや……まさか、褒ほめられるなんて思ってなかったから」

「別にガキだろうと有能なら褒めるし、王やら貴族でも無能なら罵ば倒とうするのが俺の性しよう分ぶんなんでな。ガキはあんまり好きじゃねぇとはいえ、お前は俺の中にある基準で有能と判断して、それで褒めたってだけの話だろ」

　つまらなそうに陸也は鼻を鳴らしながら言うが――

「……おい、なんで泣いてんだよ」

　いつの間にか、シエルは瞳からぽろぽろと涙をこぼしていた。

　自分でも気づいていなかったらしく、シエルは慌てた様子で袖そでを目め頭がしらへと擦こすりつける。

「ご、ごめ……ごめんな、さい。孤児院を出てから、そんな風に言われたこと、今まで無かったから……」

　しゃくりを上げて言葉を詰つまらせながらシエルは涙を拭ぬぐうが、その涙は止まることなく流れ続けている。

　どういった経けい緯いでシエルが孤児院を出ることになったのか陸也たちは知らないが、その理由は想像に難かたくない。

　孤児院などの経営はどの国であろうとも困難であり、支し援えん者しやがいなくなれば即座に潰つぶれても何ら不思議ではない。

　そして、行き場を失った孤こ児じたちは、引き取り手がいなければ自分だけで生きていかなくてはいけない。

　シエルは一人で生きる道を歩むことになったが、子供の身であるのと先ほど城で見た仕事ぶりを見た限り、要領良く仕事をこなすことはできなかったのだろう。

　まさに天てん涯がい孤こ独どくとなり、他者から叱しつ責せきを浴び続けながらも一人で生きてきた少女にとって、先ほどの陸也の言葉はどれほどの価値があったのだろうか。

「ご、めんなさい……ごめん、なさい……っ」

　今までがそうであったように、泣くことで叱しかられるのを恐おそれたシエルはただ謝罪を繰り返しながら涙を流す。

「チッ……だからガキは嫌きらいなんだ。謝あやまるより先にさっさと泣なき止め」

「陸也、さすがにその言い方は――」

　舌打ちをしてから背を向ける陸也に対たいし、シエルの背中を撫でていた緋澄は非難の言葉を口にしようとしたが――

「……泣き止むまで待ってやる。落ち着いたらさっさと案内しろ」

　不ふ機き嫌げんそうに頭をかく相方の声を聞き、緋澄は苦く笑しようしながらシエルが落ち着くまで背中を撫で続けていた。
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　シエルが落ち着いてから、陸也たちは残飯やゴミの散らばっている薄うす暗ぐらい裏道を抜けて貧民街にあるシエルの住すみ処かを訪れていた。

「その、狭せまくて綺き麗れいでもないから申し訳ないけど……」

　心底申し訳なさそうに言うシエルの言葉は謙けん遜そんでも何でもない。

　そこら中が錆さびて今にも倒とう壊かいするのではないかというボロアパートの一室、そこも長らく管理者の手が入れられていないのか、壁かべ紙がみや床ゆかの所々が剥はがれている。

　だが、部屋の様子を眺めていた陸也と緋澄は特に気にした様子はない。

「なんだ、貧民街に住んでるって言うから地べたか荒あばら屋やかと思ってたのに、案外良いところに住んでるじゃねぇか」

「火も使えれば水も出る。野宿の日々と比べたらまさに天国ですね」

　適当な場所に腰こし掛かけながら言う二人を、シエルは不思議そうに眺めていた。

「……なんというか、二人を見てると裁判官のイメージが変わるね」

「あ？　逆に訊くがどんなイメージ持ってたんだ」

「えっと、堅かた苦くるしくて、高そうなホテルに滞たい在ざいして、いつも車で移動してる感じ？」

「で、俺らの行動やら発言を実際に見て聞いてどう変わったんだ。正直に言ってみろ」

「えっと…………野生児？」

「ほぉ、俺を見ながら言うとはなかなか良い度胸してるじゃねぇかチビ」

「だ、だって正直に答えろって言うからぁ！」

　拳こぶしを握にぎった陸也がシエルの頭頂部をグリグリと押しているのを眺めながら、緋澄が先ほどのシエルのイメージに対して答える。

「たしかに、シエルちゃんのイメージが概おおむね正しいでしょう。本来なら裁判官とは魔ま法ほう使つかいのみならず人すらも裁く存在であるため、間違いが起こらぬように厳格であることを意識している方が多いのです。金銭も裁判官であるならば国、もしくは《機関》から大陸共通の貨か幣へいを支給されるため余よ裕ゆうはありますし、肉体的、精神的な疲ひ労ろうによって仕事に支障が出ないように国家間を車で移動する裁判官がほとんどです」

　ですが、と緋澄は言葉を続ける。

「厳格であるが故に視野が狭せばまる可能性も否いなめず、自分よりも身分が下である人間の生活を知らぬが故に得られる知識が限られ、自らの足を使わぬことによって経験が不足する。そうならないためにも、私たちはあまり裁判官に似つかわしくない生活をしているのです。もちろん、たまには普通の裁判官らしい生活もしますし、国からの協力を極力得ないという方針も理由の内ですけどね」

「へぇー……緋澄さんは裁判官の仕事に熱心なんだねっ」

「……ええ、それはとても熱心です。はい」

「自分で言ったからには視線を逸そらさずに答えてやれよ」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けるシエルが眩まぶしく映ったのか、緋澄は何とも言えない表情で顔を背そむけていた。

「さて……とりあえず調べるのは明日だ。今日はもう自由でいいだろ」

「既に寝ね転ころがって動く気がないのはさておき……私も久々にお風ふ呂ろに入ってゆっくりしたいので、明日から調査を始めるのには賛成です」

「あ、それじゃわたしお湯沸わかしてくるっ」

「……まさかお風呂まで完備されていたとは、至いたれり尽つくせりですね。どうせならシエルちゃんも一いつ緒しよに入りますか？」

「うんっ！　誰かと一緒にお風呂入るなんて久々だなぁ……」

「私もずいぶんと久しいですね。ここは一つ、シエルちゃんの頭を私が洗いましょう」

「それじゃわたしは緋澄さんの髪かみ洗うねっ！」

　同性ということもあってすっかり懐なついたらしく、シエルは緋澄の手を引きながら浴室へと向かって行く。今まで一人でいたこともあって、誰かと一緒にいるということが嬉うれしいのだろう。

「あいつらが出てくるまで一ひと眠ねむり……って気分でもねぇな」

　道中に色々あったこともあって眠ねむ気けは既に失うせており、陸也は天てん井じようを見つめながら今後の行動を頭の中でまとめてみる。

　魔法使いを裁く存在である裁判官はその人間を魔法使いと断定するために調査し、捕ほ縛ばくして《銀鎚ガベル》による裁きを行う必要がある。

　本来ならば国の自治組織などと協力して事前調査資料の要求、容疑者の捕縛などでの協力要請などを行うことで手早く任務を終わらせることができる。

　しかしその反面、裁判官を煙けむたがる国は表面上協力するものの、適当な人間を犯人と仕立て上げて調査が滞とどこおることもあれば、冤えん罪ざいによって無関係の人間が断罪されることもある。

　裁判官の中には国の捕縛した人間を無罪と判定した瞬間、さらなる調査も行わず早々に国を去る人間もいる。人員不足による多た忙ぼうが裁判官にそういった行動を起こさせているのだが、それによって後ほど魔法使いの被ひ害がいに遭あった国もいくつか報告に上がっている。

　故ゆえに陸也たちは多少時間を掛かけてでも、自分たちの目で真実を見み極きわめるために調査を行うのを方針としている。もちろん情報提供者、場合によっては国からの資料なども参考にするが、それはあくまで参考程てい度どに過ぎない。

　ふと、部屋の片かた隅すみに置かれている新聞の束を見つけた陸也はそれを手に取り、懐ふところから小こ瓶びんを取り出して角砂糖を口に放ほうり込む。




《切り裂きジャック》による凶きよう行こう、依い然ぜんとして止まらず。

　繰り返される犯行の中、○月×日未明、東南地区○○通りにて新たな被害者が遺体となって発見された。

　被害者はこれまでの事件と同様に全身を鋭するどい刃は物ものによってバラバラに切断されており、調査を行っている憲兵隊は《切り裂きジャック》の仕し業わざと断定したが、犯人を特定するための証しよう拠こは残されておらず、憲兵隊は目撃者の情報を募つのっている。




「まぁ……今回の奴やつはすぐに終わりそうだな」

　魔法使いに関する調査が滞りやすいのは、魔法使いが普通の人間に紛まぎれているのが大きな理由である。しかし今回の相手は国を震しん撼かんさせている殺さつ人じん鬼きで、そんな目立つ存在であるのならば調査はしやすい。

　不ふ謹きん慎しんな話ではあるが、もう一度事件が起こればそこから容疑者を見つけ出すのは容易だと陸也は考えている。

　そうすれば魔法使いを裁くという任務は終わり、陸也たちがこの国を訪れた目的も連れん鎖さ的てきに達成することができる。

「さて……他の新聞は、っと」

　火種のために置いてあったらしい縛しばられた新聞の束を見つけ、暇ひま潰つぶしがてら紐ひもを切って新聞の記事を漁あさることにしたのだが――

「どこかに紐が切れるような物は……無いか」

　ぱっと見回してハサミやナイフが無いかを探してみたが見当たらず、仕方なくキッチン側の戸と棚だなから包丁や果物ナイフを探すことにした。

　が、どこの戸棚を探しても刃物が見つからない。

「……まだチビだから料理なんざしないのかもしれないが、女として将来的に泣くことになるかもしれねぇな」

　余計な世話としか言えない心配をシエルへと向けてから、陸也は力任せに紐を引き千切って新聞漁りに精を出す。

《切り裂きジャック》の記事を探して読んでいるのだが、シエルの語った「遺体の小指が切断されている」という一文はどこにも記されていない。

「まさか、適当に見繕ったガキが本当に当たりだとは思わなかったな」

　公おおやけにされていない情報であるということは、調査を行っている兵士が話しているのを聞いたと言っていたのは本当のようだ。シエルが嘘うそを言ったという可能性も皆かい無むではないが、突とつ然ぜん協力しろと言われて余裕の無い状じよう況きようで嘘がつけるとは考えにくい。

「しっかし……まったく同じ文ばっかり書いてる記者もだが、いまだに捕つかまえられない憲兵ってのもどうなのかねぇ……」

　ポリポリと砂糖を噛かみ砕くだきながら、陸也は呆れた様子でそう漏もらした。

　数すうヶか月げつ前の記事まで遡さかのぼってみたが、《切り裂きジャック》について書かれている記事は直近のものと一いつ切さい変わりがない。

　一切の目もく撃げき情報と手て掛がかりがないのだから進展がないのも理解できるが、確かく認にんできただけで数ヶ月以上凶行が続いている国とはいかがなものだろうか、と思ってしまう。

　遡れた分の被害者の数を確認してから、陸也は最後の記事へと目を通す。

　全身を鋭い刃物によってバラバラに切断され、犯人を特定する証拠は一切残されていない、これまでと一切変わらない記事。

　そこで、陸也は小こ瓶びんから砂糖をつまもうとしていた手を止めた。

　まるでそのまま時間を止められたかのように、陸也は新聞を片手に持って小瓶に手を伸のばしたまま硬こう直ちよくする。

　数分近くもそんな態勢を取っていた陸也は……やがて、口を開いた。

「…………喉のどが渇かわいたな」

　口の中に残っている甘あまさに顔をしかめ、そんな言葉を呟つぶやいた。

　甘あま味みならばいくらでも食べ続けられると自負している陸也とはいえ、さすがに水分を一切取らずに甘い物だけを口にしていれば当然の結果だろう。

　水を欲ほつして炊すい事じ場ばの蛇じや口ぐちへと視線を向けるが、他の場所ならまだしも今いるのは貧民街である。治水技術が発達しているとはいえ、貧民街を流れている水道の水がしっかりと浄じよう水すい、ろ過されたものかは怪あやしいところだ。

　止やむを得えず陸也は立ち上がり、加熱すれば水道の水は飲めるのか、それともどこかへ買いに行くのかを尋ねることにした。

　そして勢いよく脱だつ衣い所じよの扉とびらを開けた瞬間――




「…………？」

「…………え？」




　陸也の視界に二人分の肌はだ色いろが広がった。

　普ふ段だんならば真っ白で透すき通とおる色合いをしている肌は、湯に当たっていたことで淡あわい桜色に上気しており、いまだ拭い切れていない水気のせいで腰こしまである長い緋ひ色いろの髪がその肌に沿うような形で張り付いている。

　一方、シエルも先ほどまで結ゆっていた髪を下ろしており、水気を含ふくんで輝きを取とり戻もどした金色の髪から水すい滴てきが素す肌はだへと伝って流れ落ちている。

　どうやら着き替がえている途と中ちゆうというよりも風呂から出て水気を拭っている最中だったようで、二人はタオルを手にした状態で開け放たれた扉へと視線を向け、何が起こったのか理解できずに硬直していた。

　硬直している三人の中で、真っ先に現状を理解したのは……二人とは対照的に青ざめている陸也だった。

　無言のまま勢いよくドアを閉めようとしたが、その瞬しゆん間かんドアの隙すき間まに差しこまれた緋澄の白い足がドアの動きを止めた。

　必死にドアを押さえようとする陸也だが、それ以上の力で緋澄の足はドアをこじ開けようとしてくる。

「……陸也、言い訳があるのならば聞きますが？」

　普段と変わらない平へい坦たんな声であるというのに、ドアの向こう側から聞こえてくる言葉からは底知れない怒ど気きが放たれている。

「そいつはありがたい申し出だ。俺はまだお前らが風呂に入ってると思って、脱衣所越ごしにチビから水の処理やらを訊こうとしてドアを開けただけで一切の他意はない……ッ」

「なるほど、つまり私たちの入浴や着き替がえを覗のぞく意思はなかった、と。それならばなぜドアを開こうとしている私の行動を阻はばむのでしょうか」

「開けたら俺の人生がここで終わりそうな予感がするからだッ！」

「さすが長く一緒にいる分、私が何をしようと理解してもらえているようですね。これが相方との素す晴ばらしい絆きずなというやつでしょうか」

「その素晴らしい絆を壊こわそうとしてる奴が何を言ってやがる！」

「絆よりもえっちな行動を取った罪人に刑けいを執しつ行こうするのが優先です。私の裸はだかを見たのですから、当然の報むくいと受け取ってください」

「受け取り拒否に決まってんだろうが！　たしかに普段は半はん端ぱだと思ってたし脱ぬいだら意外とあると思ったが、見て死ぬほど嬉しいかって言ったら別にそうでもな――」

　陸也の叫さけびは最後まで続かず、蹴けり破られた扉に潰され、上から何度もドアを踏ふみつけられたことで苦く悶もんの呻うめきへと変わっていく。

　人生とは、得てして理不尽なものである。







二　《切裂きジャック》より







　陽ひが落ちた頃ころ合あいに気絶した陸りく也やが目を覚ますと、三人は外で食事を済ませ、貧民街へと戻っていった。

「あぁ……クソ、口の中が切れてまともに飯も食えねぇとは……」

「えっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

「心配する必要はありません、シエルちゃん。罪人には当然の報いですし、陸也は頑がん丈じようなので明日には治っているでしょう」

　心配そうに陸也を見上げているシエルに対して、緋ひ澄すみは心配無用だと切り捨てる。故意でないとはいえ、裸を見られて怒りが収まるはずがない。

「チッ……明日の行動に支障が出たらどうする気だ」

「どうせ明日以降は調べ物が主となります。特に支障はないでしょう」

「突とつ発ぱつ的てきな襲しゆう撃げきとかを考こう慮りよしろよ……」

「満まん身しん創そう痍いの状況であったとしても、あらゆる手を尽くして生き残ることができる頼たのもしい相方であると私は評価していますので」

「お前を囮おとりにして逃げる案を積極的に使ってやるよ」

「ふむ。そうなると私は陸也に死の制裁を与あたえるため、何としてでも生き残ります。二人が生き残れる素晴らしい案ですね」

「生き残った後、ずっとお前に怯おびえ続けるのは生きてると言えるのか……」

　溜ため息いきをつきながら頭を振る陸也に対して緋澄が口元を綻ほころばせた時、二人の様子を眺めていたシエルが両手の指を絡からませながら尋ねてくる。

「あの、二人って……恋こい人びと同士なの？」

　両者の足が同時に止まった。

　そして、眉み間けんにシワを作った陸也がゆっくりと振り返って溜息をつく。

「……おい、緋澄。何やらチビがぶっ飛んだことを言い始めたぞ」

「傍はたから見ればそう映るものなんでしょうか。照れてしまいますね」

　そんな二人を見ながら、シエルは目を輝かせて返答を待っている。そういった話を好むのはやはり少女であるからだろう。

　誤解を招かないようにと、二人はシエルにはっきりと告げる。




「私たちは恋人以上の関係ですよ」

「こいつと恋人とか死んでもありえねぇよ」




　直後、緋澄が陸也の脇わき腹ばらに回まわし蹴げりを入れ、路地にある様々な物を巻き込みながら彼方かなたへと飛んでいった。

　陸也の飛んでいった方向を見て震ふるえているシエルに構わず、緋澄は何事も無かったかのように小さく息を吐はく。

「まったく……陸也はもう少し素す直なおになった方がいいです」

「うぁ……なんだろう、すごい罪悪感」

「基本的に悪いのは陸也なので気にすることはありません。それよりも、なぜシエルちゃんはそんな風に思ったのですか？」

「え、えっと……なんか仲が良いし、息も合ってるからそうなのかなって……」

　指を絡ませながらそう答えたシエルに、緋澄は少し考えてから返答する。

「それについては先ほど言った『恋人以上の関係』というのが当てはまります。私と陸也は人としての関係以前に裁判官と使い魔まであり、共に命を預け合っている一いち蓮れん托たく生しようの関係でもあります。常に一緒にいれば信しん頼らいは生まれますし、死線を共にくぐり抜ぬけてきたことで互たがいの呼吸についても把は握あくできます」

　そして、と緋澄は言葉を続ける。

「陸也が言った『恋人とか死んでもあり得ない』というのもまた事実です。裁判官と使い魔は信頼し合っているとはいえ、それはあくまで主従関係の延長です。私たちが裁判官と使い魔という身である以上、それこそ一度死んで人生をやり直さない限りあり得ないことでしょう」

　柔やわらかい笑えみと共に、緋澄はそんな自分たちの関係を語る。

　そう言葉にした瞬間、胸の奥おく底そこで微かすかな痛みが生まれ、誤ご魔ま化かすように頭を振ふる。

「すみません。どうにも私は言葉が硬かたいと言われるので。シエルちゃんには少し難しい話だったかもしれません」

「……ううん、大丈夫。でも、もう一つだけ訊きいてもいい？」

　首を傾かしげる緋澄へと、シエルは真しん剣けんな表情で問とい掛ける。

「もしも《切り裂きジャック》を追って……その先で、緋澄さんか陸也さんのどちらかが死んだら、悲しい？」

　顎に手を当てながら、緋澄は思案して――

「いいえ、まったく悲しくはありません」

　はっきりとした口調で言い放ち、驚くシエルへと緋澄は語る。

「そもそも前提条件である『どちらかの死』があり得ません。私が死にそうになったら陸也が、陸也が死にそうになったら私が、必ず状況を打破します。それが叶かなわなかったら二人とも死を迎むかえることになるので、片方が生き残り悲しむということは一切ありません」

　そう綺麗な笑みを浮かべながら言葉を締しめくくり、緋澄は自分の白く細い首筋へと手を当てる。

「私たちが一人になることは、決してありません」

　上う手まく言葉を汲くみ取れず、困こん惑わくしているシエルに緋澄は苦笑する。

「さて、お喋しやべりはここまでにしておきましょう。そろそろ陸也を回収しにいかないと拗すねて面めん倒どうなことになりますしね」

「……なんか陸也さんもわたしを物扱あつかいしてたし、やっぱり二人は息合ってるね」

「かもしれませんね。さて――と？」

　陸也が飛んでいった方向へと歩き出そうとした緋澄だったが、おもむろにその足を止めてそちらを注視する。

　しばらくして……陸也が全力で駆かけ戻ってくる姿が見えた。

「おや、意外と元気そうで何よりです」

「元げん凶きようが何言ってやがるちくしょうッ！！　どうでもいいからちょっと助けろッ！！」

　陸也が珍めずらしく助けを求めるのを見て、緋澄とシエルはその背後へと視線を向けた。

　暗がりと同化するような黒い毛並みを持つ犬。

　子供よりも大きな体格の犬が、けたたましい鳴き声と共に陸也の背中を追っていた。

　目を細めながら懐に手を入れた緋澄だったが、隣となりに立っていたシエルが「あ」と小さく声を上げたのを聞いて手を止める。

「ごめん、その子のこと言うの忘れてた……」

「あぁッ！！　おいチビその犬ブン殴なぐっても構わねぇのか！？　どうなんだ！？」

「いやダメダメダメ！！　その子、貧民街の番犬だから殴ったりしちゃダメっ！」

　振り返って臨戦態勢を取ろうとした陸也から、黒犬を守るようにシエルが立ちはだかる。

　追おい掛けていた黒犬も見知らぬ人間の中に見知った顔を見つけたからか、吠ほえるのを止めてシエルのすぐ近くに座すわり込んだ。

「ったく……なんなんだその犬。吹ふっ飛とばされて起き上がろうとしたら、いきなり襲おそってきて人の腕を食おうとしてきやがったぞ」

　忌いま々いましそうに黒犬を眺ながめている陸也の右手には、犬に噛まれたと思おぼしき傷が見える。

「この子、貧民街にいる野の良ら犬いぬなんだけど……貧民街で見慣れない人を見ると、すぐに吠えて噛みつこうとするの」

「ふむ。人間相手に立ち向かうとはなかなか強気な犬ですね」

「強気というか、その子って何でも食べるし、人肉の味も覚えてるから……たぶん、陸也さんのことをごはんと思ったのかも」

「犬のくせに雑食にも程ほどがあるだろ……」

　貧民街にいる野良犬ならば残飯程度しか食べていないと思っていた陸也だったが、この犬も犬なりに過か酷こくな状況下でたくましく生き残ってきたということなのだろう。人すら襲って食うというのは背筋の冷たくなる話だが。

「普段はわたしが一日一善と思って、この子にごはんをあげたりしてるんだけど……わたしの匂においに気づいて近づいて来たみたい」

　言いながら、シエルは懐からパンの欠片かけらを取り出し、「いつも巡じゆん回かいごくろうさま」と口にしながら黒犬にパンを食べさせる。どうやらとてもシエルに懐いているらしい。

　だが、そんなシエルの言葉に気になることがあった。

「チビ、お前よく一日一善なんて言葉知ってたな。それって俺らの国の言葉だぞ」

　遠く離はなれた西の国で、そんな聞き慣れた言葉を耳にするとは思っていなかった陸也はシエルに尋ねた。

「えと、孤こ児じ院いんの院長さん……というより、わたしのお母さんは前に東洋に住んでたんだって。それで四字熟語とか故事成語も教えてもらってたから、少しだけ知ってるよ」

　胸むな元もとからロケットペンダントを取り出したシエルは、中に入っている写真を二人へと見えるように開く。

　写真には優やさしげに微笑ほほえむ女性が写っており、シエルにもその面おも影かげがあることから、母親の血を色いろ濃こく継ついでいるのだろう。

「優しそうな方ですね」

「うんっ！　勉強以外にも、手で影かげ絵えを作る遊びとか、色々なことを教えてくれる優しくて自じ慢まんのお母さんだったんだ」

　明るい笑え顔がおと共にシエルは両手を組み合わせ、貧民街に差し込む僅わずかな明かりを使って犬の影絵を作って見せる。

「……ええ。生しよう涯がい誇ほこることのできる、素す敵てきなお母様だと私も思います」

　その言葉の意味を汲み取った緋澄はそんなシエルを見て、柔らかい笑みを向けながら小さな頭を優しく撫なでた。

　そんな二人の様子を、陸也は黙だまって眺めていた。

「それにしても……私が先ほど一蓮托生という言葉を使っても疑問に思わなかったのはそれが理由でしたか」

「あ？　お前ら二人でなんか話してたのか？」

「ええ。女の子同士で秘密の会話を少々」

　言葉を濁にごした緋澄に怪け訝げんそうな表情を向ける陸也だったが、緋澄は片目をつぶって口元に指を当てながら「先ほどの話は内密に」と仕し種ぐさだけでシエルへと伝え、その意図を察したシエルは苦笑と共に頷うなずいた。

　パンをもらって満足した黒犬に「それじゃ、また巡じゆん回かい頑がん張ばってね」とシエルが告げると同時、一鳴きした黒犬はまさに番犬と言わんばかりに周囲へ眼めを光らせながら貧民街の暗がりへと紛れて行った。

「さてと……わたしはこの辺りで、次の仕事に行こうかな」

「もう夜も遅おそいのに、まだ仕事があるのですか？」

　夕食を終えてから既すでに通りには煌こう々こうと街灯が点ついていたが、貧民街はまともに電気が通っていないのか、周囲の建物から漏れる明かりの数も少ない。そんな時間帯に幼いシエルが仕事をするのは少しだけ心配になる。

「わたしみたいな人間からしたら、仕事があるだけでもありがたいことなんだよ。孤児ってこと以外にも貧民街に住んでいるってだけで毛け嫌ぎらいする人もいるし……だから、仕事をさせてもらえるならどんなことでもやらなきゃいけないの」

　その言葉は、孤児院を出てから一人で生きてきたシエルだからこそ説得力があった。

　生きるには金が必要になる、そして金を得るには働かなくてはいけない。それはどこの世界でも共通している事こと柄がらだ。

「ま、別にいいじゃねぇか。城でブッ飛ばした兵士みたいに、こんなチビでも喜んで相手をする奴はいるだろうしな」

「そ、そんな仕事じゃないよ！？　ただお掃そう除じするだけの仕事だもん！」

「ほぉ……どこで誰だれを相手に何を掃除するかによって話は変わ――悪かった、悪かったからその拳を下ろしてくれ緋澄」

「……陸也、さすがに年とし端はもいかない子にそのような冗じよう談だんを言うのは軽けい蔑べつします」

「悪かったっての。そういった冗談はお前だけに言うとするさ」

「わかればいいのです」

「いや、いいのか」

「はい。制裁は変わらず下しますので」

「……そうかい」

　二人の様子を見ながら笑っていたシエルは「それじゃ」と踵きびすを返す。

「おい、ちょっと待てチビ」

　ふと、陸也に呼び止められたシエルは振り返かえる。

「無む茶ちやしない程度に頑がん張ばってこい」

「…………うんっ！　いってきますっ」

　笑顔と共に手を振りながら、シエルは髪を揺ゆらして駆けて行く。

　陸也は何も言わず、シエルの後ろ姿が見えなくなるまで眺めていた。

　思わずその横顔を見つめていた時、視線に気づいた陸也が怪訝そうな表情を浮かべながら緋澄へと顔を向ける。

「なんだ、俺の顔に何かついてるのか？」

「……いえ、まさか陸也がシエルちゃんにあんなことを言うとは思っていなかったので、少し驚いているんです」

　緋澄は相方である陸也の性格を粗そ雑ざつでありながら繊せん細さい、乱暴で気が短いが無む駄だを嫌い、そして子供はあまり好まないと把握している。

　そんな相方が子供を思いやるような言葉を発したことが、緋澄としてはいまだ信じられなかった。

　しかし当の陸也は面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らすと、緋澄の疑問に対して答えた。

「別にあいつを気き遣づかって言ったわけじゃねぇさ。ただ……あいつが俺の言葉を聞いて、何を想おもいながら行動するのかは気になるけどな」

「何を想いながら行動するか、ですか」

　首を傾げた緋澄に対して「気にするな」と告げてから陸也はアパートのドアを開け、冷たい床に座り込んだ途と端たんに大きく欠伸あくびをする。

「さて、とにかく今日はもう寝ねるぞ。明日からはつまらねぇ調べ物だ」

「それには同意しますが……寝る前に、陸也にはまだ仕事が残っています」

「……あ？　仕事ってなんだよ？」

　怪訝そうな表情を浮かべる陸也に対して、緋澄は懐から画面の光っている端たん末まつを取り出して見せる。

　裁判官たちが持つ高度な技術の一いつ端たんでもある、連れん絡らく用端末。

　その画面に表示されている文字を見ると……着信が五十件以上あった。

「……イタズラ電話ってことで無視していいんじゃねぇか」

「裁判官用の端末にイタズラ電話があるはずもありません。つべこべ言わずにさっさと掛け直しておいてください」

　そんな宣言通り、緋澄は端末を陸也に放り渡わたしてから膝ひざを抱かかえて座り込んでしまった。

　今後の事も考え、陸也は重々しい溜息をついてから着信履り歴れきの番号へと通話を掛ける。

　そして、呼び出し音が鳴るよりも早く通話相手は出た。




『あ、出ました出ました！　やっと出てくれましたよっ！！』




　画面いっぱいに金色の瞳ひとみが表示された瞬間、少女特有の高い声がアパートの室内に響ひびき渡り、陸也は思わず眉間を押おさえて俯うつむいた。

『あれ、陸也さん？　どうされました？　もしかして体調が優すぐれないんですかっ！？』

「……あー、気にすんな。とりあえず画面からもう少し離れろ、あと声がでかいからもう少し抑おさえてくれ、エルリア裁判官」

『はい、了りよう解かいですっ！』

　通話相手である同どう僚りよう……エルリアは画面から少し離れ、ハーフツインに結った銀の髪を揺らしながら快活な返事を寄よ越こしてくる。なお、声量についてはあまり変わっていない。

「……で、何の用件だ。こんだけ着信があったってことは急用か？」

『はいっ！　それはもう火急の用ってやつです！』

「ああ、そうかい。それじゃ用件を――」

『あ、そういえば今って電話しても大だい丈じよう夫ぶなんですか？　そちらは今の時間だと夜中でしょうし、もしかして食事中でした？　というよりも寝る直前とか――ってそもそも！　何度電話を掛けても繋つながらなかったということは危機的状況だったりするのでは！？　そんな状況下で電話をしていても大丈夫なんでしょうか！　私たちの会話を敵に聞かれてさらに危険になったりとかしないんでしょうかっ！？』

「いいからお前は落ち着いて人の話を聞けッッ！！」

　たまらず陸也が叫んだ瞬間、エルリアは『ひぅっ！』と怯えた様子で一歩退く。

『うぅ、ごめんなさい。久々に端末を使ったので舞まい上あがってしまって』

「あー……まぁ、こっちも怒ど鳴なって悪かったし気にするな。というかレオンの奴はどうしたんだ。いつもだったらあいつが通話に出るだろ？」

『そうなんですけど、今日はなんとなく私が出てみましたっ！』

　エルリアが能天気な笑顔と共に答え、陸也は思わず空いた手で顔を覆おおう。

「…………一応、理由を訊いてもいいか？」

『だってだって！　レオンさんってば今日はずっと本を読んでばかりで全然私の相手をしてくれないですし、普段の通話も私じゃなくてレオンさんが取っちゃうので、たまには私も他ほかの方とお話ししたいと――ってああ！　待ってくださいレオンさんまだ陸也さんと話している途中なんですけど！？』
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　端末の画面が揺れると同時にエルリアの姿が消え、どこかの室内を映し出すと同時にエルリアの声が徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　そして、次に映し出だされたのは伸ばした後ろ髪を無造作に束ねた、縁ふちのない眼鏡を掛けた仏ぶつ頂ちよう面づらの青年だった。

『……レオンだ。うちの裁判官が迷めい惑わくを掛けてすまない』

　レオンと名乗った青年はエルリアとは対照的に、抑よく揚ようの無い声こわ音ねで陸也へと詫わびる。

「いや、気にするな。エルリアが通話に出て少し焦あせったけどよ」

『俺おれは使い魔なのだから、本来はエルリアが出るべきなんだが……どうにもエルリアに任せておくと、話が脱だつ線せんするだけでなくまともに話を聞いていなかったり、伝言を受けても解読するのに時間が掛かるというのがな』

「なるほど。それで、頭の中が花畑で埋うまってる裁判官は今どうしてる？」

『「もっと陸也さんとお話ししたいです！」と、俺の隣で必死に端末を取り返そうと跳とびはねているところだ』

「そのまま話が終わるまで遊ばせておけ」

『もちろんそのつもりだ』

　苦く笑しようしながら間かん髪はつ容いれずにレオンは返答する。どこの裁判官や使い魔も何かしらの苦労があるものらしい。

「それで、やたら着信があったから掛け直したんだが、急用でもあったか？」

『いや、こちらからは特になにもないはずだが？』

「事情が変わった。今すぐエルリアに説教するから代わってくれ」

『説教なら俺の方でしておくから問題ない……ああ、お前たちから定期連絡が無かったから、それを心配して通話を掛けていた、とのことだ』

　そう答えたレオンの言葉と共に、下の方から微かに『レオンさんの説教はイヤです！　ほんと勘かん弁べんです！』と聞こえてきた。姿は映っていないが、声の様子からして涙目になりながら首を横に振っているのが想像できる。

『そういうことらしいから、定期連絡はちゃんとするようにしてくれ。お前たち二人は色々と面倒なことを抱えているし、経過観察も必要なんでな』

「面倒くせぇな……重傷を負った時はちゃんと連絡するからそれでいいだろうがよ」

『仮にその状況で連絡を受けたとしても、距きよ離り的てきに治ち療りようするのは不可能だ。その時は諦あきらめてその地に骨を埋めてくれ』

「幸いなことに二人共無傷だからその必要はねぇよ。それで……とりあえず目的の国には到とう着ちやくした。調査はこれからってところだが、事が終わったらいつも通り処理を頼たのむ」

『承知した。もし増ぞう援えんが必要ならば直近にいるヴォリックに連絡を入れて、進路変へん更こうさせれば数日中に到着させることも可能だが？』

「いや、到着より先に片付けられそうだから必要ない。それに……ヴォリックのおっさんは別件の紛ふん争そう地域に向かってんだろ？　あの戦争屋に今さら予定変更しろだなんて言ったらへそ曲げるだろうし、こっちも対応するのが面倒だ」

『……だろうな。ではお前たちはいつも通りやってくれて構わない。こちらも用件が済んだので、事後処理のために今からそちらへ向かうとしよう』

「あいよ。状況が終しゆう了りよう次し第だいまた連絡を入れる」

　そう締めくくってから陸也は通話を切り、溜息をついて端末を緋澄へと放り投なげる。

「通話相手はエルリアさんのところだったんですか」

「俺としてはレオンに掛けたつもりだったんだがな……どうもエルリアは苦手だ」

「そうですか？　エルリアさんは元気があって、裏表の無い良い人じゃないですか」

「純じゆん粋すいで裏表の無い奴だから苦手なんだっての……あいつは天才というか、頭の中が花畑で何を考えてんのかわからねぇというか、とにかく読めない奴だから苦手なんだ」

「……たしかに、陸也はそういう人が苦手そうですね」

「俺のことを理解しているようで何よりだ。とにかく、これで用も済んだことだし、明日に備えてさっさと寝ることにしよう」

　もう一度欠伸あくびを漏らしてから、陸也は窓の外へと目を向ける。正確な時間は端末でなければわからないが、おそらく日付が変わる直前といったところだろう。

「ですね。長旅の疲つかれもありますし、睡すい眠みん不足は良くないので」

「だな。それじゃお前が先に寝て、いつも通り二時間ごとに交代だ」

「……私が先でよろしいのですか？」

「妙みように騒さわがれて目が覚めちまったんだ。だからお前が先に寝ろ」

　そう言っている最中も、陸也は眠ねむそうに欠伸を噛み殺ころしている。

　そんな陸也の様子を見て、緋澄は小さく笑う。

「わかりました。ではお先に眠らせていただきますね」

「おう。また二時間後にな」

　緋澄が横になったのを確認してから、陸也は周辺に気を配り始める。

　片方が眠りもう片方が見張りをするという行動を繰くり返し、警けい戒かいを怠おこたることなく朝あさ陽ひが昇のぼるのを待っていた時……早朝には似つかわしくない騒そう々ぞうしさが貧民街で起こった。




　　　　　◇




　朝陽が顔を出し始めたにもかかわらず、やや薄うす暗ぐらさが残っている貧民街。

　騒ぎの中心を探すのはさほど苦労しなかった。

　貧民街に住んでいるらしいみすぼらしい服装の野や次じ馬うま以外に、厳いかめしい甲かつ冑ちゆうを着込んだ憲兵隊の姿と、昨日の夜にも聞いたやかましい犬の鳴き声があったからだ。

「おー……本当にうるせぇくらい吠えやがるな」

「ですが、甲冑を着込んでいる人間に襲い掛かからないあたり、賢かしこい犬のようですね」

　貧民街の番犬である黒犬は憲兵隊たちに吠えているものの、襲い掛かろうとする様子は見られない。本能で自身の牙きばが甲冑を貫つらぬけないと理解しているのだろう。

　そんな黒犬を置いて、陸也たちは封ふう鎖さされているらしい一角にいる憲兵へと声を掛ける。

「おい、何があった」

「何があったも何もありません。ここは立ち入り禁止なので、一いつ般ぱん人じんはさっさと――」

　言いながら振り向むいた憲兵の一人だったが、陸也の顔を見た瞬間に言葉を止めた。

　そして陸也もその憲兵には見覚えがあった。

「あぁ……？　たしか、昨日チビに言い寄ってたロリコン野や郎ろうの隣にいた――」

「あ、あなたは――いや、あなた様は裁判官が御お連つれする使い魔ま殿どのじゃないですか！」

　青年憲兵は陸也の姿を確認するや否いなや、直立不動の姿勢で敬礼しながら口調を正した。

「その裁判官と使い魔様が、何があったと訊いてんだ。いいからさっさと答えろ」

「は、はいぃ！　さ、昨晩この貧民街に《切きり裂さきジャック》が現れ、我々憲兵隊は現在その調査のために現場を保存している次し第だいであります！！」

　昨日まとめて蹴り飛ばしてきた陸也に恐きよう怖ふ心しんを抱いだいているらしく、青年憲兵は流れるようにすらすらと陸也の問いに対して答えた。

「それじゃ、ちょっくら俺たちも入らせてもらうぞ。まさか嫌いやだとか抜かさねぇよな？」

「と、とんでもない！　自分、リソレ・ロースポー伍ご長ちようがこの現場の指揮を執らせていただいておりますので、自分の許可があれば他の者が何かを言うことはありませんとも！」

「そうかい。それじゃ許可証代わりに使うからさっさと来い」

「ハッ！」と短く威い勢せいの良い返事をする憲兵……リソレはその青ざめた顔面に冷ひや汗あせを流しながら、陸也たちの前を歩き現場へと先導し始めた。

「つーか、てめぇロリコン野郎にヘコヘコしてるかと思ったら憲兵の分長だったのかよ。まったく世も末ってやつじゃねぇのか」

「まぁ、新入りが先に出世してしまったけれど、先せん輩ぱいに頭が上がらないなんていう情けない話はどこにでもあります。彼かれもそういった類たぐいの人種ということにしましょう」

「聞こえよがしに言わんでもらえますか！　自分はたしかに情けない人間だと自覚しておりますが、幼女を守りたいという気持ちには自信があります、ええ！！」

「……おい緋澄、真のロリコン野郎はヒゲのおっさんじゃなくてこいつだ」

「世も末どころの話ではありませんね……」

　二人は軽蔑の眼まな差ざしを向けながら同時に溜息をつく。

「というか、ロリコンだったらあの時チビを助けてやればよかったじゃねぇか」

「そ、それは使い魔殿が蹴り飛ば――」

「ああ？」

「――す直前まで、自分は幼女の怯えている姿に興奮しておりました！！」

「とりあえず救いようのない変態だってことは理解した」

　そんな軽口を叩たたいていた一行だったが……視界の先に映った惨さん状じようを目にして、思わずその口を閉じた。

「……こちらが、今回の犯行現場となっております」

　沈ちん痛つうな面おも持もちと共にリソレが陸也たちへと告げる。

　視覚が痛みを訴うつたえるほどの、一面に広がる黒々とした赤。

　それに伴ともなって嗅きゆう覚かくを刺し激げきする鉄てつ錆さびの匂い。

　その感覚だけでも気分を害するというのに、それ以上に胃が悲鳴を上げそうな光景が目の前には広がっている。

　バラバラ死体、という言葉がこれほど相応ふさわしい遺体はない。

　両手両足が胴どう体たいから切り離されたことで、本体は出で来き損そこないのダルマのような状態で壁かべに立て掛けられ、胴体についていた手足はもはや不要と言わんばかりにその周囲へと放ほうり捨てられている。

　現場にいる憲兵隊の誰もが青ざめた表情を浮かべ、子細に現場を調べている人間以外がなるべく視線を逸そらそうとしている中、陸也たちは一いつ切さい表情を変えなかった。

「緋澄、昨日お前が言ってた愉ゆ快かいな芸術作品ってのはこんな感じじゃねぇのか」

「果たしてそうでしょうか。殺人や死体に芸術性を見み出いだすならば、その周辺に転がっている手足も使うことでしょう。ただ手足を斬きり落として壁に立て掛けるだけなんて、芸術も何もないかと思いますが」

「物の例えってやつなのにそこまで詳くわしく解説しなくてもいいっての。まぁ、単純に殺して死体を作ることで愉ゆ悦えつを感じているってわけじゃないのはわかったけどな」

　ただ、と陸也は壁を睨にらみ、口こう端たんを吊つり上げながら言う。

「こいつは、なかなか愉快だとは思わねぇか？」

　胴体の立て掛けられた壁に書かれている文字。




　親愛なる神に次ぐ人間たちへ

　止められるものなら、止めてみせろ
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　殴り書くような字体で書かれた文字は、はっきりとそう記されていた。

「《切り裂きジャック》は初めて犯行を行った時から、これまでに封ふう書しよなどで新聞社や憲兵隊に《切り裂きジャック》という名前で犯行声明を出していましたが……このような形でメッセージを残したのは初めてのことです」

　目の前に広がる常じよう軌きを逸いつした光景を見ながら、リソレはそう補足した。

「……殺さつ人じん鬼きから慕したわれる覚えも、挑ちよう発はつを受けるような覚えもないのですが」

「ほぉ、これが俺たちに向けられたメッセージだと？」

「寝ぼけているんですか、陸也。神に次ぐ者……国家権力以上の力と他国とは比ひ肩けんするべくもない技術を有し、しかし神に劣おとる人間となれば裁判官以外に存在しないでしょう」

「そういうことだろうな。さて、このメッセージに対して他に思うところはあるか？」

「ふむ……少々時間をいただきます」

　視線を上下させて壁と遺体を眺めてから、緋澄は感想を口にする。

「ずいぶんと、字が高い位置にありますね」

　書かれている血文字は緋澄が見上げるほどの高さにあり、バラバラ死体という存在の次に目立っている。

「メッセージを他人に見せつける……という点で言うならば、血文字を使っている時点で既に十分だと思いませんか」

「ま、たしかにな。血文字なんて悪あく趣しゆ味みとしか言えねぇが、メッセージを送りつけるって意味ではこれ以上ないほど効果的だろうよ」

　殺人の現場というだけで衝しよう撃げき的てきだというのに、そこに血文字が残されていたとしたら、二度と忘れることがないほど強きよう烈れつな印象を与えることだろう。

「書くのに使われたのは……そこに落ちているモップみたいですね」

　遺体の傍かたわらに落ちている、血に塗まみれて毛先が凝ぎよう固こしているモップを緋澄は指さす。

　陸也は懐ふところから小こ瓶びんを取り出し角砂糖を口の中へと放り込んでから、しばらくそのモップを眺め続けていた。

　そして、陸也はおもむろに放り捨てられていた遺体の腕うでを手に取る。

「……陸也、何をするつもりですか？」

「ん、ただの実験ってやつだ」

　もはや人間らしい感かん触しよくが残されていない腕を掴つかんだ陸也を見て、リソレは驚きよう愕がくと嫌けん悪おの入り交じった妙な表情を浮かべたが、陸也は気にする様子もなく壁へと歩み寄る。

　壁を向きながら死体の腕を振るうという奇き行こうに走る陸也を見て、リソレは傍ぼう観かんしている緋澄へと尋たずねる。

「……裁判官殿どの、彼は一体何をするつもりなのですか？」

「近寄らないでもらえますか、変態ロリコンさん」

「リソレです。せめて名前くらいは覚えていただきたいのですが」

「……面倒な人ですね。それでは変態ロリコンのリソレさん。身の危険を感じるので近寄らないでいただけますか」

「ご安心を。裁判官殿はたしかに小こ柄がらですが、自分は十二歳さい以下の女子にしか興味がない人間です。ですから裁判官殿は対象外となっております」

「安心はしましたが、あなたの息の根を止めたい衝しよう動どうに駆られますね。それはさておき、先ほどの質問に答えると私も意図が掴めていないので、しばらく見守る方が吉きちでしょう。陸也は突とつ発ぱつ的てきに行動しますが、無駄な行動はしません」

　そう陸也への評価を告げて静観する緋澄にリソレは怪訝そうな表情を向けながらも、二人は陸也の奇き怪かいな行動を見守っていた。

　しばらくの間、遺体の腕を振るっていた陸也だったが……やがて、大きく息を吐はいてから動きを止めて地面に腕を置いた。

　そして一言。

「腕だとやっぱり書きやすいな」

「…………は？」

「だから、腕を使うと文字が書きやすいって思っただけの話だ」

　そんな陸也の呟つぶやきを聞いて唖あ然ぜんとしているリソレに対し、緋澄は合が点てんがいったように「なるほど」と呟きを漏もらした。

「……申し訳ありません、裁判官殿。自分にもわかるように教えていただけますか。調査に進展があれば報告を行いたいので」

「私ではなく、陸也に直接訊けばいいのでは？」

「訊き返した瞬しゆん間かん殴なぐり飛ばされそうなので、まだ対話ができそうな裁判官殿にお願いしようかと思った所存で……」

「よく理解しているようで何よりです。こちらとしてはあなた方に教えるのは別に構いませんが……そうですね。ここは一つ取引をしましょう」

　指を一本立てながら、緋澄は言葉を続ける。

「今後調べ物をする際、あなたにはこちらが欲ほつする情報を流していただきます。憲兵ならばさらに踏ふみ込んだ情報を持っていることでしょうしね」

　そう提案する緋澄の言葉を聞き、リソレは困惑と疑問の入り交じった複雑な表情を浮かべた。

「し、しかし……捜そう査さ情報ならば自分を介かいさなくても手に入るのでは？」

「そんなことをすれば改ざんされた情報を渡されるのが目に見えているので、こうしてあなた個人に話を持もち掛けているのです。憲兵隊の分長であるあなたならば、憲兵隊内にある情報の多くを閲えつ覧らんすることが可能でしょうし、他者を介するより信しん憑ぴよう性せいがあります」

「……自分が情報を改ざんして伝える可能性については？」

「逆に訊きますが、あなたが情報を改ざんする利点はありますか？　陸也に殴られた恨うらみ、というのならば納なつ得とくはできますが、仮にそれを理由に改ざんした情報を渡したとしても、素人しろうとの行った稚ち拙せつな改ざんならば私だけでなく、陸也も確実に気づきます」

　言葉と共に、緋澄は親指を立てて陸也を指さす。

「そして、彼は他人にナメられるのが死ぬほど嫌きらいという困った性格なので、その相手にあらゆる手を尽つくして報復します。それ以外にも、あなたが改ざんを行うことで不利になる点はいくらでも挙げられるでしょう」

　畳たたみ掛けるように緋澄は言葉を並べ立てる。

「対して、私たちへ情報を流す対価として私たちは《切り裂きジャック》について考察した事柄の全すべてをあなたへと提供します。憲兵であるあなたに言うのは憚はばかられますが、数すうヶか月げつ以上続く犯行に対して何一つ捜査を進展させることができないこの国の憲兵隊では《切り裂きジャック》の正体はおろか、今後の犯行を止めることすらもできません。ですが私たちに協力をすれば、あなたは国の誰もが止められなかった《切り裂きジャック》を止めた人間として、輝かがやかしい功績を手に入れることができます」

　さて、と緋澄はリソレへと真まっ直すぐ緋ひ色いろの瞳を向ける。

「考える余地はまだありますか？」

　淡たん々たんと語り終えた緋澄を見て、リソレはどう判断すべきか悩なやみ、押し黙る。

　そんなリソレの様子を見ながら、緋澄は小さく息を吐はいてから口を開く。

「まぁ……ここまで言っておいてなんですが、既に選せん択たく権けんはありません。協力を拒こばめばその時点であなたは陸也の怒いかりを買うことになりますし、先に言ったようにおかしな真ま似ねをしたら、問答無用でそこに転がっている死体以上に無残な死体が一つできあがります」

「ぜひ協力させていただきますッ！　裁判官殿ッ！！」

　即そく座ざに姿勢を正したリソレを見て緋澄は満足そうに頷いてから、先ほど陸也が行った行動の意味について答えた。

「彼は先ほど、死体の腕を使って壁の文字をなぞっていたのでしょう」

「文字をなぞる……とは？」

「言葉の通りです。壁に書かれている文字を、死体の腕を使って書いた場合どうなるか、それについて検証していたわけです」

「ですが……血文字を書くのに使われたのはあの血に濡ぬれたモップのはずでは？」

　リソレの言葉に対して緋澄は静かに頷く。

「壁に書かれた際にモップが使われたのは間ま違ちがいありません。……時にリソレさん、憲兵は《切り裂きジャック》の犯人像についてどのような見解を持っていますか？」

「我々の調べでは……《切り裂きジャック》は死体をバラバラにする力を持つことから男性であると見ています。しかし体格などの身体的特とく徴ちようは乏とぼしく、人ひと混ごみに紛まぎれたら忘れてしまうような人物、ではないかと」

　さらに、リソレは壁に書かれた文字を見上げながら犯人像を語る。

「今回壁に書かれた文字の位置から察するに、《切り裂きジャック》の身長は平均男性とほぼ同等であると考えられるため、先の見解に信憑性が持てるかと」

「……なるほど。ただの殺人鬼相手ならば悪くない見解だとは思います」

　しかし、と緋澄は同じように壁を見み据すえながらリソレへと尋ねる。

「それでは仮にその犯人像の身長が一いつ般ぱん男性の平均身長であると仮定して、先ほどの陸也の言葉を考えてみてください」

　そう言われてリソレは壁を眺めている陸也へと視線を向ける。陸也の身長は平均よりもやや高い、といった部類だろう。

「陸也は先ほど死体の腕を使って文字をなぞった時に『書きやすい』と言いました。ですが、そこに落ちている柄えの長いモップを使って文字を書いた場合、陸也は何と言うと思いますか？」

「それは……当然、書きにくいと言うに決まって――」

　そこまで口にしたところで、リソレは顔を上げた。

「はい、モップを使った場合だと血文字が『書きにくい』のです。さらにモップで血文字を書く場合、死体から流れる血ち溜だまりにモップを浸ひたす必要があります。悪趣味だとは思いますが、先ほど陸也が行ったように死体の腕を使って文字を書けばその必要も無くなり、現場に残らなくてはいけない時間も短縮されます」

「で、ですが……犯人が潔けつ癖ぺき、もしくは痕こん跡せきを残さないようにモップを使った可能性は？」

「どちらも理由としてはあり得ません。潔癖であるならそもそも返り血を浴びる派手な殺し方を嫌いますし、血のついた足あし跡あとや手形などそれらに類する物を一切残していないことから、痕跡を残さないように細心の注意を払はらっているはずです。それなら先に言ったようにモップを使うという無駄を避さけるはずですが……犯人はそれを行いました」

　つまり、と緋澄は指を立てながら語る。

「モップを使うことで犯人に利点があった。それは先ほど伍長さんが口にしたように、確かに意味のある行動だったと見られます」

　先ほどリソレが口にした言葉。

　壁に書かれた文字の位置から、身長は平均男性とほぼ同等であると考えられる。

「文字の位置を高くして、犯人像を偽いつわるため……と？」

「それと同時に、文字の位置から背格好を特定させないようにするため、でしょうか。ということで話をまとめましょう」

　そう前置きをしてから、緋澄はリソレへと告げる。

「犯人はモップを使っても無理なく血文字が書ける、少なくとも平均男性よりも身長が下回る人物。そして、殺人を犯おかしながらもそのような細かい偽ぎ装そうを施ほどこす点に頭を回すことができる人物、ということです。ついでに言いますと、これが魔ま法ほう使つかいの仕し業わざだとすれば死体をバラバラにするのに老ろう若にやく男なん女によは関係無くなりますので、男性であるという考えも捨ててしまって結構です」

　緋澄の言葉に感心していたリソレはすぐさま懐から適当な紙を取り出して、先ほどの言葉を書き記し始める。性せい癖へきに問題はあるようだが、仕事に関しては熱心らしい。

　メモを記しているリソレをその場に置いて、緋澄は壁を見つめている陸也に近づいて声を掛ける。

「陸也、とりあえず新たな情報源を見つけましたので、何か気に掛かることがあったらそちらについての情報を手に入れることができるかもしれません」

「ん？　ああ、さっきおっさんと喋しやべってたのはそういうことか。情報の信用度についてはどれくらいだ？」

「あなたに対して異常なほどの恐怖心を抱いているので、信用については高いかと」

「ま、自分の命が懸かかってれば下手なことはしないだろうし、人間性はともかく情報源としては多少信用してやるよ」

　そう口にする最中も、陸也は壁に書かれた文字から目を離はなさない。

「何か、まだ気になる点がありましたか」

「いや……緋澄、お前はこれを挑ちよう戦せん状じようだと思うか？」

　そう問われ、緋澄は再び壁の血文字を見る。
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「……私にはそのような内容に見えますが」

「そりゃそうだよな。ただ……俺には別の意味に見えたもんでよ」

　首を傾かしげる緋澄に向けて、陸也は壁を見つめながら語る。

「今まで《切り裂きジャック》は封書などを送りつけていたらしいが、挑発が目的なら今回もそれで構わないはずだ。血文字の方がより挑戦的な態度とも見られるとはいえ、自身に繋がる痕跡を残す可能性を天てん秤びんに掛ければ今回の行動は無駄にも程ほどがある。それがわからねぇほどこいつは間ま抜ぬけじゃない」

　現にモップによって書かれた文字から、陸也たちは《切り裂きジャック》に関する足あし掛がかりを得ており、それは封書であった場合決して手に入れることのない情報だった。

「それなのに……自分の身がバレる危険を冒おかして、こんな文言を残して俺たちに何を伝えようとしてるのか、って思ってよ」

　神しん妙みような面持ちを浮うかべ、見えない誰かと対話するように血文字を見つめる陸也。

　しばらくそうしていた陸也だったが、隣となりに立つ緋澄が腰こしに手を当てて眉まゆ根ねを寄せていることに気づいた。

「どうした、腰でも痛めたか？」

「なぜそういった考えに至るのかはさておき……見えない誰かと会話しているのは構いませんが、あまり目立つことをされると私が面めん倒どうになるのです」

　緋澄の言葉が何を指しているのかを察し、陸也はそれについて答える。

「俺たちの正体がバレても問題はないだろ。別に裁判官を騙かたってるわけじゃねぇし」

「それだけじゃなく……あまり陸也に先走られると、私の振ふる舞いが難しくなるのです」

　不服そうでありながら、どこか悲しくも見える表情を浮かべる緋澄に対して、陸也は大きく溜ため息いきをついた。

「俺が先に突つっ走ぱしれるのは、お前が俺の後ろで見ているからだ。頼たよれる相棒ってのはそうやって背中を任せられる存在のことだろ？」

　帽ぼう子し越ごしに緋澄の頭を乱暴になでてやると、当人は呆あつ気けに取られたように固まっていた。

「なんだ、こういった行動は別に構わねぇのか？」

「……いえ。どうせなら帽子越しではなく、直接なでて欲ほしかったと思っただけです」

　ズレた帽子を目ま深ぶかに被かぶり直したのを見て、陸也は笑いながら小さく息を吐く。

「へいへい、次から気をつけておくさ」

「もしちゃんとなでてくれなかったら、手を掴んでそのまま関節を折るのも辞さないので注意してください」

「お前なら本気でやりそうだから怖こえぇよ……」

「それなら別案として、今度帽子越ごしになでたら私の言うことを何でも聞いてもらうことにしましょう。これなら現実的です」

「どちらにせよ、何やらされるかわかったもんじゃねぇな……」

　普ふ段だん通りの淡々とした口調で恐おそろしいことを口にする緋澄だったが、そんなやり取りの最中に小さな笑えみを浮かべていた。どうやら多少機き嫌げんは直ったらしい。

「そういや、あのおっさんから情報が手に入るって言ってたよな」

「はい。公式、非公式問わずに手に入る情報の幅はばは広いかと思われますが、精細さと情報確度は若じやつ干かん欠けるかもしれません」

「視点を広げればそうなるのも仕方ないさ。噂うわさや下町情報みたいなのはあのチビから聞けばいい。情報源に適した情報を得るって形を取ればいいさ」

　角砂糖を口に放り込んで小瓶を懐にしまってから、陸也は憲兵に指示を飛ばしているリソレを呼びつける。

「おい、おっさん」

「ひいッ！？　な、なんでしょうか！？」

「大の男がビビりすぎだろ。欲しい情報があるから、揃そろい次第その資料を持ってこい。情報が一つ抜ぬけるごとに指一本折るから忘れるんじゃねぇぞ」

「そう言われて忘れるほど自分は豪ごう胆たんな人間ではありませんので……。しかし、所しよ詮せん分長の身でしかないので、機密文書などは難しいかと」

「そんなもん無む茶ちやして持ってこいなんて言うほど俺も鬼おにじゃねぇよ」

「いきなり蹴けりを入れてきた人のセリフじゃないと思うのですが！？　巻き込まれた自分は倉庫の中でしばらく気絶していたんですよ！？」

「どうせお前もロリコンだったんだからいいじゃねぇか。とにかく、俺たちが欲しい情報は機密なんて大層なものじゃなく、憲兵なら誰だれでも閲覧できそうな情報だから安心しとけ」

「既すでに憲兵の守秘義務に反するのでは安心はできないのですが……」

「存在意義が怪あやしい義務を犯して自分の命が助かるんだ。安いと思っとけ」

　そう言いながらリソレの肩かたを軽く叩く際、陸也はその懐に調べ物について記したメモを忍しのばせる。これで他の憲兵に見られて面倒なことになる心配もない。

　他に気になる点がないか現場を細かく注視していた陸也だったが、隣に立っていた緋澄が集まっている野次馬の中に見覚えのある姿を見つけた。

「シエルちゃんじゃないですか。無事で良かったです」

「あ、緋澄さんっ！　無事というか、仕事から戻もどったら貧民街が騒がしくて、気になって様子を見に来てみたんだけど……」

　緋澄は人の波に呑のまれそうになっているシエルの下へと近づき、それに続いて陸也も人波の少ない場所へと移動する。

「えっと……もしかして《切り裂きジャック》が出たの？」

「はい。殺害方法などから見て《切り裂きジャック》で間違いありません。犯行は昨夜だと思われますが……シエルちゃんに大事がなくて良かったです」

　シエルの小さな身体からだを優やさしく抱きしめる緋澄だったが、まだ状じよう況きようを上う手まく把は握あくできていないシエルは困こん惑わくの表情を浮かべている。

　そんな中、陸也はシエルへと尋ねた。

「チビ、昨日の夜に出歩いている時、何か妙なことはあったか？」

「妙なことって……？」

「何でもいい。妙な人間を見たとかでもいいし、普段とは違ちがう何かがあったならそれを思い出してみろ」

　突とつ然ぜん訊きかれたシエルは目を閉じ、昨夜のことを思い出すように俯うつむいてから……やがて、その顔を上げた。

「……《切り裂きジャック》が出たのって、昨日の夜なんだよね？」

「ああ、それについては間違いないだろうよ」

「たぶん……貧民街に見慣れない人がいたとしたら、あの子が吠ほえてるはずだよ」

　言いながら、シエルは野次馬たちに向かって吠え続けている黒犬を指し示す。

「あの子の声って結構響ひびくから、わたしが貧民街から移動している間くらいまでしかわからないけど……少なくとも、その間は吠えてなかったと思う」

「……緋澄、お前が起きてる間に犬の声、もしくは悲鳴とかは聞こえたか？」

「そう尋ねるということは、陸也も聞いていないということですね。私たちは屋内にいたとはいえ、静まり返った夜中にそれらを聞きき逃のがすということはないはずです」

《切り裂きジャック》が貧民街を訪おとずれて凶きよう行こうを起こしている間、あの黒犬は一度たりとも吠えることはなかった。

　その事実が示している一つの意味。

「《切り裂きジャック》は貧民街に縁のある人間、ということですか」

　神妙な面持ちで呟いた緋澄の言葉にシエルは驚愕を露あらわにする。

「魔ま法ほう使いである《切り裂きジャック》の使っている魔法が判明していない以上、犬に感知されず貧民街へと入り込むことができる魔法という可能性も十二分にありますが……先に挙げた可能性も考こう慮りよに値あたいするものかと」

　そんな緋澄の言葉を黙だまって聞いていた陸也だったが、やがてシエルへと顔を向ける。

「チビ、今まで《切り裂きジャック》がこの貧民街で事件を起こしたことは？」

「たぶん……今回が初めてだと思う。兵士さんは被ひ害がい者しやに関連性は無いって言ってたから、いつか貧民街でも事件が起こるんじゃないかとは思ってたけど……」

　不安そうに顔を伏ふせながら答えるシエルを見て、陸也はガリガリと頭を乱暴にかいた。

「チッ……考えるのが面倒になってきやがった」

「……陸也？」

「とりあえず一いつ旦たん考えるのは後だ。まずは飯でも食わないとやってられねぇ」

　陸也の言葉には苛いら立だちが交じっていたが、それを聞いた緋澄は眼めを輝かせた。

「それは良い案です。空腹だと頭の回転も鈍にぶりますし、身体の動きも低下します。朝ということもあるのでしっかりと栄養を摂とりましょう」

「二人とも死体を見た後なのに、よくごはんを食べるって気分になるね……」

「別に国を渡わたり歩あるいてれば死体なんざ珍めずらしいものでもねぇし、気が滅め入いって食事ができないなんて繊せん細さいな奴やつがこんな仕事できるかっての。いいから美う味まい飯屋に案内してくれ」

　面倒そうに溜息をつきながらそう告げてから、陸也たちはシエルの先導によって貧民街から食事処どころのある表通りへと向かうことにした。
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　やや朝食時から遅おくれたせいか、表通りにある食事処にはあまり人の姿がなかった。

　だというのに、陸也たちが座すわるテーブルは周囲の客から注目を集めていた。

「……なんというか、やっぱり二人って変だね」

「あ？　何が変だって？」

「なにかおかしなところでもありましたか？」

　不ふ機き嫌げんそうに眉根を寄せる陸也と無表情のまま首を傾げた緋澄がシエルへと尋ね返す。

　テーブルには既に三人の料理が置かれており、シエルの前にはロールパンとベーコンエッグ、そしてフルーツジュースといった定番の朝食が置かれている。

　そして陸也たちの前にも既に食事が並べられているのだが――

「昨日の夕飯の時もおかしいと思ったけど……やっぱり変だよね」

　交こう互ごに二人の食事を見比べてから、シエルは怪け訝げんな表情を浮かべた。

　陸也の前に置かれているのは芳ほう醇じゆんな香かおりを漂ただよわせるコーヒーに、朝食にしてはやや重いかもしれない、ホイップとカスタード、そしてチョコソースに彩いろどられたパンケーキ。

「なんだ、俺おれみたいな奴が朝に甘あまいもん食ってると不満か」

「い、いや……たしかにイメージに合わないとは思うけど……一番おかしいのはそこじゃないと思う」

　言いながら、シエルは緋澄の前にある料理……より正確には、別のテーブルにまで並べられている料理たちへと視線を向ける。

　この国では朝昼夕の中で一番朝食に重きを置いている節があり、朝食でしっかりと食事をとることで一日元気に働こうという思考が国民にはある。

　そのため朝食時におけるメニューは多種にわたるだけでなく、その量も非常に多くなっているのだが、緋澄が注文した料理の数々は度を越こしていた。

　ロールパンに野菜を挟はさんだサンドイッチ、ベーコンエッグにソーセージ、キッパーと呼ばれる魚の燻くん製せいに目玉焼きを載せた物、メインディッシュとされるトマトや茸きのこのソテーにベイクドビーンズ、そして動物の血液を材料として加えたソーセージの一種であるブラックプディング、デザートはコンポートにして出だされた各種のフルーツたち。

　言葉として並べ立てることにすら苦労する料理たちは三人で食べるためではなく、緋澄一人の食事として注文されたものである。

「ふむ。このブラックプディングはなかなかいいですね。血が混じっているので必要な鉄分が手軽に摂せつ取しゆできますし、レバーなどよりもクセがないように思えます」

　そんな感想を口にしながらも緋澄の手は休むことなく動き続け、機械的な動きで並べられている料理たちを咀そ嚼しやくして飲み込んでいく。店にあるほぼ全ての料理を注文したというのに、既に半分が緋澄の体内へと消えていることに驚おどろきを隠かくせない。

「言っただろ、こいつはよく食べるって」

「よく食べるって度合いを越えてる気がするんだけど……緋澄さん、そんなに食べて本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ご安心を、私はいくら食べても太りません」

「問題なのはそこじゃないと思うんだけど……」

「ふむ。それでは私のお腹なかや体調についての心配といったところでしょうか。たしかに朝食としてはやや重すぎたかもしれませんが、少し食べ過ぎるくらいだったら特に問題はないと思います」

　目の前にある料理をひたすら平らげて皿を重ねていく緋澄は表情すら変えずにそう言い切った。ただの食事風景だというのに恐きよう怖ふすら覚える。

「ま、食事はこいつにとって唯ゆい一いつの楽しみでもあるから、あんまり気にしてやるな。それよりお前は自分の飯をさっさと食え。どうせ普段まともな食事なんかしてねぇんだろ」

「う、うん……あんまり外で食事しないから、ありがたく御ご馳ち走そうになるけど」

　緋澄の食べっぷりにやや引いていたシエルだったが、陸也に促うながされたことでカトラリーのカゴの中からフォークを手に取り、自身の料理に手を付け始める。料理を口に含ふくんだ途と端たん表情が明るくなったところを見ると、まともな食事は久々なのかもしれない。

　面倒そうに小さく切ったパンケーキを口に運んでいた陸也は、フォークのみでベーコンや目玉焼きを食べるシエルの姿をしばらく見つめていた。

「そういや……お前がいた孤こ児じ院いんの院長は東洋に住んでたって言ってたけど、箸はしとかの扱あつかいも教えてもらってたのか？」

「うん、お箸の使い方も教えてもらってたし、孤児院ではいつも箸で食べてたよ。この国では使わない食器だから、孤児院を出てからは使ってないけど」

「ほぉ、それならどれくらい使えるか試ためしてやろうじゃねぇか」

　そう言ってから、陸也は懐から円えん筒とう状じようの漆しつ器きを取り出してシエルへと放り投なげる。

　慌あわてて受け取ったシエルがその筒つつのフタを開けると、中には漆器同様に高級感を滲にじませている黒こく檀たんの箸が収められていた。

「野宿で食器がない時や、たまに国が恋こいしくなった時に俺が使ってる箸だ。ちゃんと使った後に殺さつ菌きんしてあるから安心しろ」

「……陸也さんって神経質？」

「うるせぇ、さっさと使ってみろ。それとも箸が使えるってのは見み栄えだったのか？」

「見栄じゃないし、ちゃんと使えるもんっ」

　陸也の言葉に頬ほおを膨ふくらませながら、シエルは黒檀の箸を手に取ってみせる。

　その箸を持つ手の形はとても綺き麗れいなものであり、人差し指を器用に動かしながらパチパチと箸を打ち鳴らす。

「ほら、ちゃんと使えたでしょ？」

「みたいだな。んじゃその箸はお前にくれてやるよ」

「……え？　でも、これって大事な物なんじゃないの？」

　陸也の言葉に驚くシエルだったが、陸也は頬ほお杖づえをついたままぶっきらぼうに答える。

「フォークで食いにくそうにしてるのを見ると、こっちがイライラしてくるんだよ。そっちの方が使い慣れてるみたいだし、食いやすいならその箸を使っとけ」

　唐とう突とつに箸をプレゼントされて呆気に取られていたシエルだったが、やがて嬉うれしそうに口元に笑みを浮かべた。

「……うん、ありがと。大切に使わせてもらう」

　渡された箸を使ってシエルが食事を再開したのを見てから、陸也も再び緩かん慢まんな動作で自身のパンケーキを口に運び始めた。

　ベーコンエッグを箸で器用に食べるシエルを眺ながめていた緋澄は、やがて眉にわずかながらシワを作る。

「陸也、私には何かないのですか」

「は？　突とつ然ぜんなんだよ」

「ですから、普段から相棒として傍らにいる私には何かないのですか」

　妙みように力の込められた視線に若干身を引いた陸也だったが、やがて緋澄の要求している物に気づいた。

「なんだ、最初に一切れやったのにまだ食い足りないってのか。そんなに食いたかったら勝手に食っていいぞ」

　パンケーキの皿を緋澄の方へ少し寄せてやるが、緋澄の表情は晴れない。

「……いえ、そういった意味ではないのですが」

「だったらどういう意味だ。まぁ食わないなら別にそれでいいけどよ」

「食べないとは言ってませんから」

「……おい、ちょっと待て。まさか本気で食べる気じゃないだろうな？」

「いえ食べます。陸也の分なんて残さないので、あとでお腹が減っても知りませんから」

　少しだけ焦あせった様子を見せる陸也を置いて、緋澄は少しだけ荒あら々あらしい動作で皿のパンケーキを口の中へと放り込んでいき――

　直後、その動きを唐突に止めてテーブルへと突っ伏ぷした。

「ひ、緋澄さんっ！？　大だい丈じよう夫ぶ！？」

　今まで尋じん常じようではない量の食べ物を放り込んでも平然としていた緋澄が倒たおれたのを見て、シエルが慌てて駆かけ寄よる。

「ぅ……ぁ、甘、過ぎる……」

　緋澄が蒼あおい顔をしながら消え入りそうな声でそう呟いたのを聞き、陸也は深々と溜息をついた。

「俺がこんな甘さの足りないパンケーキを普ふ通つうに食うわけないだろ。いつも角砂糖を載せるか、蜂はち蜜みつと砂糖をじっくり煮に詰つめた激甘ソースをかけるかして食ってただろうが」

「何その聞いてるだけで胸焼けしそうなソース……」

「俺専用に作ったソースだ。どれくらい甘いかは緋澄を見ればわかる」

「なんでそんな殺人ソース食べて平気なの！？」

「平気とかそういう話じゃねぇんだよ。使い魔まってのも魔法使いなんだから、当然同じように《法》に縛しばられてるってことだ」

　そう口にしてから、陸也はテーブルに置かれている角砂糖を次々とコーヒーに放ほうり込んで無理やりスプーンでかき混ぜていく。もはや砂糖が飽ほう和わして半固形物のコーヒーに限りなく近い何かへと変わっていたが、当人は気にする様子もなく胃の中へ流し込んでいる。

「えっと、つまり《法》があるから陸也さんは無理に甘い物を食べなきゃいけないの？」

「別に無理をして食べてるわけじゃないぞ。俺は元々大がつくほどの甘あま党とうだし、そのソースだって美味いと思って使ってるだけだ」

「それってやっぱり陸也さんの味覚がおかしいってだけじゃ――ってああ緋澄さんの表情が青からなんか言い表せないような色に変わってきてる！？」

「……ぅぷ、大丈夫、です。一度口にした食べ物はなんとしてでも消化するのが……」

「絶対さっき食べたパンケーキは消化しちゃいけない物だと思うよ！？　えっと、どうしよう……とりあえず、お水お水！！」

　指を絡からめながらあたふたと慌てていたシエルは、テーブルに置かれていた水を手にとって緋澄へと手て渡わたす。

「ったく……珍しく最初の一口以外を食ったかと思いきや、甘さでダウンするなんて情けないったらありゃしねぇ」

「甘さでダウンする物を食べて平然としてるって味覚おかしいよね！？」

「へいへい。俺は味覚がおかしいですよ、っと」

　シエルにそう言われて、陸也は面おも白しろくないと鼻を鳴らした。

「ところでチビ、お前今日は他ほかに仕事とかあるのか。俺が調べ物をしてる間に緋澄を連れて帰ってやって欲しいんだが」

「え？　あー……本当は無かったんだけど、昨日のお仕事でちょっと失敗しちゃったから、その後始末にいかなくちゃいけないんだ。せっかくわたしを協力者に選んでくれたのに、あんまり手伝えなくてごめんね」

　緋澄の背中をさすっていたシエルが申し訳なさそうに眉尻を下げる。

　しかし陸也は怒りを見せるわけでもなく、ただ口こう端たんを上げて笑った。

「いや、気にするな。情報提供以外のことを手伝わせるのはそいつの生活を阻そ害がいするから、滅めつ多たなことじゃやらせるつもりはない。今回に関しては緋澄の奴をどうにかして欲しかったが……まぁ、手が空いている時以外は自分のことを優先しちまって構わねぇよ」

「……うん、わかった。でも協力を頼たのまれたからには、仕事が終わったら合流するよ」

　無理をするなと言っているのに、シエルは頑かたくなに手伝うと言い張る。

　昨日陸也たちと出会って夜も働いていることを考えると、シエルはほとんど睡すい眠みんを取っていないことになる。まだ年とし端はもいかない子供に過か剰じように手伝いを任せるのはさすがに酷こくというものだろう。

「だから、無理に手伝おうとしなくていいっての。とりあえず今日は一日中図書館で調べ物をするだけだし、戻るのも遅おそくなるから部屋で大人しく待ってろ」

「……うん、わかった。それじゃそろそろ行って来るねっ」

　緋澄の様子が落ち着いてきたのを確かく認にんしてから、シエルはブンブンと手を振りながら町中へと向かって行く。

「……無理に自分の身を削けずって、あいつは何をしてるんだかな」

　誰にともなく呟いてから、陸也は空を見上げる。

　流れている雲が増え、空は薄うすく曇くもり始めていた。
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　町が曇り空ぞらによって彩られつつある中、緋澄は陸也に背せ負おわれた状態のまま唸うなっていた。

「……すみません、陸也」

「無理に喋るんじゃねぇよ。そのまま背負われてろ」

　ぶっきらぼうにそう返す陸也に背負われながら、緋澄はその背中に顔を埋うずめる。

「本当に、すみません。裁判官はミスをしないというのに……」

　弱く消え入りそうな声こわ音ねで緋澄は呟く。

「まったくだ。裁判官はミスを犯さない。人であろうと魔法使いだろうと、その気になれば国を丸ごと裁くことができる。そんな裁判官にミスや失敗は許されず、それ故ゆえに裁きは絶対に正しいものであるとされている」

　そう言い放つ陸也の言葉を聞き、背中にいる緋澄が身を縮ませる気配を感じ取る。

「だが、裁判官だって所詮は人間だ。万に一つくらいはミスをするし、ちっぽけな人間じゃできることなんてたかが知れている。裁判官と使い魔が行動を共にして動くのは、そういった万が一を埋めるためでもあるんだよ」

　語る陸也の表情は緋澄からは窺うかがえない。

「いつまでも落ち込んでんじゃねぇよ。お前だからこそ任せていることだし、変なことを考える前にもっと胸張って堂々としてろ」

　そんな普段と変わらぬ口調で告げた後、陸也は少し間を置いてから言葉を続ける。

「それと……なんだ、昨日抱かかえてやるって言ったのもこれでチャラだ。だから機嫌直せ」

　不ふ貞て腐くされたような陸也の言葉を聞いて、緋澄は思わず笑みを漏もらした。

「……なに笑ってんだよ」

「いえ、すみません。陸也は本当に女の子を慰なぐさめるのが下手だと思いまして」

「チッ……そんなもん得意になる必要もねぇだろうが」

「そうですね。女の子に対して軽口を叩たたいている陸也を見るのは、この世の物とは思えない怖おぞ気け立つ光景だと思います」

「愛してるぜ、緋澄」

「…………しっかり感情を込めて、もう一度お願いします」

「こっちまで吐き気けと寒気が止とまらなくなるから却きやつ下かだ」

「……それくらいなら、我が慢まんしてもう一度言ってくれてもいいでしょう」

　不貞腐れるような声音で、緋澄は陸也の背中を何度も叩いてくる。残念な気持ちを表しているのか、なかなか力が込められていて痛い。
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「それについては置いとくとして……元気が出てきたならそろそろ下りてくれ。もう目的地にも着いたことだしな」

　そう言われ、緋澄は陸也の肩かた越ごしに見える建物へと視線を向ける。

　他の建物より群を抜いて大きいドーム状の建物。

　入国の際に手に入れた地図には国立図書館と記き載さいされていたと記き憶おくしている。

「そういえば調べ物をすると言っていましたが……何について調べるのですか？」

「そりゃもちろん、調べ物ってのは過去に起こった情報について収集することだ。ついでに未来の出来事も図書館に置いてあれば楽で助かるんだがな」

　屈かがんで緋澄の身体をゆっくりと下ろしてから、陸也は豪ごう奢しやな門もん扉ぴを抜けて図書館へと足を踏ふみ入いれる。

　見上げるほど高い天てん井じようの下、壁かべ一面に整せい頓とんされている本たちを見て陸也は鼻を鳴らしてから、受付にいる司書へと声を掛かけた。

「ちょっといいか。図書館に保管されている過去に発行された新聞を閲えつ覧らんさせてくれ」

「はい、かしこまりました。調べ物の年代や月日がわかっていれば、書しよ架かへとご案内させていただきますが、いかがされますか？」

　横おう柄へいな物言いの陸也に対しても笑え顔がおを崩くずさずに対応する司書の言葉を聞き、陸也は考え込むように顎あごへと手を当てる。

「そんじゃ……《切きり裂さきジャック》について書かれてる新聞って、いつ頃ごろの物かわからねぇかな」

「ああ、それならすぐにわかりますよ。あなたたちの他にも、ゴシップ好きな人たちが好こう奇き心しんで調べに来たりしますしね」

「そいつは好都合だ。悪いが案内……と、その前にこの国の辞書ってあるか？」

「辞書……もしかして、外の国から来て文字が読めないということでしょうか？」

　陸也の黒くろ髪かみ黒目を見て司書はそう判断したらしいが、陸也は首を横に振った。

「いや、文字や言語は国が違っても、大陸ごとである程てい度ど共通しているから読めないわけじゃない。ただ、細かい語句の意味合いとかは国で微び妙みように違ってたりするからよ」

「なるほど、失礼しました……ええと、国語辞典はこちらです。お帰りの際にカウンターへと返へん却きやくをお願いしますね」

　司書から分厚い辞書を手渡され、「こちらです」と先導する司書を追って陸也たちは書架へと向かう。

　見上げるほど高い書架にしっかりと整頓されている過去の新聞たちの番号を眺めてから、司書は仕切りの一つを指さした。

「この仕切りから左側が《切り裂きジャック》について書かれている新聞ですね」

「ってことは、この右側はそれ以前の記事ってことだよな？」

「はい。さすがに日にちまでは覚えていないので、そこは御ご自じ分ぶんで探してもらうことになりますが……」

「それくらいの手間は自分でなんとかするさ。ありがとよ」

　深々と頭を下げてからカウンターへと司書が戻っていくのを見て、陸也は辞書をパラパラとめくりながら隣の緋澄へと言う。

「さて……それじゃ調べ物といこうじゃねぇか」

「と言いましても、この名前の新聞は国全体で売られている最も有名な物です。《切り裂きジャック》について大々的に記されているとはいえ、多くの人間が目を通すということは、情報規制などによって価値が薄れているのでは？」

　そう尋たずねた緋澄に対して、陸也は首を横に振る。

「俺たちが調べるのは《切り裂きジャック》が出しゆつ没ぼつし始めた記事じゃなくて、それ以前の記事についてだ」

「それ以前の記事、ですか？」

「ああ。《切り裂きジャック》なんて殺さつ人じん鬼きがどうして生まれて、なぜ今も殺人を続けているのか。その原因となった事件がそれ以前に存在しているはずだ」

　そう言い終えると陸也は辞書を閉じてテーブルに置き、さっそく先ほど司書が指し示した仕切りの反対側から新聞を読み進めていく。

　そんな陸也を見つめてから、緋澄は再び尋ねる。

「……陸也は、既にその原因について心当たりがあるのですか？」

「もちろんだ。その原因を調べれば、《切り裂きジャック》が何を伝えようとしていたか理解することができる」

《切り裂きジャック》は陸也たちに向けた文言を残した。

　止められるものなら、止めてみせろ、と。

　そして《切り裂きジャック》は陸也たちが訪れたのと歩調を合わせるかのように、今までにはない行動を見せ始めた。

　封ふう書しよではなく、壁に書かき殴なぐられた血文字。

　貧民街という今までにない殺害現場。

　それらは全すべて親愛なる神に次ぐ人間……裁判官たちへと向けられた足あし跡あとに他ならない。

「……やはり、まだ追いつくことはできそうにないですね」

「あ？　何か言ったか？」

「いえ、何も。それよりも何について調べればよいのでしょうか」

　記事をひたすら追い続けている陸也は新聞から視線を外すことなく、どこまでもはっきりと緋澄に告げる。

「《切り裂きジャック》が出現する前になくなった、孤児院を探せ」

　新聞に手を伸のばそうとしていた緋澄の手が止まった。

　緋澄にその言葉の意味が理解できないはずがない。

　だからこそ、平静を装よそおっていてもその唇くちびるは微かすかに震ふるえている。

「……間ま違ちがい、ないのですか？」

「十中八九、だ。そこには確実に《切り裂きジャック》が魔法を発現した理由と、殺人鬼として在り続けている理由がある」

「何かの間違いということはあり得ないのですか。だって――」

「緋澄」

　鋭するどい、咎とがめるような声音が名前を呼ぶ。

「裁判官ってのはたとえ人間だろうと、魔ま法ほう使つかいだろうと、国であろうと、悪であるならば裁きを与あたえる。それが俺たちの仕事だ」

　その言葉に対して、緋澄は俯き押おし黙ったまま口を開かない。

　そして……意を決したように顔を上げてから、新聞に目を通し始める。

　まるでその姿は、陸也の言葉を否定するためのように見えた。

「……まったく、当たりどころか大当たりじゃねぇか」

　今回の任務について、陸也は普段よりも早く解決できるだろうと考えていた。

　天の悪戯いたずらというだけでなく、《切り裂きジャック》の手によって作られた状況。

　もう《切り裂きジャック》は限界なのだろう。

　身を削り、心を削ることに耐たえられないのだろう。

「しっかり汲くみ取とってやらねぇと、失礼ってもんだ」

　そう自身に言い聞かせるように口にしてから、陸也は再び膨ぼう大だいな文字を追い続けることに没ぼつ頭とうし始める。

　曇どん天てんのせいで空の色から時間経過を窺うことはできなかったが、着実に薄うす暗ぐらくなっていく周囲の中で、緋澄が目的の記事を見つけた。

「陸也、こちらの記事で間違いないかと思われます」

　調子こそ変わらなかったが、緋澄の様子はどことなく暗い。

　手渡された新聞を見ながら、陸也は探していた記事を読み上げる。

「……孤児院経営者、事故に巻き込まれ死亡」

　突然飛び出して来た車によって孤児院を経営していた女性は暴走する車に巻き込まれ、その際に頭を強く打って重傷を負い、搬はん送そうされた先で間もなく死亡した。

　当初は事故として考えられていた一件だったが、女性が勤めていた孤児院の経営は悪化の一いつ途とを辿たどっていたらしく、それを苦にした自殺であると最終的に結論が出された。

　経営難に陥おちいった孤児院を引ひき継つごうとする人間は現れなかったものの、残された子供たち十五名は無事里親へと引き取られる運びとなり、孤児院は閉へい鎖さされることになった。

　その下の写真では生前の院長らしい女性が優しそうな笑みを浮かべている。

　以前にも見たことがある女性の写真。

「……きっかけは、これで間違いねぇだろうな」

「ですね。しかし動機に関して言えば不十分だと思います。仮に慕したっていた人間の死によって魔法に目覚めたとしても、殺人を犯おかし続ける理由は存在しないはずです」

　緋澄の言葉通り、新聞記事に書かれている事こと柄がらのみでは《切り裂きジャック》が犯行を続けている動機を見み出いだすことはできない。

「たしかにこれだけじゃ不十分だが……それなら、理由として十二分となる何かを見つければいいだけの話だろうよ」

　怪訝そうな緋澄を他所よそに、陸也は笑みを浮うかべ図書館の入り口付近へと視線を向ける。

　その理由に関する情報は焦りを帯びた表情と共に図書館の扉とびらを開け、司書といくつか言葉を交かわした後に陸也たちの下へとやってきた。

「ッはぁ！　も、持ってきました！　時間も過ぎてないので指折るとかないですよね！？」

　肩で息をしながら、リソレは抱えていた封ふう筒とうを陸也へと手渡した。

「ああ、時間通りだ。わりと無茶な時間指定だったのによく間に合ったじゃねぇか」

「無茶だとわかってる時間を指定しないでもらえますか！？　事件処理をした後で資料室にこもって必死でかき集めるはめになったんですよ！？」

「ああ、わかったわかった。御ご苦く労ろうさん」

　息巻くリソレを無視して、陸也は封筒の中に入れられた資料をテーブルに並べていく。

　それを緋澄は横から覗のぞきこむようにして一枚の資料へと目をやった。

「これは……孤こ児じたちのリストですか？」

　資料には子供の名前と写真が添てん付ぷされており、その下にはどのような経けい緯いで孤児院にやってきたのか、そして子供の性格や趣しゆ味み、癖くせといった細かい部分も詳しよう細さいに記されていた。

「メモにあった要望通り、ここ最近閉鎖された孤児院が最後に預かっていた子供たちに関する資料の写しです。これでよろしいでしょうか？」

「ああ、上出来だ。あとはこいつらの行き先についてだが――」

「それについても自分が確認してきました」

「ああ？　候補地だけで相当な数があるはずだろ？」

「いえ、自分は休日の度に孤児院や教会、それらの施し設せつに顔を出しているものでして。訪問した場所を省き、残った半数の確認を行ってきたという次し第だいです」

「……ただのロリコンかと思ってたが、単純に子供好きってことらしいな。おっさんが意外なくらい優ゆう秀しゆうだったことも驚きだが」

「自分の命が懸かかっていたら全力を出すに決まっております！」

　額に冷ひや汗あせを流しながら答えるリソレだったが、半数まで絞しぼったとはいえ、今朝からこの短時間でここまで調べ上げるのは容易ではない。若い身で分長まで上のぼり詰つめただけのことはある。

「陸也、これらの情報が《切り裂きジャック》の動機に繋つながると？」

「それについては……おっさん、確認した結果について話してくれ」

　促した陸也の声音と雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、リソレは姿勢を正してから調査の結果について語る。

「使い魔ま殿どのから渡されたメモにあった『閉鎖された孤児たちのリスト、及およびその所在の確認』についての報告をさせていただきますが……その所在を追うことができた孤児は一人もいませんでした」

　納なつ得とくがいかないような表情のままリソレは報告を続ける。

「憲兵隊に残されていた資料には里親の名前、引き取られた孤児の名前、そして住所などの連れん絡らく先さきが記載されていて、その中には自分が訪れていた施設の名前もありましたが……自分はその子供を見たことがありませんし、その他の住所は既に廃はい墟きよとなっていたり、無人であったりするのがほとんどでした。本日確認を行った中で唯一有人であった教会の神父から聴ちよう取しゆを行いましたが、孤児はいませんでした」

「……それは、どういうことですか？」

　緋澄がリソレの言葉に口を挟むが、リソレ自身もわけがわからないといった風にただ首を横に振ふる。

「言葉の通り、としか言えないのです。孤児たちを引き取ったはずの里親はどこにも存在しておらず、教会にいた人間も『里親に立候補はしたが、引き取ってはいない』と言うだけで何も知らないようでした」

　顎に手を当てながらリソレの話を聞いていた陸也だったが、思い立ったようにリソレへと向き直って口を開く。

「おっさん、あんたこの孤児院が閉鎖された時も憲兵だったんだよな？」

「え、ええ。自分が憲兵になったのは十八の時なので、事件があった当時は既すでに憲兵として働いていましたが」

「それじゃ聞くが、里親が見つかるまでこの孤児たちはどこに住んでいたんだ？」

「一時的に国が預かるという形を取っていたと思います。何度か城内で子供たちの姿を見たことがありますし……いやはや、あの時は幼い女の子を城内で見かけることができたので、砂さ漠ばくの中にあるオアシスのように思えました」

「職務中に何考えてんだこのおっさん……」

　当時の光景を思い出して顔を綻ほころばせるリソレだったが、しばらくしてからその表情が沈しずんでいく。

「しばらくして、子供たちの姿を城内で見かけることが無くなって寂さびしくも思いましたが、里親が見つかって引き取られたという話を聞き、胸を撫なで下おろしたのを自分は今でも覚えています」

　微かに拳こぶしを震わせながら言うリソレの言葉を、陸也は何も言わずに聞いていた。

「子供たちには城内で簡単な仕事をしてもらっていましたが……子供では上う手まくこなせるはずもありません。だというのに、子供たちを疎うとんじていた大人たちは容よう赦しやなく叱しかりつけ、そのせいで悲しそうな表情をしていた子供たちの姿が今でも思い起こせます」

　苦々しい表情と共に唇を強く噛かむ。

「大人から虐しいたげられることもなく、引き取られた先で幸せになってくれるだろうと安あん堵どしたのに……子供たちはいったいどこに消えたというのでしょうか」

　目を閉じ、静かにリソレの言葉に耳を傾かたむけていた陸也はやがて口を開く。

「おっさん、もう用は済んだから帰っていいぞ」

「…………は？」

「だから、資料を届けてもらったからもう帰っていい。周囲に気を配って戸と締じまりして寝ねろ」

「で、ですが……孤児院の件と《切り裂きジャック》が関係しているというのなら、自分も最後まで裁判官殿どのたちに協力したいと――」

「だったら、俺たちを助けると思って帰れ。情報の見返りとして、事が全部済んだら全部話してやる。だから今は帰ってくれ」

　突つき放はなすような物言いの陸也に対して、リソレは何かを言おうと口を開くが、やがて諦あきらめたように口をつぐみ、「わかりました」と消え入りそうな声と共に踵きびすを返した。

「……意外にも、彼かれは正義感に溢あふれた方のようですね」

「性せい癖へきについてはさておき、根っこのところには子供を守りたいって気持ちがあるんだろ。そうじゃなきゃ、わざわざ休みを潰つぶして子供に会おうなんざ思わねぇよ」

「シエルちゃんの時は何も言わず、ヒゲの隣となりで立っていただけでしたけど」

「あれもおっさんなりの思いやりなのかもしれねぇぞ。日常的に仕事でミスをしていたみたいだし、あのヒゲ野や郎ろう以外の奴に叱られることだってあっただろうよ。そんな姿を見ていられなくて、あえて何も言わずに辞やめてくれるよう願ってたのかもな」

「……やけに彼の肩かたを持ちますね？」

「そんなつもりはねぇよ。所しよ詮せんは俺の想像だし、おっさんもただの変態かもしれない。どちらにせよ、真相なんて本人に問とい質たださないとわからねぇことだ」

　取り出していた新聞を書架へと戻もどし、資料をゴミ箱に放り投げて陸也は立ち上がる。

「緋澄、ちょっと端たん末まつを貸してくれ」

「はい、お好きなように」

　無造作に投げ渡された端末を受け取ってから、陸也は先日と同様の番号を打ち込んで電話を掛ける。

　数回ほどコールが鳴った後、通話相手が電話を取った。

『早かったな、もうそっちは状じよう況きようが終しゆう了りようしたのか？』

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらが画面に表示されると同時、そんな言葉を投げ掛けてくる。

「悪いがまだ状況は終わってねぇよ。ただ、こっちに来る時はありったけの医い療りよう器具を持ってきてくれって伝えたかっただけだ」

『……どういうことだ？』

「念のためってだけだ。もう手て遅おくれかもしれねぇが、もし間に合うなら必要になる」

『だから、まずは順を追って説明しろと――』

「悪いな。これからゴタゴタするから、お前らが到とう着ちやくしたら説明してやる」

　そう言って一方的に通話を切ってから、緋澄に端末を投げ返して外へと足を向ける。

　外へ出て見ると降ふり始めた雨が大降りになることはなく、シトシトと心ここ地ち好よい音を奏かなでながら町の景色を濡ぬらしていた。

　図書館を出る際、司書の厚こう意いによって余っている傘かさを渡わたされた陸也と緋澄は一つの傘に身を寄せ合いながら、雨に濡れる町並みを歩いて行く。

　互たがいに無言のまま、水音を楽しむかのように足元で水溜まりを撥はね、夜よ闇やみと雨あめ露つゆが満ち、僅わずかな明かりだけが灯ともる町中を歩き続ける。

「なぁ、緋澄」

「なんですか、陸也」

「俺おれ、雨って結構好きな方なんだ」

「ふむ。陸也のことですから服が濡れてウゼーと言うものだと思ってました」

「今だったらたしかにそう思うことは多いが……たまに、ガキの頃ころみたいに雨の中を傘もささずに走り回りたい気分にならねぇか」

「いえ、なにせ私は女の子なものでして。服が透すけて下着が見えてしまうと困りますので、あまり雨の中を走りたいとは思いませんね」

「そこは男女の相違ってやつだな。まぁ話を戻すが、ガキの頃はそうやってはしゃいでると妙に気分が晴れたもんだ。色々なものから解放されたような気分になってな」

　パシャリ、パシャリとわざと水音を立てながら陸也は振り向むく。




「お前はどう思う、《切り裂きジャック》」




　何も見えない、暗くら闇やみへと向けて陸也は問い掛ける。

　ただ静かに雨が降りしきる中、その問い掛けに対して返答はなかった。

　代わりに、暗闇から人ひと影かげが生まれた。

　まるで影の中から生まれ出るように、その人影は形を成していく。

　くすんでいる金の髪かみ。

　暗い影の中でありながら、僅かな光を反射して輝かがやく黒の双そう眸ぼう。

　パシャリ、と水音を立てながら影から一歩踏み出だした小さな身体。

「お前は雨を浴びるのが好きか？」

　呼ばれた人影は、またも陸也の言葉に答えない。

　ただ鈍にぶい光を放つ大おお振ぶりのナイフを持ちながら、感情を押し殺ころした瞳ひとみを陸也たちに向けている。

　それを見た陸也は驚おどろくでもなく、悲しむでもなく……ただ口端を吊つり上あげて笑った。

「……緋澄、わかってるだろうな？」

「はい。私は雨に濡れたいとは思わないので」

　持っていた傘を緋澄に預け、陸也は雨の中に一歩踏み出す。

「さぁ……ガキのように、はしゃぎ回ろうじゃねぇか」

《切り裂きジャック》へ言い放つと同時、拳を手の平に叩きつけて乾かわいた音を鳴らした。







三　殺人鬼が胸中に抱くもの







　依い然ぜんとして雨の勢いが変わることはなく、二人は雨に打たれながらただ睨にらみ合あう。

　ナイフを手に持つシエルの構えは弱々しく見えるが、隙すきの窺えないものであった。

「ずいぶんと慣れた様子じゃねぇか。それも母親仕込みってやつか？」

「……別に。陸りく也やさんたちみたいな面めん倒どうな人を相手にしてた時、こうした方がいいと思ってから自然とこうなっただけだよ」

　陸也の言葉が気に障さわったのか、ようやくシエルが反応を寄よ越こした。

「なんだ、素人しろうとばかり殺してる奴やつかと思ったが、意外と骨がありそうじゃねぇか」

「ありがと。使い魔の陸也さんにそう言ってもらえるなら、少しは嬉しいよ」

「それなら……もう少し嬉しそうに言え、ガキが」

　ナイフを構えるシエルの表情には、普ふ段だんのような豊かさが見られない。

　もしかしたら、仮面のように表情の無いそれこそが本来の顔なのかもしれない。

　懐ふところから黒の革かわ手て袋ぶくろを取り出し、陸也はそれを両手に嵌はめて感かん触しよくを確かめるかのように数度握にぎり込む。

「おら、先手はガキのお前に譲ゆずってやる。かかってこいよ」

　そう挑ちよう発はつした陸也に、シエルは憐あわれむような視線を向ける。

「……子供だと思ってるなら、陸也さんも死んじゃうよ」

「今まで殺してきた裁判官たちと同じように、ってか？」

　そう尋ねたところで、シエルの表情が僅かながら変化する。

「俺たちがこの国に来たのはただの視察じゃない。ここ最近、この先の国々を裁判官が訪おとずれていないって報告を《機関》から受けたもんでな」

　ある国から先では、裁判官たちはその道中で行ゆく方え不明になっているという話があった。

　強大な権力を持つ裁判官や魔法使いである使い魔を快く思わない国は少なからず存在している。

　そして、そういった国が裁判官たちに手を掛けることも珍めずらしい話ではない。

「裁判官も自分の身を守る以上の力を持っているし、あらゆる相手をねじ伏ふせる使い魔なんか相手にしても返かえり討うちに遭あうのが関の山だろうよ」

「……だけど、わたしはそんな人たちも殺してきた」

　その言葉に嘘うそ偽いつわりはない。

　現に裁判官たちが消え、その元げん凶きようがこうして目の前にいるのが何よりの証明と言える。

「ハッ！　《切り裂きジャック》様はずいぶんと腕うでに自信があるようだ」

　しかし、陸也はつまらなそうにそう吐はき捨すてる。

「たくさん殺したから強くなるわけでも、強い奴を殺したから強くなるわけでもない。お前はただ、殺すことに何も感じなくなった臆おく病びよう者もののガキだ」

　指の関節を鳴らしながら、陸也はただ笑えみを浮かべ続ける。

「相手を殺して何も感じないってのは、無意味にそいつを殺しただけに過ぎない」

「……殺すことに、意味なんてないよ」

「そうやってお前は今まで逃にげてきたってわけか？」

　一いつ瞬しゆん、シエルの身体からだが強こわ張ばったのを感じ取った。

「殺すことに意味はないと切り捨て、お前が殺していった奴らの死を背負うこともせずに逃げ続けてるってわけか」

「わたしは……逃げてなんかない」

　ナイフを構え、陸也を睨みながらシエルは呟つぶやく。

「逃げなかったからこそ……わたしは、ただ意味のない殺しを続けるしかないんだよ」

　絞り出すような声を聞きながら、陸也はただ鼻で笑う。

「それすらもただ逃げるための言い訳でしかねぇよ。殺しは殺し、悪であることに変わりはない。そんな悪すらも背負い……人間と魔法使いを裁くのが俺たち裁判官の正義だ」

　シエルを真まっ直すぐに見み据すえながら陸也は口を開く。

「そうやっていくつもの死を背負い込んで、糧かてとして立ち向かうのが真の強者って奴やつだ」

　悪あく魔まはただ獰どう猛もうに、楽しげに、愉ゆ快かいげに、笑いながら言い放つ。

「……ずいぶんと、狂くるった考えだね」

　抑よく揚ようのない声音でシエルは陸也の考えを否定する。

　そして、白はく刃じんを陸也へと向けた。

「それじゃ……どっちが正しいか確かめてみよっか」

「ああ、さっさと掛かってこいよ。俺はお前みたいに自うぬ惚ぼれてる奴の鼻を思い切りへし折るのが大好きなんだ」

「言われなくても……すぐに終わらせるよッ！！」

　瞬しゆん間かん、シエルの小さな身体が地面を駆かけた。

　常人では決してあり得ない、魔法使いが持つ常じよう軌きを逸いつした身体能力。

　雨あま粒つぶすらも斬きり裂かんとする鋭い剣けん閃せんが陸也に向けて振るわれる。

　そんな目視すら難しい一いち撃げきに合わせて、陸也は手の甲こうを使って白刃をいなす。

　そんな陸也の体たい捌さばきを見て動どう揺ようを浮かべることもなく、シエルは小こ柄がらな身体と得物の長さを活いかして追つい撃げきする。

　白刃の猛もう威いに追われる最中だというのに、陸也は楽しげに笑みを浮かべながらシエルへと語り掛ける。

「お前はなんで俺たちに自分の正体を明かそうとしたんだ」

　手て袋ぶくろの甲に仕込まれた鉄板とナイフの打ち鳴らす甲かん高だかい音を間近で聞きながらも、陸也が口を閉じることはない。

「今までの裁判官たちと同じように、気づかれない内にその息の根を止めれば済むことだったはずだ。それなのに、どうしてお前は自分から俺たちにヒントをバラ撒まき続けた？」

　思い返せばいくらでもそう取れる発言があった。

「《切り裂きジャック》は心臓を一突きしてから、手足をバラバラにする……目もく撃げき者しやは一人もいねぇのに、その手口を語ることでお前は俺に違い和わ感かんを植え付けた」

　誰だれも姿を見たことがない《切り裂きジャック》の手口は憲兵の人間すらも知らない。

　リソレですら死体について話した時、最初に心臓を一突きして絶命させているとは一言も口にしていなかった。

「貧民街の野の良ら犬いぬは人肉の味を知っている……だがこの国は他ほかと比べて豊かであり、貧民街には残飯なども多く見られた。野垂れ死ぬ奴はそういないだろうし、貧民街で殺人が起こったのはつい最近、ただの一度のみ。つまりあの犬は誰かに人肉を与えられなければ、その味を覚えることはない」
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　死体の小指は例外なく切り落とされ、《切り裂きジャック》によって持ち去られていた。

　死体をほんの一部とはいえ、処理をするには時間と手間が掛かる。

　適当な場所に捨てれば発見される可能性があり、埋めれば掘ほり返される可能性がある。小指一本であったとしても水分を多く含ふくむため焼しよう却きやくに時間が掛かり悪あく臭しゆうも漂ただよう。

　それ故に、エサとして与えることで物証を消すというのは理に適かなっていると言えた。

　なぜそこまでして《切り裂きジャック》は小指を切り取ることに固こ執しつしたのか。

「東洋などでは、指を切るという行こう為いは『約束を果たす』意味を持つ。それをお前は死体という大衆の目に触ふれることになる存在へと行うことで、約束は果たしたと第三者に向けて言外に伝えていたんだろうよ」

　そして《切り裂きジャック》は陸也たちが訪れてから、これまで取ることのなかった行動を起こし続けた。

「壁に書かれた血文字をモップで書いたのは、捜そう査さの目を誤ご魔ま化かすためじゃなく、《切り裂きジャック》は背の低い人間であることを伝えようとしたからだ」

　細工を加えるならば他にいくらでも方法があったというのに、《切り裂きジャック》は壁に血文字を書くという選せん択たくをした。

　それは、深読みをした人間ならば気づくだろうという前提で行ったものだ。

「犬が鳴かなかったということは、貧民街と縁えんのある人間であることに他ならない。そして縁がある故ゆえに情が湧わいたのか、それとも平時に発覚するのを恐おそれたのか、今まで貧民街による犯行を《切り裂きジャック》は避さけ続けていた」

　孤こ児じ院いんの件について調べる片手間に《切り裂きジャック》の犯行記事も並行して眺ながめていたが、貧民街で事件が起こった事は一度もなかった。

　そして、「貧民街で一度も事件が起こっていない」と伝えたのはシエル自身だ。

「その上……極きわめつけにはあの血文字だ」




　親愛なる神に次ぐ人間たちへ

　止められるものなら、止めてみせろ

　切り裂きジャックより




「挑発するなら他にいくらでも言い方はあるはずだ。それなのに、お前は『止められるものなら、止めてみせろ』だなんて言い回しをしやがった」

　陸也の言葉を聞き続けているシエルの手が止まることはない。

　シエルが振り抜ぬく一撃はどれも殺気の込められたものであり、子供とはいえ魔法使いとしての身体能力を有しているシエルの一撃を食くらえば致ち命めい傷しようとなる。

　そんな一撃を、陸也は振り上げた瞬間を見計らって拳を交差し受け止める。

「お前は……自分がやっていることを止めて欲ほしかったんだろ？」

　ギヂギヂと刃はと鉄板が競せり合う耳みみ障ざわりな音が響ひびく中、陸也はシエルへと笑い掛ける。

「殺しは無意味であると誤魔化して、他者の命を奪うばい続けることに疲つかれたお前は……自分を止められる人間を見定めるため、自分の正体に関するヒントを俺たちにバラ撒いた」

「わたしみたいな子供が……そんなことを考えていたと思ってるの？」

「ああ、少なくとも俺はそう思っている。前にも言ったが、お前は頭が良い奴だと俺は高く評価してるんだぜ、ジャックさんよ」

　力任せに刃を弾はじき飛とばし、その反動を利用したシエルが後方へと跳とんで距きよ離りを取ったことで再び両者は睨み合う。

「御お眼め鏡がねに適った俺たちに最後の試験として、お前自身が対たい峙じして力量そのものを見定める。上から目線なのが気に食わねぇが、考え自体は悪くないと俺は思うぜ」

　陸也の言葉に対たいしてシエルは何も答えない。

　答えないが故に、それが正解であることを示している。

「さて、ここで答え合わせだ。どうしてお前はそんな回りくどいことをしているのか。いや……どうしてそんな回りくどいことをしなければいけないのか」

　まるでその心中を見み透すかしているとでも言わんばかりに、陸也は語り続ける。

「自分を殺して止めて欲しい？　そんな自殺願望一直線の奴なら素す直なおに殺されるか自殺でもすればいい。しかしお前にはそれができない。もしそんなことをすれば自分がただ犬死にするだけでなく、本当に全てを放ほうり出して逃げたことになるからだ」

　殺すことに疲れたというのに自ら死を選ぶこともできず、ただいつまでも他人の死を無意味と斬り捨てなければならない理由。

「ジャック……この国では名無しの人間って意味もあり、姓せい名めいにも使われるものだ。そして、それ以外にも『従じゆう僕ぼく』という意味も存在している」

　トランプの絵え柄がらに多く描えがかれている人間の姿。

　それは他の絵柄に書かれている王族に従事する召めし使つかいや兵士を象かたどっている。

「自分は誰かの命令によって動かされている、それを言外に伝えるためにお前は自分自身を『ジャック』と名乗って殺人を続けてきたんだろう？」

　陸也の言葉を無言で聞き続けていたシエルだったが、しばらくしてから満足そうに小さく笑みを浮かべた。

「……ほんと、陸也さんたちを選んでよかったよ」

「そいつは至し極ごく光栄、だ」

　対峙しながら笑い合う二人であったが、その構えを崩くずすことはない。

　膠こう着ちやく状態の中、シエルは陸也から視線を外すことなく口を開いた。

「院長……わたしのお母さん、本当は事故じゃなかったんだ」

　過去を思い返しながらシエルは語り始める。

「孤児院ってやっぱり経営は楽じゃなくて、孤児であるみんなを物好きな金持ちに渡せば出資するって話をされていたけど……お母さんはずっとそれを拒こばみ続けていた」

　写真に写っていた優やさしげに微笑ほほえんでいる女性の姿。

　それはおそらく写真通り、誠実で心優しい人物だったのだろう。

「だけど……そんなお母さんの態度が上の人間は気に食わなかったのか、お母さんは事故に見せかけて殺された」

　悔くやしさに耐えるかのように、ナイフを強く握にぎりしめる。

　院長の娘むすめであり孤児院の事情に精通していたシエルは、子供には分不相応なほど頭の回転が良かったせいか、母親の死の真相にすぐ気づいたのだろう。

　そして肉親を失った悲しみと殺されたという絶望によって、シエルは魔ま法ほうへと目覚めた。

「そんなわたしの考えを証明するかのように、すぐに国の人たちが孤児院にやってきた。どうにかして孤児院と家族を守ろうとしたけど、魔法に目覚めて不慣れだったせいですぐに取り押さえられちゃったんだ」

　魔法使いになることで人じん智ちを超こえた力と身体能力を得ることができたとしても、何事においても慣れがなければ上手く機能させることができない。

　多勢に無勢で押し掛かけられた上に、子供たちを守りながら母親の仇かたきたちを退けることなどできるはずもない。

「わたしを取り押さえて、大切な家族を連れ去ってから……あいつらは言ったんだ」

　母親を奪われ、家族同然の孤児たちを奪われた少女を縛しばり付つけるための楔くさび。

「ゲームをしよう、わたしが魔法で誰かを殺し続けて、捕つかまることが無ければみんなを解放して、国から孤児院に出資をするって」

　非人道的な提案だというのに、その言葉は当時のシエルにとって一いち縷るの希望にすら見えたことだろう。

　母親と、家族同然に過ごしてきた孤児たちとの思い出が詰まった場所。

　異国の地で孤児たちに救いの手を差し伸べた母親の遺志を継ぎ、また子供たちと共に笑いながら過ごすことができるかもしれない。

　そんな希望に縋すがってしまった。

「だから……だからッ！　わたしはあいつらに従って殺し続けたッ！！」

　雨粒を切り裂くようにして、シエルは虚空へとナイフを振るい続ける。

　何度も、何度も何度も何度も何度も何度も――

「それに終わりがないってことに……わたしは、気づくのが遅すぎたんだよ」

　シエルがそれに気づいた時、既に多くの命を奪い過ぎてしまっていた。

　約束が守られないということは、孤児たちの身がどうなっているのか冷静に考えればすぐに想像がつくことだった。

「それでも……そのことに気づいたとしても、わたしはもう後に引けない」

　シエルは《切きり裂さきジャック》として在り続けなければいけない。

　孤児たちが戻ってくるかもしれないと信じ続けなければいけない。

　そうしなければ、奪ってきた多くの死という事実に押し潰されてしまう。

　唯ゆい一いつ残されている希望が失われたら、絶望によって全て埋め尽くされてしまう。

　だからシエルは《切り裂きジャック》として人を切り続ける。

「……それで、お前は疲れちまったんだな」

　人を斬り続け、心身をすり減らし続け、シエルは限界へと近づいていた。

　しかし、他者を殺した責任と孤児たちのために自身の命を絶つこともできない。

　だから、シエルは自分を殺した後に全すべての問題を解決できる人間を求めていた。

　裁判官……人間、魔法使いだけでなく、国すらも裁くことができる強大な存在。

　自分以上に強く、国ごと壊滅させることができる存在を求めた。

「……こいつはお前なりの最終試験ってわけか。俺たちがお前を殺せるほどの存在であるなら、お前も安心して死ぬことができる。自分が死んだ後に、きっと国を丸ごとぶっ潰してくれると信じて」

「うん、そういうこと。お母さんは戻ってこない、孤児たちも戻ってこない、だけどその元凶である国には一いつ矢し報むくいることができる。そうすれば……奪ってきた人たちの命も、わたしがしてきたことも無む駄だにはならないと思えるから」

「たしかに、無駄になることはねぇだろうな。お前が裁判官共を殺してなかったら、俺たちがこの国へ来ることもなかった。そして話を聞いた俺たちは確実にこの国の上で胡坐あぐらをかいてるバカ共を裁くだろうよ」

　まんまと陸也たちはシエルの思惑に乗せられたということになる。

　だからこそ、陸也はシエルへと向かって言い放つ。




「くっだらねぇな」




　そんな陸也の言葉にシエルは驚きを露あらわにする。

　しかし、言葉を発した当人は心底つまらなそうに言葉を続ける。

「ああ、本当にくだらねぇ。てめぇは結局逃げているだけだ。誰も助けられなかった上に、たくさん人を殺すのが嫌いやになった。だからあとは全部何もかも誰かに丸投げして自分も死にます……ナメるのも大たい概がいにしろ、このガキが」

　吐き捨てるような言葉と共に、陸也は拳を打ち鳴らす。

「その腐った考えと根こん性じよう、俺が一発叩き直してやろうじゃねぇか」

　臨戦態勢に入った陸也をシエルは無表情のまま眺め、手に持つナイフに力を込める。

「それじゃ……わたしは、本当に陸也さんがわたしより強いか見定めないとね」

　そうシエルが呟いた瞬間、空気が張り詰めたのを陸也は感じ取った。

　今までに幾度となく抱いてきた感覚。

　世界から貸し与あたえられた、全てを捻ねじ曲まげる魔まの法則。

　その変化は目に見えて明らかなものであった。

　先ほどまで目の前で対峙していたシエルの姿。

　それがまるで建物たちが作り出す影へと呑のみ込まれるように包まれ、やがて同化した身体は陸也の視界から失われる。

「……なるほど、な。そりゃ誰にも犯行が見られないわけだ」

　完全にシエルの姿を見失ってから、陸也は面倒そうに呟く。

　これがシエルの持つ魔法。

　影を乗っ取り、影と同化することで姿を消す魔法。

「乗っ取り……ジャックの名に相応ふさわしいじゃねぇか」

　ノンキにそんなことを考えている最中、陸也は反射的に跳んだ。

　脇わき腹ばらに鋭するどい痛みが走ったが、服と皮を一枚削けずっただけで致命傷には程ほど遠とおい。

『へぇ、やっぱり場数を踏んでる使い魔だと、簡単に避よけられちゃうね』

　どこからともなく、シエルのくぐもった声が聞こえてくる。

「……当たり前だ。てめぇとはくぐってきた修羅場の数が違ちげぇんだよ」

『そうかもしれないけど……今までの使い魔はそれでも死んでいったよ』

　シエルは今までこの国を訪れた裁判官たちを殺している。それはつまり護衛役であり力の象しよう徴ちようでもある使い魔たちを下してきたということだ。

「お前ごときに負けた木偶でくの坊たちと一いつ緒しよにすんじゃねぇよ。俺はそんな奴らとは比べ物にならないほど強いしな」

『……いつまで、そう言っていられるかな』

　周囲の影から聞こえてきているのか、声の位置から居場所を掴つかむことはできない。

　町中ということもあって周囲には建物が多く、影は至るところに存在している。つまりシエルは常に姿を消し続けることができる。

　どこから襲おそってくるかわからない、見えない殺さつ人じん鬼き。

　新聞記事に書かれていたその見出しはまさに今のシエルを指している。

　しかし、陸也の表情から余よ裕ゆうが消えることはない。

「影にコソコソ隠れるなんざ、臆病者にはぴったりの魔法じゃねぇか」

　そんな挑発に乗るかのように、頭を下げた陸也の真上から風切り音が鳴り、勘で拳を振るうが手応えは感じられない。

　そして、追撃を諦めた陸也は水音を立てながら、影が存在していない、煌こう々こうとした街灯の下に向かって走ろうとするが――

『逃がさないよ』

　その声が間近で聞こえた瞬間、陸也の足から鮮血が舞った。

　痛みに顔をしかめながらも陸也は倒れることなく、跳躍することでその場から退く。

　自身の足へと視線を向けながら、真一文字に裂けた傷口と痛みの度合いから傷の深さを推定する。動けなくなるほどの傷ではない。

「……面倒な相手ったらありゃしねぇな」

　見えないのはシエルの姿だけでなく、得物であるナイフも影と同化し消えている。これでは目隠しをした状態で戦っているのと大差ない。

　いくら強大な力を有している使い魔であったとしても、姿の見えない奴を相手にすれば骨が折れるなどという話では済まない。

　しかし、そんな無む茶ちやな状況すら打開する方法はある。

『面倒だったら、魔法を使って反撃すればいいじゃない。もしかしたらわたしの魔法を打ち破ることができるかもしれないよ』

　陸也の呟きはシエルにも聞こえたらしく、どこからともなく返答が聞こえてくる。

「ハッ……たかがガキ一匹を相手に魔法なんざ使うわけねぇだろ。それにお前は直接ブン殴なぐってやらなきゃ俺の気が収まらねぇんだ」

『……そんなつまらないこと言ってると、本当に死んじゃうよ』

　憐れむような声と共にシエルの気配が闇夜の中へと霧散する。

　陸也は懐に手を入れ、取り出した小こ瓶びんから角砂糖を一つ口へと放り込む。

　噛み砕くだき、咀そ嚼しやくして満足げに頷うなずいてから陸也は口を開く。

「さて……これで情報は揃そろった」

　自信に満ちた笑みからは、虚勢などの色は一いつ切さい見られない。

　心の底から自身の勝利を信じている表情。

「今からお前をブン殴ってやる。泣くんじゃねぇぞ」




　　　　　◇




　そんな言葉を口にしている陸也が、シエルの目にはどこまでも滑こつ稽けいに思えた。

　陸也は町の建物が作りだす影へと指を突き出しているが、その指が示す先にシエルはいない。むしろシエルは陸也の背後を取っている。

　つまり、陸也はシエルの位置を把は握あくできていない。

　おそらく今までは動物的な勘で避けていたのだろうが、姿が見えない相手の攻撃を何度も避け続けることなどできない。

　そしてシエルは今までに多くの人間を殺あやめ、裁判官たちすら手に掛けてきた。それらの経験から気配を断つこともできる。

　結局、陸也も自分に敵かなう存在ではなかった。

　そんな落胆に近い感情を浮うかべながら、シエルはゆっくりと歩みを進め、陸也の背後へと近づきナイフを突き刺そうと――

「――考察一、お前の魔法は影と同化することで、他者の視界に映らなくなる。しかし、それは身体という質量あるものが影の中へと消えているということではない」

　突とつ然ぜん、陸也がそんな言葉を口にした。

　はっきりと、シエルという存在に視線を向けながら。

　思わず息を呑のんだシエルだったが、そのまま一息に駆けた。

　影によって黒く塗り潰された不可視の刃は寸分違たがわず陸也の首元へと吸い込まれるように向かっていき――

　陸也が寸前で首を逸そらしたことで、刃は虚空を切った。

　驚きよう愕がくを浮かべながらも、動きを止めることなくシエルは返す刃によって陸也の腕へと狙いを定める。

　しかし、刃が陸也の肉を削そぎ落とすことはない。

『――――ッ！』

　そこでシエルは追撃を諦め、後方へと跳び距離を取って警けい戒かいした。

　今の陸也の動きを見てシエルは確信した。

　目の前の男は自分の動きを把握している、と。

　陸也は笑みを崩さないまま再び口を開く。

「考察一に対する解答、もしも影に潜るなどの効果があるならば、俺を狙う際に足元から奇襲を掛ければいい。しかしそれらの攻撃はなく、さっき足につけられた傷は横に一いつ閃せんといったもの。これは地を駆けて身を屈かがめたことで振ふり抜かれた一撃ということになる」

　語る陸也の言葉を半ば無視しながら、シエルは再び地を駆け、その胴を寸断するために陸也へとナイフを振るう。

　しかし、やはり当たらない。

「考察二、お前の魔法は姿を消すこと以外できない。影の中を高速で移動するなど……身体能力に変化が起こるわけではない」

　焦あせりと共に何度も刃を振るい続けているにもかかわらず、先ほどまで陸也の身体を掠かすめていた刃はまるで触れることが叶かなわない。

「考察二に対する解答、俺が影の無い街灯へと向かう際、お前が俺の足を斬るまでわずかだが時間があった。それは直接俺を追おい掛けて斬ったということであり、影の中にいてもお前の動きは先に見た動きと一切変わりはなく、手に持っているナイフの長さも魔法によって変わっていないと判断できる」

　まるでシエルの持つ魔法を解析していると言わんばかりに、陸也は刃を避けながら言葉を並び立てる。

「二つの考察をまとめた結論。質量が存在し姿を消す以外に魔法の効果がないということは、動きの起点からお前がやろうとしている動きを予測することで、姿は見えずとも攻撃は回避することができる」

　その言葉を証明するかのように、虚空を裂く風切り音が雨の中に響く。

　為なす術すべがなく、シエルは荒い息と共に再び陸也から距離を取った。

　そして、息が切れている自分に対してシエルは驚いた。

　がむしゃらに動いたのが理由ではない。

　以前戦った使い魔にはそれ以上の動きをしながらも、息を切らすことなく打ち勝つことができた。

　だというのに、今は荒い吐息と共に肩かたを上下させている。

　姿を消しているというのに、動きを把握されているという事実。

　その事実だけでなく、目の前で笑みを浮かべている人間から放たれている威い圧あつ感が重しのように身体へまとわりついているのを感じる。

　強者たる笑みを浮かべて悠然と立ち続けている陸也が一歩踏ふみ出した時、ようやくシエルは陸也が位置を把握しているカラクリを理解した。

　止やむことなく降ふり続けて水みず溜たまりを作っている雨。

『……水溜まりで、わたしの場所を把握していたんだね』

「半分正解、だ。正確にはお前が一撃を繰り出す前の踏み込みを、水溜まりが浮かべる波紋の形を見て判断し、場所だけでなく動きを予測していたってわけだ」

『そんなデタラメな力が……陸也さんの魔法なんだね』

「さぁ、どうだろうな？　魔法ってのは法則を捻じ曲げるが、俺の考察は法に則のつとったものでもある。ついでに言うと、お前の斬ざん撃げきを避けてたカラクリは、斬撃と同時に斬られる雨粒を見て軌道を確かく認にんしていたってやつだ」

『自分から手の内を晒さらしちゃっていいの？』

「てめぇから色々ヒントをもらった駄だ賃ちんだ。ハンデとしてくれてやるよ」

　獰猛な獣のように、口こう端たんを吊り上げて陸也は笑う。

　手品の種を教えたところで、負けることなどないと確信している。

　いつの間にか震ふるえていた右手をシエルは無理やり押さえて止める。

『それなら……ちゃんとわたしを殺してみせてッ！！』

　自分の中に渦巻いている全てを取り払はらうように叫さけんでから、シエルは再び駆け出した。

　先ほどまでのように一歩を踏み締めるのではなく、地を擦するように足を運んで跳んだ。

　そんな今までにない水の波紋を見て、陸也は楽しげに言葉を投げる。

「擦り足とは考えたじゃねぇか！　それなら位置は丸分かりだが、挙動が読み難がたくて俺おれに動きを気取られないかもなぁッ！！」

　そんな陸也の言葉を無視して、シエルはナイフを袈け裟さではなく、陸也の心臓目掛けて一直線に構えて跳ぶように駆ける。

　斬撃によって斬られる雨粒を見て軌道を確認しているのなら、突つきによる一撃ならば陸也が軌道を確認することはできない。

　意識を集中し念のために雨粒が刃に触れないように微調整を加えながら、シエルは陸也の心臓を貫かんとするために力を込め――

「――ああ、ついでに『わたしを殺してみせて』って言葉に対する答えをくれてやろう」

　避ける気配すら見せない陸也が悠長に言葉を発している。

　そして――




「―――答えはノー、だ」




　夜に決して見ることのない、眩まばゆい光が湧き起こった。

　光の爆ばく発はつとでも言うべき現象が起こっているのは、陸也とシエルの中間地点。

　その爆発に巻き込まれ、シエルの視界が白に塗り潰つぶされようとする直前に見えた光景。

　それが起こると予期し、腕をかざして視界を遮っていた陸也の姿。

「考察三、街灯へと向かった俺の動きを阻止したということは、お前の魔法は光の中では効果を発揮することができない」

　シエルの魔法は影かげを乗っ取り、まとうことで相手の視界から姿を消す。

「解答三……つまり光によって埋め尽くせば、その姿をはっきりと捉とらえられる」

　光の爆発によって影が取り払われたことで、シエルの姿は視認できるようになっている。

　やがて陸也へと突っ込んでいたシエルの視界が光によって完全に失われた時、腕を掴まれたと認にん識しきするよりも早くその背中が地面へと叩たたきつけられた。

　背中に受けた衝撃によって肺の中の空気を全て押おし出だされ、握力を失った右手からナイフの零こぼれ落ちる音が失われた視界の中に響いた。




　　　　　◇




　先ほどの光によって多少陸也も視界にダメージを受けたらしく、煩わしそうに軽く頭を振って視界を戻もどす。

「あー……ちくしょう、やっぱり完全に遮らないと効果が出てきやがる」

「限られた範囲に効果を及およぼす照明弾は持ち合わせていなかったものでして。ぶっちゃけ探すのが面倒だったので二人まとめて食らわせる形にしました」

「その探す手間を掛けて欲しかったんだがな」

「次があったら善処しましょう」

「遠回しに断ってんじゃねぇよ」

　傘かさの下で硝しよう煙えんの立ち上る銃じゆうを構えている緋ひ澄すみに恨めしい視線を向けてから、陸也は地面に転がっているシエルをうつ伏せにして腕を捻ひねり上げる。

「緋澄さんの加勢が……ここでくるだなんて、ね」

　呻うめき声と共にシエルがそう口にしたのを聞きながら、陸也は笑みと共に答える。

「俺の性格からして、緋澄が横よこ槍やりを入れることはないと踏んでたんだろうが……こちとら一応仕事なんでな。戦せん闘とうを楽しむよりお前の確保を優先するさ」

「まぁ……陸也さんの性格を考こう慮りよして、緋澄さんが加勢するのも一応考えてはいたんだけどね」

　それらを考えるための余裕を陸也はシエルから奪っていた。

　相手の手の内を喋しやべり、どのような状じよう況きよう下でも悠然と笑みを浮かべ続け、相手を精神的に追い詰めることで相手の余裕を失わせていった。

　それだけでなく、シエルの魔法に対抗する術が光であるということを緋澄に伝える意味合いも兼ねていた。

「やっぱり……姿を見せずに襲えば、失敗しなかったのかなぁ……」

　自らの失敗を悔やむように呟くシエルへと、陸也は溜ため息いきと共に告げる。

「そう動いてきたら緋澄も最初から応戦していたってだけの話さ。さて……ここで最後のネタばらしでもしておいてやるよ」

　シエルを押さえつけながら陸也は語る。

「お前が事件に関連していると気づいたのは『心臓を一突きした』って言葉だったが、魔ま法ほう使つかいであるかもしれないと疑ったのはお前が俺たちに協力を了承した前後だ」

　顔だけを向けていたシエルは、その言葉によって驚おどろきを露わにする。

「《法》ってのは魔法に目覚めると同時、その人間の深層心理下へと埋め込まれる強迫観念の一種だ。本人の意思とは関係なく頭に浮かび、期限が近づくにつれて精神状態を不安定にさせる。そして、魔法使いは深層心理下に埋め込まれた《法》をこなすことで、それらの不安を解消することができる」

　そして、やがて魔法使いはそれらの不安が《法》による強迫観念であるのか、それとも人として浮かべたものかの判別が難しくなってくる。

「魔法使いは不安や不快感を覚えた時に《法》を行ってしまう癖くせがつく場合がある。そしてお前は不安などを感じた時にある行動を取っていた……それこそ、俺がおっさん二人を蹴けり飛ばしてお前を助けた時からな」

　シエルは時折、妙みような形で指を絡からませている時があった。

　そんな見逃してしまいそうな行動から、シエルの《法》を導き出した。

「お前の《法》は『影絵遊びをする』ってところだろう」

　シエルが以前見せた、母親から教わったという影絵遊び。

　指を複雑に絡めて形作るそれは、シエルが行っていた癖と酷こく似じしていた。

「高圧的であったり、冷ややかな視線であったり、相手を見透かすような言動であったり、粗そ雑ざつで乱暴な言こと葉ば遣づかいであったり……それらによって対象に不安を与えることで、魔法使いに《法》や癖を出させる。俺たち裁判官が魔法使いを見み極きわめるために使う手段だ」

　それらを注視していたこともあり、シエルが《切り裂きジャック》であると早い段階で当たりをつけていた。

　だからこそ、シエルの挙動を常に観察しながら不審な点をいくつも見つけ出すことができ、シエルが撒いていたヒントにも気づくことができた。

「ついでに言えば、お前が刃は物ものを意図的に避けていた理由も察しはついてる」

　顔を横へと向けていたシエルは陸也の言葉を聞いて苦く笑しようする。

「……そこまで、気づいてたんだ」

「家の中に刃物が一切置かれてなくて、ナイフがちゃんとあるのにフォークだけで飯を食ってたのを見れば、刃物を避けているってのがわかる。だが《法》であるなら避けるのではなく、むしろ身近に置いてなければ合が点てんがいかない。だから刃物は魔法に関連する以外の理由で避けていたってことになる」

　魔法とは《法》をこなしさえすれば本人の意思で自由に扱あつかえる代物であり、ナイフを手にしていなければ魔法が使えないといった制約が存在しているわけでもなければ、本人の意思と関係なく魔法が発動されることもない。

　つまり、食事の時にナイフを手にしていたとしても何ら問題はないはずであった。

　シエルはその言葉に答えるかのように、語り始める。

「初めて誰かを殺した時……わたしは自分を保つために『これはわたしがやったんじゃない。《切り裂きジャック》がやったんだ』って思わないと心が折れちゃいそうだったんだ」

　声はまるで憑つき物が落ちたかのように穏おだやかなものであった。

「刃物を握っている時のわたしは《切り裂きジャック》……そう思ってる内に、いつしか刃物を握っている時にしか魔法が使えなくなった。だけどわたしはそれでよかったんだ」

　生気を失なくしたような声こわ音ねでシエルは語る。

「シエルと《切り裂きジャック》であることに明確な線引きができたから……わたしは、ここまでやってこられた」

　そうでもしなければ、幼い少女は良心の呵か責しやくに耐たえられなかった。

　そして、誤魔化し続けてきたことで精神の摩耗は限界へと近づいていった。

「最後には死んでハッピーエンド……ってか」

　腕うでを捻り上げていた陸也はおもむろにシエルの首元を片手で掴むと、まるで力の入っていない小さな身体を高々と上げる。

　呼吸ができずに一いつ瞬しゆん苦く悶もんの表情を浮かべてたシエルだったが、すぐに先ほどまでの穏やかな表情へと戻る。

　やっと、全てから解放されたと言わんばかりに。

「……良い表情じゃねぇか」

「陸也ッ！　それ以上続けたら――」

　緋澄が制止する声を無視して陸也はギリギリと手に力を込め、喉のどを鳴らすような音がシエルの口元から聞こえてくる。

　それでもシエルは抵てい抗こうすることなく、ただ笑えみを浮かべ続けている。

「まったく……反吐へどが出る表情だ」

　そう呟つぶやくと同時に、陸也は苛いら立だちをぶつけるように小さな身体を放り投なげる。

　軽く地面に叩きつけられ、空気を求めるようにシエルが何度も咳せき込みながら、驚愕と共に陸也へと視線を向ける。

「殺しの責任から逃にげて、守ろうとしたものから逃げて、自分の生からも逃げて……お前はそんな自分の選択すらも否定するのか」

　シエルを見下ろす陸也の表情はどこまでも冷ややかなものであった。

「なら……それなら、わたしはどうすればよかったの……？」

　声を震わせ、ふらつく足取りでシエルは陸也の服を掴みながら叫ぶ。

「お母さんが殺されたことを黙だまって見過ごせばよかったの！？　孤こ児じたちを守らずに一人で逃げればよかったの！？　誰だれかを殺すくらいなら自分でこの命を絶てばよかったのッ！？」

　子供のように泣き叫びながら、シエルは陸也の返答を待ち続ける。

　しかし陸也は足元で泣くシエルをただ眺めるだけで何も答えない。

「選ぶことができない選択肢の中で、必死に最善を探して……それでも、結局間違ったわたしはどうすればよかったのッ！？」

　ぐちゃぐちゃに顔が歪ゆがむのも構わず、小さな子供はただ叫ぶ。

「教えてよ……裁判官は間ま違ちがいを犯おかさない、常に正しい存在なんでしょ……？」

　力無く陸也の服を握り締めながら、項うな垂だれるシエルは正解を求め続ける。

「どうすればよかったのか……教えてよ……」

　何もわからない少女は、ただすがるように懇願する。

　一人で何もわからず、道に迷ってしまった子供は助けを求める。

　陸也も緋澄も、ただ何も言わずにシエルの慟どう哭こくに耳を傾かたむけていた。

　やがて、すがりつく子供へと陸也は言葉を掛ける。

「お前は、俺から正解を与えられて満足するのか？」

　その声に感情らしきものはない。

「お前は選せん択たく肢しが無いと言って、選ぼうとしなかっただけだ」

　ただ平へい坦たんな声音のまま、陸也はシエルを見下ろす。

「母親を殺されたのを見過ごせばよかった、誰かを守らずに一人で逃げ出せばよかった、自分から命を投げ出せばよかった……それが正解だったと俺が言って、お前が満足するならいくらでも肯こう定ていしてやる。だが、お前は結局何も選んじゃいない」

　涙なみだを流し続けるシエルは何も答えない。

　ただ静かに陸也は言葉を続ける。

「そいつにとって何が正解で何が間違っているのか、そんなもんは誰も知らねぇんだよ。それを選択するのは自分自身で、誰かに選んでもらうものじゃない」

　泣きじゃくる子供に諭すように語り続ける。

「母親の死を見過ごして何も知らないまま生きる、他人を守らずに自分を優先する、死にたくないから他人を殺す、それが正解だってこともある。それがたとえ臆病と揶や揄ゆされる選択であったとしても、お前自身がその選択を正解だと思ったのなら、それがそいつにとっての正解だ」

　涙で濡ぬれた顔で見つめるシエルへと陸也は告げる。

「間違っているのは……その選択を否定したお前自身だ。たとえお前の選択を世界すべてが否定しようとも、それが正解だとお前だけは胸を張らなくちゃいけねぇんだよ」

　小さな頭に手を置きながら、陸也は普ふ段だん通りの自信に満ちた笑みを向ける。

「故ゆえに、裁判官……俺たちの選択は常に正しい。それが俺の持っている『正義』であり、お前の問いに対する答えだ」

　ふと、シエルに降り注いでいた雨が止んだ。

　呆ぼう然ぜんとした様子で陸也の言葉を聞いていたシエルに対し、緋澄は傘を差し出しながら微笑みと共に言葉を掛ける。

「お疲つかれ様でした。よく一人で頑張りましたね」

　降り注ぐ雨は止んだというのに、シエルの服は濡れ続ける。

　これまで溜めこんできた何かを吐き出すように、流れ続ける涙が止とまることはない。

　やがてしゃくりを上げ始めたシエルの身体からだを緋澄は優しく抱き締め、陸也は心底面めん倒どうそうに溜息をついた。

「……ガキに説教なんざ、らしくねぇことをしたもんだ」

「いいじゃないですか。私はそんな陸也も好きですよ」

「言ってろ、阿あ呆ほうが」

　不ふ機き嫌げんそうに雨に打たれている陸也に笑みを向けていた緋澄だったが、やがてその表情は困ったような何とも言えないものへと変わる。

「……しかし、どうしましょう。我々は別任務でこちらに赴いたとはいえ、魔法使いを裁いて罪を祓はらうのも我々の務めなのですが」

　裁判官は魔法使いを世界から与えられた《法》から解放し、元の人間へと戻すのが本来の責務である。

　しかしシエルは人として、魔法使いとして罪を犯し過ぎた。

　世界から与えられた罪ではなく、人としての罪を持つ人間を《銀鎚ガベル》は許さない。

《銀鎚ガベル》はシエルの《法》を祓うことはなく、罪を持つ咎とが人にんに対たいして断罪の刃はを振るいその命を刈り取ることだろう。

　だが、そんな緋澄の言葉を聞いた陸也は特に気にした様子もなく言ってのける。

「そんなもん《銀鎚ガベル》を使わず、こいつを放っておけば済むだけの話だろ」

「……いや、その考えはさすがにどうかと思いますが」

「俺は至極真っ当な意見を言ったつもりだぜ？　《銀鎚ガベル》はチビの罪を祓うことなく殺すだろうし、万が一にチビが《法》から解放されて普ふ通つうの人間に戻ったとしても、魔法を失ったらこいつはこの国で生き残ることができない」

　この国の中にシエルの味方となる存在はいない。

　そのような状況下で魔法を失えばどうなるのかは想像に難くない。

　その上、シエルは国の暗い部分についても知ってしまっている。後ろ暗いことをしている連中がそんな存在を生かしておくほど間ま抜ぬけとは思えない。

「それに今いるのは《切り裂きジャック》じゃなくてただのガキだ。裁く対象がいないんじゃ、そのお勤めは無視して構わねぇだろ」

「そう言われるのでしたら構いません……略式裁判を行う余裕も無さそうですし」

「あ？　そいつはどういう――」

　眼めを細めている緋澄を見て問い質ただそうとした時、陸也は言葉を止めて周囲へと注意を向けてみる。

　物陰から感じ取れる人の気配。

　それも、一人ではなく複数。

　四方八方から向けられている、陸也たちへの明確な殺意たち。




「どうも、捜しましたよ。裁判官殿どの」




　どことなく聞き覚えのある声が闇夜の町中から響き、足音と共にその姿を現す。

「アルビオ陛下が首を長くしてお待ちです。御同行願えますかな？」

　国を訪おとずれて謁えつ見けんを行った際、国王であるアルビオの近くに控えていた大臣。

　しかしその表情はあの時とは違い、口端を吊り上げ下げ卑びた笑みを浮かべている。

　陸也は隣となりに立つ緋澄にだけ聞こえるように声を潜める。

「数はどれくらいだ」

「……少なく見ても数十以上、物陰だけでなく屋内、屋上、あらゆる建物に人の気配が見られます。そして構える音、装そう填てん音おんの大きさからして拳けん銃じゆうではなく自動小銃、狙撃銃の類たぐいであると推測されます」

「……自動小銃だって？　なんでそんなもんをこいつらが持ってやがるんだよ」

　裁判官たちをまとめている《機関》は他国よりも文明レベルが高く、ガスの圧力を利用した自動装填機構を有している自動小銃は陸也たちにとっては馴な染じみ深い。

　この国も他国と比べて技術や文明が進んでいる方であるとはいえ、独力で発明し量産しているとは考えてもいなかった。

　静かに現状を報告し終えた緋澄の表情は険しく、陸也も思わず舌打ちした。

　陸也たちのいる場所は遮しや蔽へい物ぶつが少なく、そのほとんどが木製でとても弾を防げるだけの硬度があるとは思えない。

　その上、相手が持ち出してきたのは自動小銃。一秒間に何十発もの鉛を吐き出す銃ならば、半はん端ぱな遮蔽物に身を隠したところで意味はない。

　たとえ遮蔽物が弾たま避よけの機能を果たしたとしても、どこから狙いをつけているのか見当もつかない状況では立ち止まった瞬しゆん間かんに狙撃銃の餌食となる。

　微動だにできない状況で必死に頭を回し続けるが――最後に導き出されるのはただ一つの結論しかなかった。

　溜息をつきながら、陸也はゆっくりと両手を首の後ろに回した。

「……おら、これでいいんだろ。クソったれ」

「おや、粗暴な使い魔のことだから抵抗するかと思いましたが……ずいぶんと賢明な判断をされたようで」

「そうしてやりてぇところだが……この状況で殺さなかったってことは、お前らは俺たちを生け捕りにする必要があるってことだろ」

「ええ、その通りです。貴重な実験体と情報源を殺すような真ま似ねはしませんとも」

　大臣の言葉と共に、その背後から現れた覆面の兵士たちは陸也たちに銃を突き付けながら陸也、緋澄、そしてシエルの腕を縛り拘こう束そくしていく。

「念のために言わせてもらいますが、妙な行動を取った時は……わかりますね？」

　銃を構える鈍にぶい金属音と共に告げられ、陸也は大きく溜息をつきながら停とめられていた車へと押し込められた。







四　断罪者







　車内で付けられた目隠しが外され、乱暴に陸りく也やたちが入れられたのは城の内部と思われる牢ろうの中であった。

　両手を縄で縛しばられていることもあって、放ほうり込まれた時に受け身を取ることすらできず、陸也は顔面から地面へと叩きつけられる。

「――ってぇな。客は丁重に扱えって習わなかったのかよ」

　背中を蹴り飛とばしたと思おぼしき覆面の兵士はそんな陸也の言葉に何も答えず、無言のままその場を立ち去っていく。

「……あなたはまだいいでしょう。私なんてこのざまですよ」

　緋ひ澄すみの声が耳に入り、陸也は身体をよじらせてからその方向へと視線を向ける。

　見れば、緋澄は陸也のように縄で縛られているのではなく、手て枷かせをつけられ牢の天てん井じようから吊るし上げられていた。一応足は地面に着いているものの、その両脚にも足枷が嵌はめられている。

「まったく……窮屈で困りますね」

「そいつは縛られてる俺も同じだ……それより緋澄、一言いいか？」

「なんですか？」

「寝ね転ころがっているせいでお前の下着が俺から丸見えなんだが」

「舌を噛かみ切って死んでもらえますか」

「唯ゆい一いつ取れそうな自決方法を提案するあたり現実的だな」

「というか、あなたは私と違って多少動けるのですから……その、下着が見えない位置に移動してください」

「そういや今のお前って動けないのか……いやぁ、絶景かな絶景かな」

　直後、身体のバネを利用して反動をつけた緋澄に勢いよく蹴り飛ばされ、陸也は牢の端へと強制的に移動させられた。完全に動けないと油断していたのが仇あだとなった。

「まったく……こんな状況で何をさせるんですか」

「お前が動けない状況なんてめったにないからな。それに吊るされてる図自体がそこはかとなくエロいから別に構わねぇさ」

「今日ほどあなたの目を潰しておかなかったことについて後悔した日はありません」

「やめろ、目が本気だから余計怖こわい」
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　拘束されている状況であるにもかかわらず、二人のやり取りはずいぶんとノンキなものであった。

「……裁判官殿たちは、こんな状況で何をしているのですか」

　そんなやり取りは他の牢にも聞こえていたのか、隣からそんな声が掛かけられた。

　その声には聞き覚えがある。

「なんだ、おっさんも捕まってたのか」

「図書館から出て、憲兵の隊舎へ向かおうとしたところを捕らえられまして」

「ってことは、あのチビもこの牢のどこかにいるのか？」

「……うん、いるよ」

　か細い声が発せられたのは隣の牢からであり、鉄格子の先にある暗がりを注視してみると、手足に枷をつけられたリソレと、縄で縛られているシエルの姿が見えた。

　その様子を見た陸也は怪け訝げんそうに眉み間けんにシワを寄せる。

「……おっさんとチビを一いつ緒しよの牢に入れるのはよくないだろ」

「失敬な！　たしかにちょっと幼女が縛られているのを見て心が揺れかけましたが、使い魔ま殿どのと違って自分は自重しましたとも！」

「この場にはまともな男というのがいないのでしょうか……」

　侮蔑の眼まな差ざしを男性陣に向けながら緋澄は溜息をつく。心なしかシエルも身を転がしてリソレから距きよ離りを取っている気がする。

　そんなやり取りを経てから、陸也は試ためしに力を込めてみるが、見た目に反して丈夫な縄は引きちぎれるどころか緩む様子すらも見られない。

　それどころか、改めてその縄を見た陸也は顔をしかめた。

　陸也たちにとって、その縄は見慣れた代物であった。

　魔ま法ほう使いが魔法を行使する際、精神の昂たかぶりと血流の速度が一時的に上昇する現象が見られ、それが魔法を発動させる要因の一つであるとされている。

　しかし、この縄には「身体が魔法を使っていない平時の状態であると、対象者の身体に誤認させる」という作用があり、それによって縄で縛られている間は魔法を扱あつかうことができなくなる。

　本来ならば抵抗する魔法使いを略式裁判へと掛ける際に裁判官が用いるものであり、対象を魔法使いとしていることもあって、強きよう靭じんな肉体でも引きちぎることができないほどの強度を持っている。

　だが、それは当然ながら裁判官たちの所属する《機関》が有している技術によって作り上げられた代物であり、他国が有しているはずのない代物である。

　縄への対たい処しよを諦あきらめた陸也は、無理やり首を動かして牢の外側を観察する。

　牢そのものは狭いがその全体は円形の造りをしていてかなり広く、中央部分は大きく開けている。いつぞやの国で見た闘技場のような形だ。

　しかし、陸也は最初に思い浮かんだ闘技場というイメージから別の物を想起した。

「……処しよ刑けい場じよう、か」

　見晴らしのよい中央の広場部分……そして、変色し茶とも黒とも言えない色をした床ゆかを見ながら陸也はそう呟いた。

「これはこれは、まだ元気があるようで何よりですな」

　地下であるのか、くぐもったような声は意外なほどよく響いた。

　それもまた、陸也たちのよく知っている声であった。

　玉座に恰かつ幅ぷくの良い身体を沈ませていた男。

「……よぉ、国王陛下ってのはこんな埃ほこり臭くさいところにも来るんだな」

　豪ごう奢しやな外がい套とうを羽織り、宝石のついた悪あく趣しゆ味みな杖つえを手に持つアルビオは陸也の言葉に対して忌いま々いましそうに鼻を鳴らす。

「自分の立場を弁わきまえない使い魔まというのは、こんな時でもよく吠ほえるものだ」

「文字通り手も足も出ない状況なんでな。だから吠えてやってることをありがたく思ったらどうだ、豚ぶた野や郎ろう」

「家か畜ちくのように転がっている存在に豚と言われたところで、私にできるのは冷笑を向けることだけだがね」

　牢の扉とびらを開けたアルビオは――言葉の後に、陸也の身体を思い切り蹴り飛ばした。

「――――陸也ッ！！」

　壁かべに叩きつけられて短く息を吐はいた陸也を見て、緋澄は身動きが取れないとわかっていながら手枷に繋つながっている鎖くさりを鳴らす。

「しばらく静かにしておれ。裁判官に飼われている犬風ふ情ぜいが」

　陸也を黙らせて満足したらしいアルビオは吊るされている緋澄へと向き直る。

「さて……裁判官殿とその使い魔には、色々と聞きたいことがありましてね」

「……あなた方が考えていることは予想がつきます」

　アルビオを睨にらみ続けながら、緋澄はアルビオからされる質問の内容を先に答える。

「裁判官……いや、我々の《機関》が持つ高度な技術の内容。そして使い魔からは魔法に関する情報、といったところでしょう」

　陸也たちを捕らえた際に兵士たちが所有していた連射式自動小銃は、国の発展度合に明らかに見合ったものではない。

　現にこの国を訪れるまでに見てきた銃は単発式、もしくは手動によるボルトアクション方式がほとんどであり、連射機構と言えるものは誘ゆう拐かい犯たちが所持していた回転式のリボルバー拳けん銃じゆう程てい度どであるはずだ。

　それらを遥はるかに上回る技術はどこからもたらされたのか、そこへ辿たどりつくのはさほど難しくはない。

「いやはや、察しの良い方と会話をすると楽で助かりますな」

　アルビオは口元に笑みを浮うかべながら緋澄の言葉を肯定した。

「最初に殺した裁判官は、使い魔が道中で怪け我がをしたのか重傷を負っていましてね。裁判官も衰弱しており捕とらえるのは容易で、少し拷問を行っただけであっさりと情報を提供してくれましてな」

　瀕ひん死しの裁判官から技術を得たこの国はさらなる力を求めた。

　そして、次々に裁判官たちを手に掛けることで身の丈を超こえた技術を得ていった。

「いくら裁判官といえど、自分たちのみが有していると思い込んでいる技術で作られた火器、そして相当な人数を投じれば、生け捕りにするのは簡単でした。まぁ、昨今はあの子供が裁判官たちを弱らせていたので、ずいぶんと楽でしたがね」

　あの子供、というのはシエルのことで間違いない。

　孤児たちを人質に取り、シエルを脅おどして人殺しを強要していた張本人。

　瞳ひとみに怒いかりを浮かべながらも、緋澄は毅き然ぜんとした態度でアルビオを睨みつける。

「……裁判官たちから技術を得て、あなた方は何をしようというのですか」

「これはこれは、裁判官殿は意地が悪い。我々があなた方から得た技術で何をしようとしているかくらい、もうわかっているのでしょう？」

　くつくつと喉を鳴らして笑うアルビオはその目的を口にする。

「私は裁判官……そして、それらを統率している《機関》とやらを心底嫌きらっておりましてね。自分たちのみが技術を独占し、高みから我々を見下し管理しているかのような態度を見ていると、反吐が出そうになって我が慢まんならないのです」

　アルビオが語る言葉と、野心によってギラついている狂気を帯びた瞳が指す意味。

「……我々に対して戦を仕掛ける、ということですか」

「ええ。我々を含めた他国があなた方の《機関》に従っているのは、比ひ肩けんすることも敵かなわない高度な技術、そして裁判官という優ゆう秀しゆうな人材と魔法使いを使し役えきしていることによる戦力差が大きな理由です。だからこそ……今まで我々より人数で劣っているあなた方にまるで手が出せず、ただ従属することしかできませんでした」

　しかし、とアルビオは言葉を続ける。

「技術の差は埋められ、数は質を凌りよう駕がする……我々があなた方に従う道理はもはやどこにもありますまい？」

　邪悪な笑み作るアルビオだったが、緋澄はその言葉を聞き鼻で笑った。

「……それで、その差を埋うめるために私たちから機密事項である技術、そして魔法に関する知識を手に入れようということですか。残念ですが、私たちは以前訪れた裁判官たちとは違い、拷問ごときで口を割るほどお喋りではありません」

「ええ、ええ、そうでしょう。他の裁判官たちもあなたと同様の言葉を口にしていましたが、最終的には小鳥がさえずるように情報を提供してくれました。……もっとも、あなたのような美しい女性の裁判官が訪れたのは初めてなので、拷問によって情報を吐かせる前に少々愉たのしませていただくやもしれませんが」

　言葉と共に、アルビオはねばつくような視線を上下に動かして緋澄の身体を眺ながめる。

　下卑た表情と共に唇くちびるを一ひと舐なめしたアルビオを見て、緋澄は嫌けん悪お感と侮蔑を交えた眼差しと共に言い放った。

「ご安心を。その時はあなた方のような下郎に純潔を奪うばわれる前にさっさと死ぬので」

「これはこれは、潔い方ですな。しかし情報を手に入れる前に死なれては困りますので、ご機き嫌げん取りのために趣向を凝らした余興を披露することにしましょう」

　余興というアルビオの言葉に訝いぶかしむ陸也と緋澄を無視して、アルビオは随伴している覆面の兵士へと二、三言告げ、覆面の兵士は無言のまま頷うなずきその場を立ち去る。

　しばらくして……立ち去った兵士と入れ替わるように、一人の男が陸也たちの前へと現れ、手に握られている鎖がジャラジャラと音を立てながら蛇のようにのたうち、地下牢の中で幾重にも響ひびき渡わたる。

　そして、男の姿を見た瞬間にリソレは目を見開いた。

「ゲイル、殿……？　なぜ、あなたがここにいるのですか！？」

　身動きが取れない状態のまま、途と中ちゆうで転びながらもリソレは鉄格子へと近づく。

　そんなリソレの様子を、ゲイルは口こう端たんを吊つり上あげながら見下ろす。

「ハッ！　ずいぶんと不様な格好になってるじゃねぇか、伍ご長ちようさんよ」

「質問に答えてくださいッ！　なぜあなたがここにいるかと訊きいているんですッ！」

「なぜもクソもねぇよ。俺おれがアルビオ陛下直々に、こいつらの教育係を任されたってだけの話だ……オラッ！　さっさと歩けッ！！」

　やかましい怒鳴り声を地下牢に響かせ、男は鎖に繋がれた存在を蹴り飛ばす。

　その鎖に繋がれていたのはおそらく少年だった。

　大きさは緋澄どころか、シエルと同じかそれ以上に小さい。

　その肌はだは殴打によって所々青黒く変色しているだけでなく、鞭むちか何かで打たれたのか赤く皮の剥がれた箇か所しよや痛々しいほどのミミズ腫れが体中に走っており、本来肌にあるべき瑞みず々みずしさの一いつ切さいが失われている。

「ぁ……あ、あぁ……ッ！！」

　陸也たちが無言で息を呑のむ中、隣の牢から絞しぼり出だすような声が聞こえてくる。

　シエルは目を見開き、身体を震ふるわせて歯を打ち鳴らしながらも、中央に繋がれている存在から目を離せずにいた。

　おそらく、そんなシエルの声は向こうにも聞こえたのだろう。

　鎖に繋がれている存在はゆっくり、ゆっくりと口を開く。

「し、エル……ねえ、ちゃん……？」

　鎖に繋がれている人間は酷ひどくしゃがれた声でシエルの名を呼ぶ。

　その声を聞き間違えるはずがない。

　かつて母親と共に、同じ時間を過ごした家族同然の存在。

　ユーリという、生意気だが下の子に優しい面倒見の良い子だった。

「やっぱり……シエルねえちゃん、だ……」

　しかしシエルは目を離すこともできず、ただ首を何度も横に振ふり続ける。

　ただ目の前にある光景を否定したくて、うわ言のように呟つぶやき続ける。

「なん、で……なんで、なんでなんでなんでなんでなんでッッ！！」

　半狂乱に陥おちいったシエルとは対照的に、鎖に繋がれている人間の声はどこまでも穏やかなものにすら聞こえてくる。

　ゆっくり、ゆっくりと鎖に繋がれた人間がシエルのいる牢へと歩み寄る。

「……シエル、ねえちゃん……ごめん」

　ふらふらとした足取りで、反響する声の中から必死にシエルの居場所を探るようにしながら歩み寄っていく。

「おれ、前がよく見えなくて……痛くて、痛くて――」

　力無く鉄格子を掴つかんだ少年の顔を、シエルは間近で目にした。

　本来片側の眼がん窩かに収まっていなければならない目玉が失われ、人のものとは思えないほど暗く底の見えない空洞を間近で見てしまった。




「あ、ああッ……アアぁああああああああああああああああああああああッッッ！！」




　片目をくり抜かれ、かつての面おも影かげを失い変わり果てた家族を見て、理性が振り切れたシエルの慟どう哭こくが牢の中でこだました。

　シエルの慟哭を聞いたアルビオはまるで高尚な音楽に耳を傾けているかのように、満足げな表情を浮かべている。

「いやはや、失敗作をただ処分するだけでは芸がないと思ってたが、このような形で役立つとは思いもよりませんでしたなぁ」

　失敗作、というアルビオの言葉。

　そこから陸也は、アルビオが行った人とは思えぬ所業の意図に辿り着いた。

「この、豚野郎が……ッ！」

「ずいぶんと失礼な物言いじゃないか。我々にその情報を教えてくれたのは、他でもないお前の同胞たちだというのに」

　床に転がる陸也へと笑みを向けてから、アルビオは語り出す。

「強い想おもいが一線を越えた時、人間は魔法に目覚める……だったかね」

　人間が魔ま法ほうに目覚める条件は、その人間の抱いだいた想いが一線を越えた時である。

　そして、人間が魔法使いとなる際に抱く想いというものは、多くの場合がある種の感情を引き鉄としている。

「恐きよう怖ふ、恨うらみ、苦しみ、悲しみ、怒り……そして絶望などといったそれら負の感情によって、人間は魔法へと目覚める。私はそれを利用して、人為的に魔法使いを生み出すための実験を重ねたのだよ」

　平然とした様子でアルビオはそんな言葉を口にする。

　裁判官たちに対抗する、ただそのためだけに、魔法のための実験と称してアルビオは少年の目を奪うことで絶望を与え、身体を痛めつけることで苦しみを与え続けた。

「しかし……結果はあまり芳しいものではなかった。目がダメならば別の方法をと考えて試行錯誤してみたが、結局失敗作を量産するばかりで人為的に魔法使いを生み出すことはできなかったのだよ」

　ジャラジャラと、けたたましい音が再び牢の中に反響する。

　一本、二本、三本……十五本の鎖が石造りの床を這はう。

　地じ獄ごく絵図、という言葉がこれほどまでに合う状じよう況きようはなかった。

　ある子供には物を掴み取るための腕が一本無かった。

　ある子供には地を踏ふみしめるための脚が一本無かった。

　ある子供は音を聞くための耳が抉えぐられ穴が開けられていた。

　ある子供は言葉を交わすための口が縫われて閉ざされていた。

　ある子供には――

「いや……いやぁ……ッ！！」

　全すべてが嘘うそであって欲ほしいと願うシエルは子供たちを見ながら、涙を流してただ頭を振り続けることしかできない。

　もはや人としての原形を留とどめておらず、濁った眼は虚空を見つめ反応も希薄であるというのに、鎖に繋がれている子供たちは全員生きていた。

　それは死んだ方が良いとさえ思うほどの絶望を与あたえるため。

　魔法に目覚めさせ、裁判官たちに対抗する兵器へと変えるため。

　人の形をした悪あく魔まはただ愉ゆ悦えつの笑みを湛たたえている。

「良い反応じゃないか。予想していた以上に喜んでもらえたようで、私としては嬉うれしい限りとしか言えんなぁ」

　生命をモノとして扱う冒ぼう涜とく者しやはゆっくりとシエルへと歩み寄る。

「それにしても、感動の対面だというのに酷ひどい反応じゃないか。この子供たちがこんな姿となったのは、全てお前のせいだというのに」

「わた、しのせい……？」

「ああ、お前に力が無かったから孤児たちはこうなった。いっそ孤児たちと心中でもすれば救いがあったというのに、間抜けなお前は我々の言葉を信じた。これらの結果は全てお前の選択によるものだ」

　悪魔は呆然とするシエルを言葉によって追い詰めていく。

「滑こつ稽けいじゃぁないか！　お前は大切な家族を守っているつもりだったというのに、実際はその家族に終わりのない苦しみを与え続けていたのだからなぁッ！！」

　その言葉によって、シエルを支えていた何かが崩れていった。

「はははははははッ！！　さぁどうだ、一度母親の死によって絶望したお前が、再び極上とも言える絶望を目の当たりにしてどうなるのか見せてみろッ！！」

　耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが轟とどろく中、シエルはもはや微動だにしない。

　その身体からは力が失われ、瞳に宿っていた光はどこにもない。

　そんなシエルの代わりに、陸也の隣から反応があった。

　手枷と足枷に縛られている緋澄。

　そこには普段の無表情はどこにもなく、これ以上ないほど怒りに歪み、奥歯を噛み締める音と共に口くちの端はしから血を滴らせていた。

「これが、人間のすることだというのですか……ッ！！」

　凶きよう行こうを終えたアルビオは満足げな表情を作りながら、憤ふん怒ぬの形相を浮かべている緋澄へと近づいていく。

「高い技術力と使い魔という戦力を備えたお前たちに対抗するには……魔法使いを超えた存在を作ればいいと考えたものでしてな。余興はいかがでしたかな？　裁判官殿」

　今にもアルビオに向かって殴なぐり掛からんと手枷と足枷を鳴らす緋澄だが、頑丈なそれらはビクともしない。

　犬歯をむき出しにする緋澄はアルビオへと向かって言い放つ。

「あなた方という冒涜者を……我々は決して許しません。未来永えい劫ごう、冥めい府ふの鎖へ繋ぎ止めて同じ苦しみを与えてみせます」

「……おやおや、どうやらお気に召していただけなかったようで。この様子では拷問を行っても情報を吐いてもらえるとは思えませんなぁ」

　邪悪な笑えみを浮かべるアルビオはおもむろに懐ふところへと手を入れる。

　国で出会った誘拐犯たちが持っていたのと全く同じ、地下牢の明かりを受けて鈍く光る金属の塊かたまりを緋澄へと向けた瞬間――

　パン、といやに軽い音が鳴った。

　しかし、そんな軽い音とは裏腹に、打ち出された弾だん丸がんは確固たる殺傷力を持っている。

　貫通した弾丸が壁へと突つき刺ささる音が聞こえると同時、枷を打ち鳴らす音が止やんで静寂が訪れた。

「…………緋澄？」

　床に転がる陸也は吊るされている緋澄へと顔を向けて言葉を掛ける。

　返事はなく、鎖の揺ゆれる音が響くだけであった。

「……おいッ！　ふざけてんじゃねぇぞ！！　さっさと起きろ緋澄ッ！！」

　陸也の叫さけびが牢の中に響くだけで、俯うつむいている緋澄の身体が動くことはない。

　力無く吊るされている裁判官の姿を見て、アルビオはまたも高々と笑う。

「強大な権力を持つ裁判官ですら、もはや我々に敵わない！　力を手に入れた我々ならば、人だけでなく国すら裁く存在も恐おそれるに足りんッ！！」

　アルビオは狂気に満ちた笑い声をただひたすら響かせ続ける。

　狂気によって作り上げられた惨さん状じようを彩る狂笑。

　絶望の体現とも言える状況下で、誰だれも動くことができなかった。

　シエルは虚うつろな瞳から涸かれることのない涙を流し続け、リソレは狂気に呑まれたことで言葉を失い硬こう直ちよくしていた。

　動かなくなった緋澄を眺めていた陸也すらも……やがて、その顔を伏せた。

　唯一この場で動くアルビオが、今度は陸也へと視線を向ける。

「いやはや……魔法に関する情報はまだ不足しているというのに、うっかり裁判官を殺してしまった。これでは主あるじを失った使い魔が首輪によって殺されてしまうなぁ！」

　もはやアルビオは裁判官たちから情報を得ることを目的としていない。

　神に次ぐ存在を殺すことに愉悦を感じる狂人でしかない。

　アルビオは愉ゆ快かいそうに、床に転がっている陸也の髪かみを引っ張り上げて顔を起こす。

「さぁ……お前はこの絶望を前にして何を思う？　守るべき主を守ることができず、首輪によって殺されるまでの僅わずかな時間しか残されていないその命で、何をその内に抱いているのか私に教えてはもらえないかねぇッ！？」

　眼前にある醜悪に歪んだ笑みを見た陸也は何も答えない。

「く、はは」

　堪こらえ切れずと言わんばかりに、陸也の口から声が漏もれた。

「ツイてねぇ……本当に、ツイてねぇなぁ……」

　ケタケタと、壊れた玩具おもちやのように陸也は笑う、笑う、笑う。

　そんな様子の陸也を見たアルビオは不服そうに眉まゆをひそめた。

「……は、使い魔だというのにあっさり壊れおったか。この国を訪れた際にあった威い勢せいはどこへいったのやらな」

　ただ死を待つしかない使い魔の頭にアルビオは狙いを定める。

「なぁ……そう思わないか」

　もはや返事を寄よ越こさず、力無く揺れる存在へと陸也は言葉を掛け続ける。

「まったく……いつだったかお前が薄ら寒い演技をした時、本当にこいつは演技がヘタクソな奴やつだと心の底から呆あきれたもんだ」

　引ひき鉄がねに掛けられた指にゆっくりと力が込められていく。

「……だが、訂てい正せいしよう。俺の相棒は大した役者だ」

　それを最期の言葉と見定めたアルビオは、一息に人差し指に力を込めた。

　どこまでも、どこまでも軽い破裂音。

　弾丸は先ほどの緋澄と同様に、獰どう猛もうな笑みを浮かべている陸也の頭部を射抜き、周囲へ血と脳のう漿しようを飛び散らせ牢を不気味に彩る。

　そのはずであった。

「――く、はははははははははははッ！！」

　陸也は狂笑を止めない。

「はははははははッ！！　ああ、おい。どうしてくれんだッ！！　どうしようもなく滑稽で、笑いが止とまらなくなっちまうじゃねぇかッッ！！」

　火薬の炸さく裂れつ音おんと狂笑が不気味に地下牢の中に反響し続ける。

　弾丸は陸也の頭どころか身体の一切を撃ち抜かず、まるで陸也を避けるようにデタラメな方向へと向かって壁にめり込んでいる。

　それだけではない。

「――――か、ひ？」

　孤こ児じたちの鎖を握にぎっていたゲイルが妙みような声を上げた。

　ジャラジャラと鎖が床へと落ち、力の入らない手をゲイルは胸むな元もとに当てる。

　止まることなく、噴水のように心臓から溢あふれ出る血。

「な、ごれ……たずげ――」

　ゲイルは力無く膝ひざを折り、地面を転げまわり、残された僅かな命を使って助けを求めようと必死に腕うでを伸ばす。

「な、何が……何が起こっているッ！？」

　突とつ然ぜんの事態に動どう揺ようしたアルビオがそんな叫び声を上げた時――

「――――は？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げながら、アルビオは妙に軽くなった右手へと視線を落とした。

　先ほどまで陸也へと狙いを定めていた銃じゆうはどこにも無い。

　そして……アルビオが向けている視線の先には、銃を握っていた手すら消えていた。

　視線を下げた先で、アルビオはようやく自身の右手を見つける。

　血ち溜だまりを今もなお作り続けながら足元に転がる右手。

「ひ、ぎィっ……がァァああああああああああああああああッッ！？」

　噴水のように血を噴いている右手を改めて認にん識しきしたことで、アルビオは牢から飛び出して無様に地面を転げ回る。

　そんなアルビオの様子を見て、またも陸也はけたたましく笑い続ける。

　自分たちの主に危険が及およんだとようやく認識した覆面の兵士たちは、手に持っていた自動小銃を構えて一斉に陸也へと撃ち出した。

　牢の内部が硝しよう煙えんの香かおりに満たされ、鉛えん弾だんの嵐と耳をつんざく炸裂音が幾重にもこだまし、石造りの壁や地面を抉っていく。

　だが、陸也はそれでも笑うことをやめない。

　止まることなく、ただ狂くるったような笑い声を牢から響かせ続ける。

　やがて弾丸が撃ち尽くされて土煙が晴れた時、その光景を見てアルビオは愕がく然ぜんとした。

「なんだ、もう終わっちまったのか？」

　牢の中に座すわり込んでいる陸也が笑みを向けてくる。

　口端を吊り上げ、犬歯を剥むき出しにしながら笑っている。

　あり得ない光景を目にしているアルビオは声を震わせながら叫ぶ。

「そんな……バカなッ！　魔法が封じられている状況で、あの銃じゆう弾だんの中を生き残ることなどできるはずがないッ！！」

　そもそも、陸也がどのようにしてゲイルの心臓を貫き、アルビオの右みぎ腕うでを切断したのかまるで見当がつかないのだろう。

　なぜなら、陸也は今もなお他ほかの裁判官から奪った縄によって縛り上げられており、魔法を使うことができない状況であることに変わりはない。

「さて……問題、なぜ俺はこうして生き残っているのか」

　笑みを浮かべながら、陸也が言葉を発した。

「考察一、あの縄が持つ機能が不完全、もしくは不具合を起こした。しかしあの縄はお前たちが作りだした物ではなく、裁判官から奪い取った正真正銘の本物だ。機能が不完全ということもなければ、不具合が起きたということもあり得ない。つまり、俺は確実に魔法を使える状況ではなかった」

　ゆっくりと立ち上がった陸也を見ながら、アルビオたちは言葉を失っている。

　そんな最さ中なか――




「――解答一、つまり縄をつけていない存在が魔法を行使した、ということです」




　朗々とした声が牢の中で響き渡った。

　抑よく揚ようのない、しかし鈴が響くように透き通った声。

　火の粉のように舞う緋あかい髪。

　女性らしい服装には似合わない、特とく徴ちよう的てきな三種の黒。

　そして、気品と猛たけり狂う炎を彷ほう彿ふつとさせる紅こう緋ひの瞳。

　普ふ段だんと変わらず、感情に乏しい表情をした緋澄が悠然と立っていた。

「よぉ、緋澄。よく腕を斬きり落とすだけで我慢したじゃねぇか」

「当然ではありませんか。他の雑魚ざこならば一いつ閃せんで済ませますが……そこの畜生を、楽に殺してしまうのは平等と言えないでしょう」

　身の丈に合わない大きな太刀を肩かたに担かついでいる緋澄は、空いた手に持っている物体をアルビオの目の前に放り捨てる。

　鈍い音を立てながら地面を転がる、刎はね飛ばされたゲイルの首。

　その首も、目の前に立つ存在も、幻覚などではない。

　緋澄の額に風穴はおろか傷一つ見られず、牢を出て背後を取っている。

「な、ぜ……お前が、生きているッ！？」

「既すでに出ている解について尋たずねるとは、愚の骨頂だと思いませんか」

　冷ややかな声と視線をアルビオに向けた緋澄は言い放つ。

「魔法を行使した……と、先ほど私は言ったはずです」

　言い放った緋澄の身体からだが、歪わい曲きよくした風景の中に呑み込まれていく。

　まるで刃は物ものを入れたように裂けている、暗く、黒く、先の見渡すことのできない空間。

　やがて、緋澄の身体が完全に漆黒の空間へと呑み込まれた直後――

「――私の魔法は『歪ゆがみを生み、使役する』というものです。御理解いただけましたか」

　先ほどまでいた場所から姿を消し、牢の中に現れた緋澄はおもむろに太刀を振るって頑強な鉄格子を切断した。

　陸也は身体の関節を鳴らし、気だるそうに鉄格子の外へとゆっくり歩み出る。

「なぜ……なぜだッ！　なぜ裁判官が魔法を行使できるのだッ！？」

　腕の痛みすら忘れているのか、アルビオは緋澄を見ながら叫ぶ。

「チッ……なぜなぜなぜってうるせぇな。こんな単純なことにまだ気づかない、糖分が不足している豚野郎へ質疑応答といこうじゃねぇか」

　緋澄の手で縄から解かれ、角砂糖を口に放り込んだ陸也はアルビオへと静かに告げる。

「俺たちは自分の身分を口にする際、一貫して『裁判官たち』と言っている。どちらが裁判官で、どちらが使い魔であるかを口にしたこともなければ、それらを訊かれた時も一度たりとて明言しちゃいない」

　裁判官は《銀鎚ガベル》を持ち、使い魔は服従の証あかしとして銀の首輪を付ける。

　それが常識であり当然であるが……その逆が無いという道理はない。

「バカ、な……我々の目を欺くためだけに、自ら爆薬の仕込まれている首輪を付けているというのかッ！？」

「そんなもんはオマケだ。俺の相棒は死なねぇから首輪に殺される心配はない、もし死んだとしたら、そもそも俺が勝てるような相手じゃないってことだしな」

「ならば……なぜ、人間の身でありながら魔法使いと対たい峙じすることができたッ！？　数多あまたの人間を殺し、他の裁判官たちすらも下してきたあの駒をなぜ相手にできたというのだ！？」

　陸也は裁判官たちを相手にしてきたシエルに素手のみで勝利し、その瞬しゆん間かんをアルビオたちも遠くから眺めていたのだろう。

　裁判官は自身の身を守る程てい度どの鍛練は積んでいるものの、単身で魔法使いを相手にするには相応の装備が必要であり、素手で魔法を相手にするなど自殺行こう為いどころか正気の沙汰ではない。

「俺たちは裁判官と名乗り《機関》に所属している人間だが……裁判官の中には、単体で魔法使いの対処ができる思考力と訓練を積み、《法》を祓はらうのが困難とされる事案を専門的に対処し、並びに《機関》に対たいする反抗勢力の殲せん滅めつを行う役職がある」

　人を裁き、魔法使いを裁き、国すらも裁く裁判官。

　しかし《機関》に所属する裁判官の中には、裁きの天てん秤びんに載せて罪を測ることなく、反乱分子や凶悪な存在の断罪を目的とする存在がいる。

「陸也、こちらをどうぞ」

「おう。それじゃ裁判の前に……改めて自己紹介といこうじゃねぇか」

　陸也が《銀鎚ガベル》を握り込んだ瞬間……《銀鎚ガベル》が光を帯び、変化を始める。

　手の平ほどの大きさは陸也の身体に合った大きさとなり、丸みを帯びているヘッド部分の片側に幅広の刃はが生成されていく。

　重音を響かせながら顕現した《銀鎚ガベル》の姿は、処刑人の持つ斧と酷似していた。

《銀鎚ガベル》を肩に載せ、獰猛な笑みと共に陸也は言い放つ。




「魔法権限保持及および処分執しつ行こう者しや……断罪官、九く字じ陸也と」

「その使い魔である緋澄です。短い間ですが、お見知り置きを」




《銀鎚ガベル》を手にした陸也は笑みを浮かべ、緋澄はスカートをつまみながら頭を下げる。

「本来、裁判官は魔法使い並びに国の事情を考こう慮りよして裁判を行うが……断罪官が行う裁判ってやつは、問答無用で咎とが人にんに死の宣告を与えることだ」

　軽々しい動作で《銀鎚ガベル》を高く掲げてから、陸也は地面へと刃を打ちつけて甲かん高だかい音を地下牢に響かせる。

「咎人は国王アルビオ、並びに人の道を外れた加担者全員、だ。おっさんやガキ共は俺が守っておく。お前は好きなように暴れろ」

「了りよう解かいしました、断罪官」

　短い応答と共に、緋澄は担いでいた太刀を鞘さやから抜き放つ。

　曇くもり一つ見えない、それ故ゆえに吸い込まれそうになる刃。

　体格に見合わない太刀を片手で振る緋澄の姿を見て、ようやくアルビオたちは自らの生命が危険に晒さらされていることを自覚したかのように動き始める。

　一斉に銃を構える音が地下牢ろうに響き、断続的な銃声と共に無数の弾丸が緋澄へと向かって撃ち出されていく。

　掠かするだけで肉を削そぎ落とす弾丸の雨は……緋澄の身体に当たらない。

　空間へと生み出されている歪み。

　先ほどと違ちがい粒ほどの大きさではあったが、底知れぬ歪みは緋澄に当たるはずの弾丸を正確に捉とらえ、呑み込むかのように暗くら闇やみの中へと吸収していく。

「私の魔ま法ほうは万能なものです。このように防ぼう御ぎよに使用すれば、銃弾などは歪みの彼方かなたへと消えて私を傷つけることはできません。陸也たちに向けられた銃弾も全て歪みに食べさせたというわけです」

　ゆっくり、ゆっくりと緋澄は歩みを進め――

「――先ほどお見せしたように、歪みを移動することでいかなる間合いであろうとも瞬時に詰め、背後を取ることも容易です」

　瞬間、鮮血が舞った。

　一閃によって振り抜かれた大太刀は覆面たちを上下に分断する。

　高く舞まい上がった兵士の身体は緋い雨を降らせ、グヂャリと不快な音を立てて落ちた。

　その場を痛々しい紅一面に変えた緋澄を見て、兵士たちは共通の感情を浮かべる。

　圧あつ倒とう的なまでの暴力、強者という言葉すら生なま温ぬるい存在に対する恐怖。

「私の《法》は『十二時間に一度、他者に危害を加える』という、間隔が短いだけでなく他者に危害を与え……そして、自身すらも苦しめる忌々しいものです」
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　パシャリ、と血溜まりを踏んだ緋澄は兵士たちを無表情のまま睥へい睨げいする。

　目の前にいる人間たちをただのモノと認識するかのように。

「ですが……あなた方を屠ほふれるのならば、今は喜びと共に《法》をこなしましょう」

　唯ゆい一いつ、感情の込もった緋ひ色いろの瞳に明確な殺意と怒ど気きをはらませる。

　その様子を見た瞬間、かろうじて抑えられていた兵士たちの恐怖が爆ばく発はつした。

　ある者は叫びながら逃にげ、ある者は泣きながらその場で命いのち乞ごいをし、またある者はただ無気力となり呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　緋澄はただつまらなそうに、視線を向けることなくゆっくりと歩く。

「今のあなた方の行動は、かつてそこにいる子供たちが行ったものです」

　戦意を失った人間にも容よう赦しやなく、ただ機械的な動きで歩きざまに首を刎ね、心臓を一突きしたまま抉り、胴どう体たいを上下へと分断する。

「苦痛と恐怖によって叫び、地獄から逃げ惑い、泣きながら命乞いをする……そして、子供たちは生き地獄の中で生気を失いました」

　ついでと言わんばかりに、緋澄はゆっくりとした歩調のまま逃げ惑う兵士たちへと刃を通していく。

「今のあなた方なら、そんな子供たちの受けた地獄が少しでも理解できるでしょうか」

　もはやそれは争いなどではなく、一方的な殺さつ戮りくであった。

　力を象しよう徴ちようする使い魔まは瞳に怒り以外の感情を浮かべることなく、まるで処しよ刑けい人にんのように表情すら変えず無心で刃を振り下ろし続ける。

　新たに描えがかれ始めた地獄絵図が長く続くことはなかった。

　兵士たちの中に動く姿は見られない。

　ただ一人を除いて。

「そん、な……そんな、バカな……」

　降ふり注いだ兵士たちの血で全身を真っ赤に染めたアルビオは、ただその場に座り込み呆然と呟つぶやくことしかできなかった。

　ゆっくり、ゆっくりと緋い悪魔はアルビオへと歩み寄っていく。

「我々に仇あだ為なすというバカげた目的のために他者を苦しめ、人間の尊厳を貶おとしめたあなたには相応ふさわしい罰ばつを与えることにしましょう」

　アルビオへと太刀を突きつけていた緋澄はその刃先を動かし――

　見開かれている目へと突き刺した。

「が、ああああああああああああああああッッ！？」

　焼けるような痛みが起こると同時、アルビオの視界から光が消えた。

　そして耳が抉られ鼓膜が引き裂さかれる感覚の次に、世界から音が失うせた。

　匂においは鉄臭さで満たされ、両腕の重みが消え、身体が地面へと落ち、喉のどを震わせることができなくなり――やがて、痛覚すら失せた身体は何も感じなくなる。

　だというのに、アルビオは自分がまだ生きていると認識していた。

　アルビオ自身が子供たちへと行ったように、緋澄は全て急所を外して感覚だけを削ぎ落としていった。

「せいぜい、苦しみながら死んでください」

　聞こえていないとわかっていながらも、緋澄は横たわるアルビオへと言い放つ。

　太刀を一振りして血を払はらってから、緋澄は太刀を鞘へと納めて歪みの中に放ほうり入れて陸也の下へと戻もどる。

「ご苦労さん。悪かったな、全部任せちまってよ」

「いえ、任せていただいて感謝しています。彼かの女じよの無念を晴らすためなどと綺き麗れい事ごとを言うつもりはありませんが」

　言いながら、緋澄は床ゆかに座り込んでいるシエルへと目を向ける。

　相変わらずその表情は変わらなかったが、どこか悲しそうにも思えた。

「……そういうことを言ってるんじゃねぇよ。殺しを全部任せて悪かったって意味だ」

　溜ため息いきをつきながら、陸也は緋澄の頭を軽く叩たたいた。

　しかし緋澄はそんな陸也の態度に対して僅かに口を尖とがらせる。

「……なぜ叩くのですか」

「なんとなくだ。文句ならちょうどいい位置にあったお前の頭を恨め」

「あなたが度々私の頭を叩くから背が縮むのです」

「軽く叩いたくらいで縮むとかどんな身体してんだよ」

「気持ちの問題というものです」

「へいへい、そいつは悪かったな」

　そう口にしながらも陸也は再度緋澄の頭を軽く叩く。

「……また叩かれました」

「だから気にするなっての。そんなことより……まだ仕事は終わってねぇんだ。ここにいた奴以外にも加担している奴はいるだろうし、そいつらを――」

　陸也の言葉は途中で遮られた。

「……ど、どうしたでありますか！？」

　声を聞いて陸也が視線を向けると、身体を震わせながら虚ろな瞳ひとみで呆然としているシエルと、それを支えるように肩に手を添えながら叫ぶリソレの姿が映る。

「何があった、おっさん」

「さ、裁判官殿どの……か、彼女が何かをずっと呟き続けているんです！」

　シエルの瞳は依い然ぜんとして虚空を見つめていた。

　しかし、その口元が微かすかに動いている。

「もう……もう、いやだ。なんで、どうして――」

　うわ言を呟いているシエルを見て眉をひそめた陸也はその口元を再度見る。

「こんな、こんなこんなッ！　こんなのいやだ全部何もかも――！！」

　そして、シエルの口元が小さく笑みを形作っているのを見て確信した。

「――――緋澄ッ！　退避だ！！」

　返答するよりも先に動いた緋澄がリソレの腕を掴み、陸也と共に大きく飛び退のいた瞬間、地下牢に存在する黒が一斉にして蠢うごめいた。

　生物のように蠢き始めた黒く薄うす暗ぐらい物体。

　その様子を見て、陸也は思わず舌打ちする。

「……余計な置き土産を残したもんだな、あの豚ぶた野や郎ろう」

　蠢く黒の物体は影かげだった。

　地下牢にある僅かな明かりによって存在している影。

　それはまるで個のようでもあり、群れでもあるかのように不規則な動きを行い、生物のように蠢しゆん動どうしながら質量を持ち始めていく。

「裁判官殿……これは、いったい」

　先ほどとは別種の、常じよう軌きを逸いつした光景を目にしているリソレが不安げな声を漏らしながら陸也へと尋ねる。

「……あのチビの魔法は影に作用するものだった。これも同じものなんだろうよ」

　しかし陸也と対峙した際、シエルが扱あつかった魔法は「影を乗っ取り、影と同化することで姿を消す」というものであった。

「魔法使いってのは一度壊れた存在だ。自身に浮かんだ強い想いが心にヒビを入れて空洞を生む。そしてその空洞を埋うめるために救いと力を求め……そして、世界はそんな求めに応じて魔法を与える」

　空洞へと魔法という力が注ぎ込まれ、ヒビを塞ぐことで魔法使いという存在はその精神を世界に押おし留めることができる。

「だが、一度ヒビが入って壊れかけた心の中で再び強い想いを浮うかべたら……ヒビが広がって心ごと崩壊して、そいつは力に呑み込まれて暴走する存在……魔物に成り果てる」

　シエルは一度、母親の死によって魔法に目覚め、心に深い傷を負った。

　そして長きに亘わたりその心を疲弊させ続けた挙句、またも深い傷を負った。

　蠢く影たちの中心にいるシエル。

　その口元は絶え間なく動き続ける。

　生気を失い、世界へと向けて呪じゆ詛そを呟き続ける。

「そんな……彼女は、彼女はどうなるというのですか！？」

　叫ぶリソレに対して、陸也は何も答えない。

「緋澄、応戦だ。対象は『魔物』、危害が及ぶなら生死の一いつ切さいは問わない」

「……了解しました、断罪官」

　一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた緋澄だったが、すぐさま歪みから太刀を引き出して鞘から抜ぬく。

「なぜ……なぜですか！？　母親を奪うばわれ、家族を奪われ……彼女は何も悪くないというのに、なぜ全てを奪われた彼女はその命すらも奪われなくてはならないのですかッ！？」

　怒いかりによるものか、惨状を目にし続けたせいか、それとも……あまりにも理り不ふ尽じんすぎるシエルの運命に対してか、リソレは涙なみだと共に叫ぶ。

　その叫びを聞いた陸也は――

「――ああ、その通りだよ」

　呟きと共に、陸也は《銀鎚ガベル》を握り締める。

「裁判官は悪を裁き、自身の正義を掲げて貫く存在だ。それなら……あいつのふざけた運命という罪を断ち、救ってみせるのが俺おれの正義ってやつだ」

　虚空へと向けて《銀鎚ガベル》を打ち、甲高い音の後に陸也は宣言する。

　厳かな声こわ音ねで陸也は《銀鎚ガベル》を地面へと振ふり下ろし、甲高い音を響ひびかせる。

「――断罪官の名において、《銀鎚ガベル》による断罪を執行する」

　確固たる決意を秘めた瞳で、影に呑み込まれようとしているシエルを見据える。

「緋澄、道を開いて俺をチビの下まで行かせろ」

「……策はあるのですか？」

「俺が一度でも無策で突っ込んだことがあったか？」

「私にはいつも無策に突っ込んでいたように見えたのですが」

「いつも策があったんだよ。それより、できるのかできないのかをさっさと答えろ」

「私が一度でもあなたの期待に応えられなかったことがありましたか？」

「上等な返事をありがとうよ、元切きり裂き魔」

「……その呼ばれ方は好きじゃないんですけどね」

　陸也の言葉に苦く笑しようを返してから、表情を引き締めた緋澄はシエルへと向けて跳躍する。

　蠢く影たちは生物のように感知することができるのか、質量を持つ影たちは接近してくる緋澄へと向けて、一斉にうねりながら襲い掛かかる。

　まるで大蛇のような柔軟な動きをする影を見て、緋澄は太刀を掠めるようにして影たちを受け流し、金属同士が擦こすれるような音が起こる。

「……動きからして硬度はないと思っていましたが、認識を改めておきましょう。本体を討つだけなら私が歪みを通るだけでいいというのに、陸也のために道を開くとなるとやや面めん倒どうかもしれません」

　硬かたいと評価した直後、事も無く影を一閃によって斬り捨すてる緋澄だったが、それ以上の速さで影は次々と襲い掛かってくる。

　この魔法が影に質量を持たせて自在に操るものだとするなら、地下牢という閉へい鎖さされた空間はその力を遺憾なく発揮することができる。

　影は触手のようにシエルを中心として蠢いているとはいえ、影そのものはどこにでも存在している。

　剣けん戟げきにも似た音を聞いて緋澄が横目で窺うかがうと、別の箇か所しよから湧わいた影と応戦している陸也の姿が見えた。

　豪快な動作で銀ぎん斧ふを振り回しながら影たちを叩き斬る陸也だったが、リソレと孤児たちを守るように立ち回っているせいか、僅かながら焦あせりが見られる。

「緋澄、さっさとチビの魔法を祓わねぇと心そのものが崩壊しちまうだろうが！　半はん端ぱなことしてないでさっさと片付けろッ！！」

「半端半端とやかましいので黙だまっていてください。私はどこかの戦せん闘とう大好きな人間と違って、斬るのは好きでも斬られるのは嫌きらいなんです」

　軽口を叩きながらも、緋澄は襲い掛かる影たちを斬り伏せ続け、何かを見み極きわめるかのように視線を逸そらさない。

　斬り捨てた影たちは実体を失なくし霧散していくものの、再び影へと戻っているのか尽きる様子は見られない。

　影たちをいくら斬り落としたところで、それが止むことはない。

　それを理解したところで、緋澄は影たちの群れから跳び退いて小さく頷うなずき、そして小さく口元に笑みを浮かべた。

「……さて、感かん触しよくはこれで覚え終わりました」

　見えない血ち糊のりを払うかのように一度太刀を振り、緋澄は影の群れを静かに見据える。

「あとは状じよう況きようにあった方法で正確に、的確に、明確に……終わりが無いと言うならば、こちらも終わることなく斬り裂き続ければいい」

　言葉と共に、いくつもの歪みが緋澄の周囲に浮かび上がる。

　底知れぬ深しん淵えんから顔を覗のぞかせている五十二本の柄つか。

　剣、直刀、太刀たち、小こ烏がらす丸まる太刀、毛け抜ぬき形がた太刀、野太刀、小太刀、刺さす刀が、打うち刀がたな、脇わき差ざし、短刀、鎧よろい通し、長巻、薙なぎ刀なた、仕込み刀、槍やり――多種多様な造りと拵こしらえを持つ刀たち。

「閉鎖された空間で力を発揮できる魔法であるのなら、天てん井じようをぶち破れば早いのでしょうが……天井が崩壊する時間などを加味すると時間が掛かり、何より芸がありません」

　歪みから出るいくつもの柄をおもむろに掴つかんでから、緋澄は宙へと放り投なげる。

　正確な投とう擲てきによって放られた刀たちは影たちには当たらず、天井、壁かべ、床へと向けて突き刺さっていく。

　そして、手元に残された数本の刀を真上へと放ってから大太刀を構える。

「ならば……真正面からぶつかり合って、斬り刻む方が早いと判断しました」

　ゆっくりと落下する刀たちに目を向けることなく、緋澄は身体を沈めて大太刀を後方へと引きながら影の群れを見据える。

「さて……どちらが優ゆう秀しゆうな切り裂き魔か、勝負といきましょう」

　言葉と共に振り抜かれた大太刀が、落下していた刀たちを一斉に撃ち出した。

　回転力を得た直刀は影を容赦なく斬り裂き、真まっ直すぐ撃ち出だされた脇差は影に深々と突き刺さることで動きを止める。
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　次いで投げられた短刀が柄を打ち、回転する勢いを得た脇差が影を断ち斬る。

　そして……落下してきた直刀を大太刀で打ちつけて宙へと舞わせると同時、太刀による振り抜きによって影を切断する。

　勢いを持った直刀は影を裂きながら天井へと刺さっている打刀に当たり、落下に合わせて緋澄は打刀に一いち撃げきを加えると同時に影を斬り裂く。

　持ち手と共に動き続ける刀たちが織り成す剣舞。

　地面に突き刺した打刀を蹴けり、身体を回転させた勢いで野太刀を振るって刀そのものを打ち、落下する刀を掴んで切断した後に別の刀へと投げつけ、刀と自身を歪みによって移動させ、地面に着地する僅かな間すら惜しいと言わんばかりに斬り裂いていく。

　縦横無尽に駆け巡めぐる緋澄と五十二の刃たちは、どの角度で斬り入れるか、どれほどの力加減で切断へと至るか、どこに刃を配置すれば次への一手を指せるかを理解しているかのように宙を舞い、地を跳び続ける。

　刀たちによる狂きよう宴えんは終わりを見せない。

　斬り捨てられた影が質量を失い、再び影へと戻り質量を取り戻そうとも、それより早く緋澄と刀たちは影を斬り裂いていく。

　何度も、何度も何度も何度も何度も、斬り裂き魔はその手を休めることなく目の前にいる存在を斬り裂き続ける。

　しかし、影たちはそんな自分たちの状況を劣勢と判断したのか、攻撃の手を休めて宿主となっているシエルの身を守るために一点へと集っていく。

　だが、緋澄はそれを見て小さく笑った。

「……勝負は、私の勝ちでよろしいですね」

　主から命じられたのは道を開けること。

　残されている影たちは防御に徹し、斬り伏せられたことで質量を失った影たちが再度質量を得るまでには時間差がある。

　緋澄が幾度となく影を斬り続けることで、同様に時間を見極めていた陸也がその隙すきを見逃すはずがない。

　そして影たちが一箇所に集まろうとも……魔を祓う銀斧には意味を為さない。

　既に駆け出していた陸也は緋澄へと言葉を掛ける。

「上出来だ、緋澄」

「当然です。後はお任せしますよ、陸也」

　魔を祓う銀斧を担いだ陸也が軽く跳ぶのと同時――緋澄は返した大太刀を陸也の足に合わせて勢いよく振り抜いた。

　宙を疾走するかのように一直線に影の塊かたまりへと向かっていく陸也に対して、周囲で蠢いている影たちの反応は間に合わない。

　勢いと共に振り下ろされた銀斧が、影の塊へと突つき刺さった。

　銀を帯びた光の粒子が火花のように散り、銀の刃は影の塊の奥おくへと向かって進む。

　そして……その先にいる、胎児のように丸くなっているシエルの姿を見つけた。




「咎人の楔くさびを断ち……罪を祓い自由を与えよッ！！」




　陸也の言葉に呼応するかのように銀斧は煌こう々こうとした光を放ち、深々とシエルの小さな身体へと突き刺ささる。

　一息の間もなく、陸也が銀斧を振り抜いた瞬間。

　世界から与あたえられた力という名の鎖くさりを断ち切った音は鈍にぶく重苦しいものではなく、鐘楼にも似た澄すんだ音であった。




　　　　　◇




　蠢いていた影たちが輪郭を失い、溶けるように元の影へと戻ったことで、地下牢が静寂に包まれる。

　しかし、地面に横たわっているシエルは両の眼めこそ開いているものの、その眼に光はなく、まるで魂が抜けてしまったかのように動く気配がない。

　息があることを確かく認にんした緋澄は、苦々しい表情で陸也へと向き直る。

「……まさか、失敗したのですか？」

「いや、《銀鎚ガベル》は間ま違ちがいなく二度目に目覚めたこいつの魔ま法ほうのみを祓った。そうじゃなかったら、今いま頃ごろこいつの胴体どころか跡あと形かたも無く消えてるだろうよ」

《銀鎚ガベル》による断罪は、世界から与えられた罪を祓うだけならばその刃が身体を傷つけることはないが、人としての罪を持つ人間には容赦なくその肉体を傷つける。

　だからこそ、陸也はシエルが持つ魔法全すべてを対象として断つのではなく、新たに目覚めた魔法のみを目標と定めて断罪を執行した。

　シエルが魔法を用いて人としての罪を犯おかしたのは一つ目の魔法だけであり、二つ目の魔法……魔物へと変貌しかけたが、そこに人としての罪は存在していない。

　根拠は無かったので半ば賭けではあったものの、実際に断罪の刃は罪のみを祓い、シエルの肉体が傷つけられることはなかった。

　だとするなら、シエルの様子が改善されない理由は一つ。

「……こいつの心がもう壊れちまったか、その寸前ってことかもしれねぇな」

　横たわるシエルを見つめながら、陸也はどこまでも冷ややかな声で言う。

　そして、隣となりに立つ緋澄へと告げる。

「緋澄、お前の刀を貸せ」

「……どうするつもりですか？」

「仕事に決まってんだろ」

　陸也の言葉に対して何かを言おうとした緋澄だったが……口を固く結び、開かれた裂け目から一本の刀を取り出して陸也へと手て渡わたす。

　無言でそれを受け取った陸也は鞘から刀を抜き、シエルへと近づいて行く。

「な、何をされるつもりですか！？」

　シエルに寄り添っていたリソレは慌あわてた様子で陸也の前に立ち塞がる。

「……そいつの心は壊れたか、もしくは再起不能の状態だ。今回は偶然、力が流れ込む前に祓うことができたとはいえ、そんな状態のまま放置し続ければいずれ魔物へと変わる。空っぽの容いれ物を見ると何かを入れたくなるのが、クソったれな神様の方針なんでな」

　リソレにそう答えてから、陸也はシエルへと一度視線を向ける。

「俺の力不足でこいつを救えなかったことは弁解のしようがない。だからこそ、せめてこいつをこいつのままでいさせてやろうと思っただけだ」

「……つまり、裁判官殿は彼女を殺すというのですか？」

　リソレの言葉に陸也は答えない。

　そんな言葉を無視して歩きだそうとした陸也の前に、リソレは再び立ち塞がる。

「そこをどけ。邪じや魔まをしたらどうなるかは散々言ってるだろ」

「自分を殺して満足するというのならそれで構いません！」

　陸也の前に立つリソレの足は震ふるえていた。

「……そういうことを言ってるんじゃない。そいつは放っておけば国ごと消しよう滅めつさせる化け物に変わる可能性もある。そいつ一人の命と国民全員の命を天秤に掛けた時、どちらが正義なのかは明白だろう」

　刀を肩に載せながら、陸也は冷酷な視線をリソレに向ける。

　しかし、リソレはそんな陸也を見ても怯ひるむことなく言葉を返す。

「たとえその子を救うことが悪であったとしても……自分は退どきません」

　はっきりと、陸也を見つめながらリソレは言い放つ。

「自分は……子供たちを守りたいという想おもいから、国を守る憲兵となりました。無む垢くで力の弱い子供たちを守ることが、自分の持つ正義なのです」

　奥歯を噛かみしめる音と共に、リソレは鎖に繋つながれている子供たちを見る。

「それなのに……自分は守るべき子供たちを守ることができませんでした。国の悪行を見抜くことができず、子供たちが苦しんでいる最中も救うことができなかったッ！」

　多くの人間はそんなリソレの言葉に対して「仕方がなかった」と答えるだろう。

　だというのに、リソレという男は自分の無力さを責める。

　涙を流しながら、リソレは悔恨に満ちた心中を吐露し続ける。

「そして、今度は自分のすぐ目の前で苦しんでいる子供がいます。今度こそ自分はその子を救わなくてはいけないというのに……その子供を殺さなければ災厄によって多くの人間が犠牲になる、だから殺されるのを黙って見過ごせ、と――」

　口くちの端はしから流れる血に構うことなく、リソレは叫ぶ。

「――そんなふざけたことを、認められるはずがありませんッ！！」

　先ほどまでの震えは消え、声高々にリソレは言い放つ。

「守りたかった子供たちを見捨て、自身が抱いだいてきた誓いを捨て、苦しみ続けた子供を見捨てる……それが正義であると言うならば、自分は悪で構いません！！」

　目の前にいる正義の象徴だけでなく、悪人は過か酷こくな運命を科した世界に対して憤いきどおる。




「世界が彼女を悪だと言うのならば……自分は、悪人として彼女を守る選せん択たくをしますッ！！」




　確固たる揺るぎない意志を宿した瞳で、正義へと対峙する。

　そんなリソレの言葉に、断罪官として陸也はただ静かに耳を傾かたむけていた。

　その言葉を、意志を、決意を見定めるように悪人の姿を見つめる。

　そして……正義の象徴は満足そうに笑えみを浮かべた。

「……おい、シエル。今の言葉を聞いていたか」

　横たわり、抜け殻となっているシエルへと陸也は言葉を掛ける。

「こいつは自分が間違っていると理解していながら、お前を守るために悪人であることを選択した。俺がお前に話した正義ってやつは……こういったことを指すんだ」

　そんな陸也の言葉に、シエルは僅わずかに反応する。

　横たわりながらも、ゆっくりとシエルはその顔を動かしてリソレを見る。

　守るように立ちはだかっている背中。

　自分の選択を信じられなかったシエルにとって、どこまでも眩まぶしく見える背中。

「おっさん、悪いがどいてくれ」

「……できません」

「殺すつもりはねぇから安心しろ。ただ、あいつの心が壊れたかを見極めるだけだ」

　陸也の真しん剣けんな表情と声を聞き……リソレは、表情を歪ゆがめながらも僅かに身体を動かして道を空けた。

　ゆっくりとした歩調でシエルの前へと立ち、陸也は片かた膝ひざをついて視線を合わせる。

「……シエル、お前は自分の選択は間違っていたと俺に言ったな」

　片膝をついて視線を合わせながら、陸也はシエルへと語る。

「たしかにお前の選択が違っていれば、あいつらは身を切り裂くほどの苦痛を与えられ、なおもその苦痛の中で無理やり生かされることは無かったかもしれない」

　シエルはゆっくりと視線を動かす。

　鮮血に染まった地下牢で、痛々しく変わり果てた姿で動く家族たち。

　身体の一部を失い、全身から起こる痛みによって呻うめいている家族たち。

「だが……それでも、あいつらは生きている」

　虚うつろな瞳に光を与えるように、陸也は碧へき眼がんの双そう眸ぼうを見つめる。

「お前が選択を間違っていたら、あいつらはとっくに死んでいたかもしれない。お前が耐え切れずに途と中ちゆうで諦あきらめ、投げ出していたら、容赦なく殺されていたかもしれない。しかし、お前はそれをやり遂げ、あいつらを生かすことができた。お前が逃げ続けるという選択肢を採ったからこそ、今あいつらは生きている」

　失われた何かを呼び戻すように、シエルへと言葉を掛け続ける。

「あいつらもそうだ。お前が助けてくれると信じていたからこそ、絶望の最中で魔法に目覚めることがなかった。お前がその選択を採り、正義を貫こうとしたからこそ、あいつらは希望を抱いて生きようとする意志を持つことができた」

　虚ろな視線のままシエルはただ無言で陸也の言葉に耳を傾けている。

「魔ま法ほう使つかいが辿たどる運命ってのはお前自身がよくわかっているはずだ。そんな運命から、お前はあいつらを救ってやることができた。だから……お前は自分の選んだ正義を間違いだと否定せず、その誇りをしっかりと胸に抱け」

　横たわっている小さな頭に手を乗せながら、陸也は告げる。




「正義の象徴である俺が、お前の貫き通した正義を肯こう定ていしてやる」




　その言葉によって、シエルに変化が起こった。

　ぽたり、と雫しずくが床へと落ちる。

　瞳から止とまることなく流れ続ける涙。

　光の宿った瞳から水すい滴てきが頬ほおを伝い、顔を歪ませながら地面を濡ぬらしていく。

　自身の正義を肯定された少女は、ただ静かに泣き続ける。

　そんなシエルの姿を見て陸也は口元に笑みを浮かべた。

「あとは俺たちに任せろ。お前が正義を見せたのなら、俺たちもそれに応えてやる」

　ただ一言、シエルに告げてから陸也は刀を手に立ち上がり、事の次し第だいを見守っていたリソレへと向き直る。

「おっさん、悪いが二つほど頼たのまれてくれ」

「頼み事……ですか？」

「ああ。傷ついた子供たちを治ち療りようできる場所まで運んでくれ。医者は匙さじを投げるかもしれないが、応急処置をしておくに越こしたことはない」

　まだ命こそあるとはいえ、劣悪な環境下に放置されてきたのならば何が起こってもおかしくはない。それで命を落として手て遅おくれになれば、全すべてが無む駄だになってしまう。

「それと、シエルのことを頼んだ。しばらくはあいつの傍そばにいてやって……全てが終わった後に、あいつの保護者として面倒を見てやって欲ほしい」

　背を向けながら告げた陸也の言葉に対たいして、リソレの返答は早かった。

「謹んでお受け致します、裁判官殿」

　敬礼と共にリソレが答えたのを横目で見てから、陸也は口元に笑みを浮かべながら静かに歩き出す。

「さぁ、緋澄。まだ俺たちの仕事は終わっちゃいない」

　獰どう猛もうな笑みと共に、その瞳に深い怒りを湛たたえて刀を鞘から抜き放つ。




「正義の名の下に……悪を一人残さず断罪するぞ」
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終　硫黄と火の雨のその後







　国全体を揺るがす大きな騒さわぎが起こった。

　統治者であるアルビオ国王陛下の殺害、並びに大臣、側近、兵士、そして関わりが深いとされた多くの要人たちが裁判官たちの手によって殺害されたことが号外として出された。

　多くの人間はその死に対して驚おどろきながらも悼み、遺族の関係者たちは静かに涙を流した。

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利を持つ裁判官が殺人を行っても罪には問われない。

　常に正しく在る裁判官の判断に間違いはない。その人物たちには命を奪うに値あたいする罪があると判断されたからこそ、裁判官たちは制裁を与えた。

「なんで、あの人を殺したんですか！　何かの間違いで……あの人は何も悪くない、人を殺してなんていないかもしれないじゃないですか！！」

　そう泣き叫さけんだのは大臣の妻であった。

　殺害された要人たちがその裏で行ってきたことは全て白日の下に晒さらされた。

　孤こ児じたちに行われた拷問、非人道的な人体実験、裁判官たちの殺害、殺さつ人じん鬼きを飼い慣らし国民全体を混乱へと陥れていたことも全て公おおやけのものとなった。

　それらの情報を聞いた国民たちは裁判官の行動に対して賛否両論であったものの、自分たちも危険に晒されていたという事実もあってか、風当たりが強くなることはなかった。

　それでも当然と言うべきか、身内が殺されたということに納なつ得とくできない遺族は激げつ昂こうと共に裁判官へと詰め寄った。

　対して、裁判官はどこまでも静かだった。

「かもしれない、という曖あい昧まいな理由で裁判官は命を奪うことはない。厳密な調査に基づいて、その人間が悪であると判断したからこそ、然しかるべき裁きを下したまでだ」

「だからって……他人の命を奪っていい理由にはならないでしょうッ！？」

「ああ、まったくもってその通りだ」

「だったら――ッ！！」

　興奮と共に詰め寄る大臣の妻に対して、裁判官はただ冷ややかな声音で尋たずねた。

「だが、今の言葉をお前の夫が殺した奴やつらに対して言えるか？」

　凍いてつくような視線を受けて怯んだ女性に向けて、裁判官は言葉を続ける。

「殺人が正当であると言うつもりはないが、俺は今回の対象たちに与えた死という裁きが妥当であるとも思っていない」

　一歩、裁判官は女性へと詰め寄ってから言葉を続けた。

「他者の眼を抉えぐり、耳を削ぎ、口を縫い、喉を潰つぶし、腕うでを落とし、脚あしを折り、傷口を焼き……人間の尊厳を貶める行こう為いをしていた、もしくは加担、黙認していた人間の遺族として、お前は犠牲となった人間に今のように傲ごう慢まんな態度で『殺されていいはずがない。他人の命を奪っていい理由はない』と言えるのか？」

　裁判官が女性の頭を掴んだ瞬しゆん間かん、周囲から短い悲鳴が上がったものの、それを止める人物は群衆の中にいなかった。

「さぁ、地じ獄ごくのような苦しみの中で死んでいった犠牲者は他にいくらでもいる。そいつら全員に聞こえるように、高々と言ってみてくれ。『私の夫は眼を抉り耳を削ぎ喉を潰し腕を落とし脚を折り傷口を焼きましたが何も悪くはありません』と、国民全員の前で胸を張って宣言してくれ」

　言葉こそ静かであったものの、明らかな怒ど気きをはらんだ裁判官に対して女性は何も言うことができず震え、最後には泡を吹いてその場に崩れ落ちた。

　裁判官は舌打ちと共に女性の頭から手を離し、つまらなそうにその場を去っていった。

　その言葉は誰だれかの想いを代弁しているのではないかと、私は考えている。




　　　　　◇




　そこまで読んだところで、陸りく也やは新聞を丸めて設置されているゴミ箱に放り込んでから長いベンチの上に寝ね転ころがった。

　そんな陸也の様子を見た緋ひ澄すみは小さく首を傾かしげる。

「どうしたのですか、陸也」

「……いや、あの《切り裂きジャック》の記事を書き続けてた記者、ずいぶんと脚きやく色しよくを加えて書いたもんだと思ってな」

「事実だから良いのではないでしょうか。凄すごんでいた陸也はかっこよかったですよ」

「実際は寝不足だったのと、後始末のことを考えてる最中に噛み付かれてイラついたからストレス解消しただけなんだけどな」

「ふむ、睡すい眠みん不足ですか。膝枕をして欲しいなら素す直なおに言ってください」

「素直に言ったらやるってのか」

「はい、別に構いませんよ」

　表情を変えることなく、ぽんぽんと自身の膝を叩く緋澄とは対照的に、陸也は眉み間けんに深いシワを刻んだ。

「……国を出る前に雨具を買っておくか」

「雲一つない快晴の状態からどうやって天気が崩れるというのですか」

「お前の気分と秋の空は変わりやすいからな。というか、普ふ段だんのお前なら問答無用で殴なぐってきそうなのにどうしたんだ」

「さすがに疲弊している主あるじを殴るのは、使い魔まとしてどうかと思ったもので」

　表情にこそ出していなかったが、陸也は十日近く忙殺されていた。

　統治者を失った国に対する民主政の提案、技術大国故ゆえに生まれた貧富の差及および貧民街等の環境改善策の立案など……要は、好き勝手に暴れた後始末を行っていた。

　今回は国の権力者どころか統治している王が主謀し、その上多くの権力者たちも絡んでいた一件でもあったため、反乱分子を根絶させた結果、国が今後立ち行かなくなる可能性が出てきてしまった。

　裁判官、並びに《機関》には、乱立している国家を滅ぼすという目的は一切ない。

　あくまで魔法使いに関連する事こと柄がらを対処し、世界の調律を目的として動く存在であるため、裁判官の行動によって国家が崩壊する危険が出た場合は可能な範囲で情報開示と介助を行うのが義務付けられている。

　本来ならば陸也たち断罪官は凶悪な魔法使いの殲せん滅めつ、反乱を企てている国家の調査及び粛清などの荒事を専門としているため、大立ち回りをしたとしても事件後の始末に関しては他の裁判官に引き継ぐのが通例であった。

「心配はありがたく受け取っておくが、今回については俺があいつらに無理を通して後始末を肩かた代がわりした結果だ。俺を労ねぎらうって言うなら甘あまい物でも買ってきてくれ」

「それなら甘い口付けなどはいかがでしょうか」

「なんだお前、口から蜂はち蜜みつでも出すのかよ。ミツバチに生まれ変わった方が人生楽しく生きられるんじゃねぇのか」

「素す晴ばらしい助言のお礼にあなたを来世に導いてあげましょうか」

「せめて甘い物食って死にたいから何か買ってきてくれ」

「わかりました。それではこの国を訪おとずれた時に食べたクレープにしましょう」

　溜ため息いきをついてから、緋澄はクレープ屋へと向かって行った。

　陸也はベンチに寝転がったまま、雲一つない空を無言のまま眺ながめる。

　全ての仕事を終えた陸也たちはこれから国を出て次の国へと向かう。

《機関》に連れん絡らくを取った後、陸也たちはそのまま次の国へと向かって裁判官としての仕事を続けるように命じられた。

　多くの裁判官がここで倒たおれたことで、ここから先の国へと赴いた裁判官はいない。その現状把は握あくのために先行して調査を行い、報告をしろというのが上からのお達しだった。

「……まったく、人使いが荒いったらありゃしねぇ」

「あなたがそれを言える立場ですか」

　独り言のはずだったが、いつの間にか戻もどってきていたらしい緋澄が呆あきれ顔でそう言葉を返してきた。

「なんだ、戻ってたのか。俺のクレープってのはどれだ？」

「前と同じ激甘と書いてあったものですが……はむ。私で甘すぎると感じる程てい度どなので、陸也は殺人ソースを掛けて食べればいいかと」

　そう言ってから、緋澄は手に持っている見るからに甘そうなクレープを一口食べる。

「どうぞ、毒も入ってませんので」

「毎度毒味するあたり、お前も律義な性格してるな」

「いつ命を狙われてもおかしくないですしね。毒味を怠って陸也に死なれては困りますし、使い魔は毒を盛られたくらいで死ぬことはありませんので」

「そいつはご苦労さん」

　帽ぼう子し越ごしに緋澄の頭を軽く叩たたいてから、陸也はクレープを受け取ろうとするが……緋澄はそのクレープを見つめたまま動かない。

「あ？　どうしたよ？」

「……そういえば思い出しましたが、帽子越しに頭をなでたら私の言うことを聞いてもらうと約束していたはずですよ」

　その言葉を聞いた瞬間、今度は陸也が固まった。

「あー…………今のは、帽子をなでただけだ」

「さすがにその言い訳は苦しいでしょう。それと、地下牢でも私の頭を二回なでていたのでどちらにせよアウトです」

「地下牢のあれは帽子を叩いただけ――悪かった、悪かったから睨にらむんじゃねぇよ」

　半目で睨む緋澄の背後に黒い何かが見えた気がしたので、仕方なく陸也は覚かく悟ごを決めることにした。

「良い心掛けです。そんな陸也に免じて地下牢の件は不問にしましょう」

「へいへい、そいつはどーも。それで、俺に何をさせようってんだ？」

「そうですね……では、クレープを食べてもらうということで」

「は？　クレープ食べるくらい別に――」

　そこまで言いかけたところで、陸也は言葉を止める。

　少し頬を赤らめ、真っ直ぐ陸也を見つめながらクレープを向けてくる緋澄の姿。

「ええと……はい、あーん？」

「頼む、疑問形のまま物事を進めないでくれ」

「あまり詳くわしくないので、正しいのかどうか判断に困ったんです」

「というか……お前そんなことして恥ずかしくないか？」

「正直に言えば少し恥ずかしいですが、以前素直に可愛かわいいと言ってもらえなかったので、可愛らしいという行動について少し努力してみました」

「妙みような方向に努力を向けるんじゃねぇよ……」

「努力は悪いことじゃないです。それに……私には《法》がありますから、めったなことではこういった行動を取れないので」

　十二時間に一度、他者に危害を加える……その《法》をこなすことは容易である。

　暴行によって他者に軽度の傷を負わせるだけで《法》は果たされる。

　生き続けるために《法》をこなすというだけでなく、使い魔として他者を傷つけ、時として生命すら奪う行為に対して緋澄は一いつ切さい躊ちゆう躇ちよしない。

　しかし、それらを無感情のままに行っているというわけではない。

　争いを好まず、他者を傷つけることに対して悲しみを抱く優しい少女。

　生きるために他者を傷つけ続け、孤独の中で感情を失くしていった少女。

　そんな少女を使い魔にする際、陸也はあることを告げた。

　裁判官である自分を見下せ、と。

　主である裁判官に対して冷ややかな態度を取り、無機質で感情のない声こわ音ねで話はなし掛け、暴力といった害意を与えても差し支えない下位の存在であると認にん識しきし、何か粗相を行った時には制裁を加える立場として在れ、と。

　暴力を振ふるうのが当然である相手ということを徹底することで、緋澄が抱く罪悪感や精神的苦痛を和やわらげることができる。

　だからこそ陸也も緋澄に対してぞんざいな態度を取り、時にからかって神経を逆さか撫なですることで、「制裁を加えるべき状況」を作り出している。

　そんな関係性によって、緋澄の《法》とそれに伴う苦痛を軽減させている。

　それ故に、緋澄は陸也の傍かたわらにいながらも隣に立つことができない。

　陸也へと向ける緋澄の感情が好意的なものであればあるほど、緋澄は自身の《法》によって苦しみ、その痛みは増していく。

　だからこそ、陸也も緋澄が隣に立つことを許さない。

　一度関係を崩してしまえば修復は容易ではなく、膨れ上がっていく感情と《法》による板挟みによって緋澄は心身共に疲弊していく。

　大切な存在を守るために、陸也は付かず離はなれずといった位置を守らなくてはいけない。

　矛盾している、複雑に入り組んだ関係。

　そうあるために、陸也はそのクレープを退けなければいけない。

　関係性の崩れる可能性がある行動を取るわけにはいかない。

　緋澄もそんな結果になることはわかりきっている。

　だが……わかりきっていても、辛つらいということに変わりはない。

　だから――

「――――あ」

　陸也が大きく口を開いて差し出されたクレープにかじりついた瞬間、緋澄は思わずといった風にそんな声を漏もらしていた。

　陸也は乱暴に咀そ嚼しやくしながら飲み下し、大きく息を吐はいてから緋澄に顔を向ける。

「……言うことを聞くって約束だ。俺おれは絶対に約束を破らない」

　不ふ貞て腐くされたような声で言う陸也を見つめながら、緋澄は驚いたように硬こう直ちよくしている。

「どうした。お前がやれって言ったことだろ」

「え、あ、その……はい。なんと言えばいいんでしょうか」

　どうしたらいいのかわからず、口ごもっていた緋澄は――

「悪く、ないものですね」

　決して華やかとは言えない、すぐに消えてしまいそうな儚はかない笑み。

　しかし、その笑え顔がおはどこまでも綺き麗れいで、嬉き々きとした感情に満ちている。

　そんな緋澄を見て、陸也は気づかれないように軽く息を吐いてから、改めてクレープを受け取って口の中へと放ほうり込んでいく。

「チッ……まったく災難ってもんだ」

「私は幸せな気持ちでいっぱいですけど」

「あーそりゃよかったな。というか、食事はクレープなんかでいいのか？　国から出たらまともな食事にありつけるかわからねぇぞ」

「たしかに少し足りないかもしれませんが……私としては、今こうして一いつ緒しよにクレープを食べているだけでも十分な気分ですから」

　先ほどのこともあってか緋澄は上じよう機き嫌げんらしく、ベンチに座すわったまま嬉うれしそうに足を揺ゆらしてクレープをぱくぱくと口に運んでいく。

「……まぁ、お前がそれでいいならいいけどよ。クレープなら腹持ちもいいだろうし、相当な量を食えば大食らいのお前でも大だい丈じよう夫ぶだろ」

「……やっぱり、ちょっと控えた方がいい気がしてきました」

「燃費の悪いお前が食事を控える姿なんざ想像すらできねぇな」

「陸也は本当に乙女心というものがわからない人ですね」

「そいつは悪かったな。俺はちまちま食ってる姿より、元気に食ってる姿の方が景気よくて良いと思っただけだ」

「すみません、ちょっとクレープ追加してきます」

「おう。気が済むまで食ってこい」

　表情を輝かがやかせた緋澄がクレープの追加を買って戻り、瞬く間にクレープを消化していた時……陸也たちの下へ向かう二つの人ひと影かげがあった。

「あーっ！　陸也さんと緋澄ちゃん、やっと見つけましたーっ！」

　そんな嬉々とした声が広場に響いたことで、陸也たちもそちらに視線を向ける。

　肩ほどまである銀の髪かみをハーフツインに結い、金色の瞳ひとみを子供のように輝かせながら駆け寄ってくる少女の姿。

「わ、わっ！　本当にお久しぶりですねっ！　最後にお二人とお会いしたのっていつ以来でしょうか？　一年は経たってないはずなので半年ぶりくらいだとは思いますけど、ともかくお久しぶりですっ」

「あ、あぁ……久しぶりだな、エルリア」

　陸也の手を握にぎってブンブンと元気よく振り回すエルリアを見ながら、陸也は何とも言えない苦々しい表情を作りながらなんとかそれだけを答える。

「緋澄ちゃんもお久しぶりですっ！」

「ええ、お久しぶりです、エルリアさん」

　かと思えば、今度は緋澄に駆け寄って陸也と同じようにブンブンと握手を交かわしていた。見ているだけで忙せわしない気分になる。

「……エルリア、久々で嬉しいのはわかるが、あまりはしゃぐんじゃない」

　エルリアの後ろをのんびりとついてきていた白衣の男は……首元にある銀の首輪を光らせ、眼鏡めがねの位置を軽く直しながらエルリアにしかめっ面を向ける。

「えー、レオンさんだって二人に会うのは久々じゃないですかっ！」

「俺は報告やらで声を聞いている。だからあまり久しいとは感じない」

「私はレオンさんが通話を取っちゃうせいでその声すら聞けていなかったんですが！？」

　抗議するエルリアの頭を押おさえて制し、レオンは陸也たちへと顔を向ける。

「だが、確かに顔を合わせるのは久しいな。九く字じ陸也断罪官」

「ま、基本的に俺たちは単独行動だから仕方ねぇさ。レオンハート先生よ」

「今は医者ではなくただの使い魔だ。その呼び方はやめろ」

「なら俺のことも断罪官とかいう堅苦しい肩書で呼ぶんじゃねぇよ」

「……相変わらずお前は口の減らない奴だな。突とつ然ぜん無む茶ちやなことを要求してきたので嫌いや味みを言ってやれば、そんな言葉を返してくるとは」

「ちゃんと感謝はしてるっての。だから事後処理は俺たちが済ませておいたしな」

「それは当然だ。到とう着ちやくして早々、いきなり重傷の子供たちを治療しろなどと要求してきたんだ。恩に着せるどころか治療費を払はらってもらいたいくらいだ」

「ほらよ、治療費」

　懐ふところに手を突っ込んだ陸也は、言葉通り金貨を一枚レオンへと放って寄よ越こす。

「……本当に渡わたされるとは思わなかったが、まぁいいだろう。エルリア、ちょっとこっちへ来て手を出してくれ」

「はい？　手を出せばいいんですか？」

　不思議そうに首を傾げながら手を差しだしたエルリアに対して、レオンは陸也から渡された金貨をその手に乗せる。

「その金で息抜きをしてこい」

「もういっそ『話の邪魔だからどっか行け』って言ってくれませんかね！？」

「話が早くて助かる。どうせ俺たちに残された仕事は後処理の確認くらいなのだから、俺たちもたまにくらい息抜きをしてもいいだろう」

「むー……また私だけ仲間外れです……」

　悲しそうに眉まゆ尻じりを下げながら俯くエルリアを見て、レオンはその頭を軽く叩く。

「話が終われば俺もすぐに合流する。だからそれまで俺の代わりに美う味まい食事を探しておいてくれ。連日の作業で疲つかれているんでな」

「……わかりました。レオンさんが来るまで待ってますから、早めにお願いしますねっ」

　無邪気な笑みを一度浮うかべてから、エルリアは陸也たちに「今度はゆっくりとお話をしましょうねっ」と告げて町の中へと走り去っていった。

　それを確認したレオンは一つ息を吐いてから、眼鏡を外して懐へとしまった。

「……俺たちも大たい概がいだが、お前らの方もどっちが裁判官かわかったもんじゃねぇな」

「使い魔の首輪を肩代わりした酔すい狂きような人間に言われる筋合いはない。しかもそれを利用して初対面の裁判官たちを騙だますような人間は特に、だ」

「そんな昔の話は忘れちまったな」

「俺が死ぬまで覚えているので問題はない。それに、エルリアはあれでいて有能だが、どこかズレているところがあるから仕方のないことだ。裁判官の補佐をするのも使い魔の役目というものだしな」

　そう言いながらレオンも二人と同様にベンチに座り、懐から取り出したタバコに火を点つけ始める。

「……あの、レオンさん。子供たちの様子はどうなりましたか？」

　頃ころ合あいと見たのか、緋澄はずっと気き掛がかりであった件についてレオンへと尋ねた。

　レオンはゆっくりと紫煙を吐き出しながら、青の瞳を伏せて語り始める。

「酷ひどい有様、よくぞこれで生きていた……としか言いようがない。欠損した部位以外にも身体の損傷が内外に亘わたって激しく、適切な設備や医い療りよう知識のないこの国では長く生きることはできなかっただろうし、生き続けても絶望に暮れながら過ごすことになっただろう。いっそ一思いに殺してやった方が良いとすら思える状態だ」

　かつて医者であったレオンのそんな言葉を聞き、緋澄は表情を曇らせる。

「……俺たちの《機関》が有している技術は医療方面にも優れているとはいえ、それにも限界がある。義眼、義手、義足、人工声帯を欠損した部位を当てはめてやれば見た目だけはどうにかなるが、失った視力や運動能力などが元に戻せるわけではない」

　再び煙を吐き出してから、レオンは陸也に視線を向ける。

「俺がお前たちの支援を担当していたことに感謝するんだな」

「そいつはもちろん。俺たち断罪官は荒事が多いし、後方支援にもそれに適した奴が当てられるとはいえ……お前の魔ま法ほう以外だったら、さっき言った通りの結末になってただろうよ」

　笑う陸也につられるようにして、レオンも口元に笑みを浮うかべる。

「無機物に生命を宿す魔法……施術後に俺の魔法で義手などに生命を宿し、対象に長い時間を掛けて定着させれば、自然治癒の見込みは十分にある」

「……つまり、子供たちは治るということですか？」

「ああ。完全に元通りとまではいかないだろうが、身体能力だけでなく視力や聴力に関しても、日常生活を送れる程度には回復するはずだ」

　胸をなでおろす緋澄とは対照的に、レオンは顔をしかめながら煙を吐く。

「まったく……ろくな説明もなく全員の処置を終わらせた後、付き添っていた子供にずいぶんと泣かれてしまって対応に困ったぞ」

「ま、感謝されるなら別に悪いことじゃねぇだろうさ」

「たしかにそうだが……俺は子供に泣かれるのが苦手なんだ」

　タバコを携帯灰皿に押し付つけてからレオンは立ち上がる。

「さて、あまりエルリアを待たせるわけにはいかないので俺はここで失礼する」

「せっかくだから養生してこいよ」

「そうさせてもらうさ。お前とヴォリックの後始末をする度に胃を痛めていることだしな」

「俺は戦争屋のおっさんと同格なのかよ……」

「いっそ同種の人間だったら俺も手間が省けるんだがな。お前は必要最小限だが深い傷を残すから頭を抱かかえることになるし、ヴォリックは面めん倒どう事ごとを丸ごと叩き潰そうとするから被ひ害がいが広くて単純に肉体労働が増える。お前ら断罪官の始末以外にも仕事があるのだから、なるべく苦労を掛けさせないでくれ」

「へいへい。おっさんにも同じことを言ったら俺も考えといてやるよ」

「……以前言ったら、『細けぇことはいいんだよ』と笑い飛ばされてな」

「だったら俺もメンドくせぇ、ってことでな」

「……もう好きにしろ」

「おう。今後も好きにやらせてもらうぜ」

　そんな陸也の言葉に苦く笑しようしてから、レオンは雑踏の中へと紛まぎれて行った。

　その姿が見えなくなったのを確かく認にんしてから、陸也もベンチから腰こしを上げる。

「さて、俺たちも今日で出立だ。とりあえず上からは、断罪官として出向かなきゃいけない案件は近くに無いから、裁判官としてこの先にある国々の調査をしろだとよ」

「ふむ。この先の国にはしばらく裁判官が立ち入っていなかったようですし、なるべく急ぎで調査をした方が良いでしょうね。この地方は広いですから国家間の距きよ離りもありますし、普段のように徒歩で移動するとなると骨が折れそうです」

「一日ずっと歩き通すなんて面倒なことしたくねぇから、既すでに手配は済ませてある」

　陸也の言葉に首を傾げた緋澄だったが、やや離れた位置から鳴り響いたクラクションの音と、そこに乗っている人物の姿を見て合が点てんがいった。

　助手席に乗っていた人物は車から降おりると、陸也たちのベンチへと向かってやや小走りにやってきた。

「よぉ、忙しいのに車を用意させて悪かったな、おっさん」

「いえいえ！　裁判官殿どのの御用命ならば尽じん力りよくさせていただきますとも！」

「本音を言うとどうなんだ」

「逆らったら何されるかわかったものじゃないので大人しく言う事を聞きました！」

　敬礼と共に答えるリソレを見て、陸也は思わず苦笑を漏らした。

「まぁ、こっちも忙しい中、用事を頼んで悪かったと思っているのは本当だ。おっさんはやらなきゃいけないことも山積みだろうしな」

「いえ、たしかにやることは多いかもしれませんが……自分の力で誰かを救うことができるかもしれないなら、苦になることはありません」

　頼もしい笑えみと共にリソレはそう答えた。

　今のリソレは憲兵ではなく、孤こ児じ院いんや福祉施し設せつの支援を行う団体の代表である。

　国の中で起こっていた深い闇やみの部分……孤児たちに行っていた仕打ちなどをリソレは公表すると同時、弱い子供たちを守っていく支援団体を設立した。

　リソレの行動は国民たちから多大な支持を受け、活動志願者や有力な支し援えん者しやなども得ることができたと聞いている。

「憲兵として働けば子供たちを守ることに繋つながると考えていましたが……今後は、ただ子供たちを守るということに専念して活動していきたいと思います！」

「おう、頑張れよ。おっさんは性せい癖へきやらに問題有りだとは思うが、その手腕と信念は本物だと思ってるから期待してるぜ」

「はい！　裁判官殿がまたいずれこの国を訪れた際、胸を張れるよう頑張ります！」

　ベンチから身を起こした陸也はリソレへと手を差し出し、握手を交わした。

「そういえば……シエルちゃんはどうしていますか？」

　和なごやかな雰ふん囲い気きの中、やや声を強こわ張ばらせた緋澄はリソレへと尋ねる。

　しかし、そんな緋澄にリソレは笑顔と共に答える。

「彼かの女じよならずいぶんと元気になりましたよ。子供たちの容態が安定してからよく笑みを浮かべるようになって、つい先日も色々教わりたいと自分の下に来たくらいです」

　保護された十五人の子供たちは治療が終わった後、当面の間は団体の志願者であり、以前引き取り手として立候補した教会で引き取られることになったとリソレから聞いている。話を聞いた限り、教会の神父は今回も真っ先に立候補して快諾してくれたとのことで、シエルだけでなく子供たちの待遇についても問題ないだろう。

「……そうですか。それを聞いてとても安心しました」

　言葉通り、緋澄は安あん堵どの息と共に穏おだやかな表情を浮かべた。

　魔法使いとなった人間の負った傷は深い。

　使い魔という魔法使いであるからこそ、それをよく知っている緋澄は一度だけでなく二度も傷を受けたシエルの身をとても案じていたのだろう。

「さて……それじゃ、俺たちはそろそろ出発する」

　出国の審しん査さは済んでおり、旅仕度も既に調えてある。いつでも車に乗って次の国へと向かうことができるだろう。

　緋澄のことを考えて最後くらいシエルに別れの挨あい拶さつをしようと思っていた陸也だったが、あまり引きずらせないために何も言わず去るのが一番であると結論付けた。

「国のこともそうだが、あのチビのことも頼んだぞ、おっさん」

　そうリソレへと告げた陸也だったが、笑顔のままリソレは首を横に振った。

「申し訳ありませんが、その約束については果たせそうにありません」

「……あ？　どういう意味だ」

　顔をしかめた陸也に対してリソレは語る。

「裁判官殿の言い付け通り、自分のできる範囲で彼女の面倒を見ましたが……どうやら、保護者となることは叶かなわなかったようでして」

「だから、その理由を訊きいて――」

　言葉を続けようとしたところで、陸也の視界にある物が映った。

　先ほどリソレが乗ってきた車。

　それが陸也たちへとゆっくり向かって来ている。

　リソレがこの場にいることから無人だと思っていた車が動いたことに緋澄は驚いているが、リソレが助手席から降りてきたのを思い出した陸也は大きく溜息をついた。

　そして、近づいて来た車の運転席側から顔を覗のぞかせた人物を改めて見る。

「――二人とも、久しぶりだねっ」

　停車した車の窓から身体からだを出しているシエルは朗らかに笑う。

「久しぶりだね、じゃねぇよ。お前はそこで何やってんだ」

「何って……運転？」

「そこについてもだが、その後部座席に積んでる荷物は何だ」

　おそらく憲兵隊の軍用車両の一台である車の後部座席には、大きめのバッグが一つ積まれている。

　それを見てシエルの意図を察した陸也は眼を閉じて痛む頭を振った。

「……チビ、今すぐ降りておっさんと一緒に帰れ」

「えー……せっかく二人の役に立つと思ってリソレさんに運転教えてもらったのに」

　口を尖とがらせたシエルの言葉からして、やはり二人に同行するつもりだったらしい。

　恨めしそうに陸也はリソレへと視線を向ける。

「おっさんもおっさんだ。子供に変なこと教えてんじゃねぇよ」

「なるべく彼女の希望に添って面倒を見ようと思ったものでして。実に賢かしこい子でして、一日で上う手まく運転できるようになったのには自分も驚きました」

「こっちは別の意味で驚かされたが……そんなことはどうでもいい」

　シエルへと向き直った陸也は真しん剣けんな面おも持もちで告げる。

「チビ、お前の意図は知らんがこっちは遊びじゃねぇんだ。俺らは裁判官としての仕事よりも、荒事の処理に回る方が多いんだよ」

　断罪官として荒事に対処して回るということは、裁判官以上の危険を伴ともなっているということに他ならない。

　魔ま法ほう使つかいであるとはいえ、まだ年とし端はもいかない子供を連れて回ろうと考えるほど、陸也は自身の仕事を軽視していない。

「うん。それはわかってるけど……だからこそ、わたしは二人についていきたいんだ」

　しかし、シエルはそんな陸也を真まっ直すぐに見み据すえながら自身の想おもいを語る。

「わたしもこの力を誰かを守ったり、誰かを救ったりするために使いたい。だから二人についていってそれを学びたいの」

「……アホなことを言いやがる。詰まるところ俺たちがやってるのは守る救うじゃなく、どう言い繕ったところでただの人殺しだ。そんなことを学ぼうなんて考えるくらいなら、この国で幸せに生きることでも考えろ」

「それがわたしを救ってくれた二人への恩返し……っていうのもわかってるんだ。だけど、わたしはそれ以上に多くの人の死から逃にげすぎちゃってるんだよ」

　愛する家族の死から逃げ、選せん択たくを誤ったことで多くの人間の命を奪うばい、それらの死から逃げてきた少女は語る。

「わたしは……もう逃げたくない。自分が選んだ道を否定することなく、二人のように自分が信じる正義を貫き通して……みんなにしっかりと顔向けできるようになりたい」

　陸也はシエルを見つめたまま何も答えない。

　シエルもまた陸也から目を逸そらすことなく、ただ真っ直ぐに見つめ返している。

　やがて……陸也は舌打ちした。

「緋澄、車に乗り込め。さっさと出発しねぇと予定が狂くるっちまう」

「……よろしいのですか？」

「シエルについては魔物になりかけながらも、元に戻ったという経けい緯いもある。要観察者として随伴させるのは許されていることだ」

「と、あとで上から文句を言われた時の言い訳まで用意してあるわけですか」

「断罪官には素質のある人間や魔法使いを見極めて人材を確保する権限もある。今回がそうだったってだけの話だ」

「はいはい。そういうことにしておきますね」

　面倒そうに頭をかいている陸也の表情を見ながら、緋澄は小さく笑って頷うなずく。

　緋澄が助手席に乗り込み、後部座席へと乗り込んだ陸也はシートの上に寝転がりながら、運転席にいるシエルへと告げる。

「おら、シエル。ついてくるって決めたんなら途と中ちゆうで投げ出すんじゃねぇぞ。それと最低限自分の身を守れるように、俺と緋澄で色々叩きこんでやるから覚悟しておけ」

　ぶっきらぼうな態度の陸也を見ていたシエルはしばらく固まっていたが、やがてその表情を崩して笑みを作った。

「……うんっ！　わたしも頑張る！」

　そんな笑顔を横目で見ていた陸也は、少しだけ口こう端たんを吊つり上あげながら笑った。

　三人に増えた一行の車は開かれている門をくぐり抜け、エンジン音を響ひびかせながら草原を駆かけて行く。

　どこまでも晴れ渡っている蒼あお空ぞら。

　俯くことをやめ、顔を上げて進むと決めたシエルはしばらくその光景を眺めていた。

「……空って、こんなに蒼かったんだね」

　そんな言葉を聞きながら、陸也と緋澄は何も言わずに笑みを浮かべる。

　裁判官と同行する限り、今後も大小の災難に見舞われることになるだろう。

　だが、久方ぶりに顔を上げた少女の瞳に曇くもりはない。

　そして、今後もその瞳は綺麗な空を映し続けることだろう。
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あとがき







　えー、どうも。はじめまして、藤ふじ木きわしろでございます。

　本作にてデビューとなりました。今後ともよろしくお願いします。

　……まさかの二行であとがきが終わった自分自身に絶望を覚えました。

　とりあえず編集様から「あまり深く考えずに書いて大丈夫ですよ！」という頼もしいお言葉をいただいておりますので、あとがきを読んでいらっしゃる皆様もあまり深く考えずに読んでやってください。気楽にいきましょう、気楽に。

　それでは当たり障さわりのない話として、受賞の電話を取った時の話をすると、私はあまりにも驚いて電話を切った後、しばらく奇き声せいを上げていました。

　ですが、普段から私は突発的に「キジバトの鳴きマネします！」とか言いながら友人に向かってフゥフゥーヴォヴォーなどとやたらリアルな鳴きマネを披ひ露ろうする残念な部類の人間に属ぞくするため、結局のところ平常運転であった、と今にして思います。

　次に今後の抱ほう負ふについてですが……今のところ、読者の方々を楽しませる話を作っていきたいなぁ、という漠ばく然ぜんとした考えしかありません。

　話を書こうと思った動どう機きをお話ししますと、喋りが苦手な自分が誰かを楽しませるにはどうするか、文章ならどうだろうか、そういえば学生時代に読んだライトノベルってすごい楽しかった、よしそれじゃ書いてみよう、というものから今に至りました。楽しんでもらいたいという気持ちだけは、今後も失くさないようにしていきたいです。意外なくらい綺麗にまとまったのでキジバトを挟はさむ余よ地ちがありません。

　最後に本作についての話ですが、こちらのあとがきでは一切触れていません、というよりもネタバレになりそうで触れられません。いやこれ先に言っておけよって感じですね。いつかキジバトの鳴きマネを披露するのでそれでご容よう赦しやください。

　一応、本作で触れられることが一つありました。

　これだけキジバトについて推しておりますが、本作には一切出てきません。主人公やヒロインたちが突然キジバトの鳴きマネを始める展開はありません。そんなことをするのは山の中に住んでいる私だけで十分です。

　裏山で今も鳴いているキジバトについてはさておき、このあたりで謝辞を。




　担当様。多くのことを教えていただいただけでなく、授賞式でのスピーチで失敗した私に「頑張りが伝わってきましたよ！」というお優しい言葉をありがとうございます。その失敗を四半世紀は引きずるような人間ですが、よろしくお願いします。

　イラスト担当の菊きく月げつ様。素す晴ばらしいイラストの数々だけでなく、「どうか、おさげ成分をお願いします！」という私のワガママに応えていただき、本当にありがとうございます。

　そして本作の出版に携たずさわっていただいた多くの方々、支えてくださった多くの友人たちに、心より御礼申し上げます。

　そして何よりも、本作を手に取ってくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　本作をお楽しみいただけたのなら、何よりも幸いです。





藤木わしろ
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